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ご挨拶

一第45回日本神経化学会大会開催にあたって一

第45回日本神経化学会大会は、 2002年7月17日(水)-19日(金)の3日間、札幌市にて

開催されることになりました。

日本神経化学会は、脳・神経系に関する生化学的研究を中心として、生理学、解剖学、

薬理学の各領域、さらに精神科、神経内科、脳神経外科などの臨床各科の研究をも包含し

た研究の発表、討論の場を提供しただけでなく、日本の神経化学、神経科学の発展に大き

く貢献してきました。当学会の大会での発表成果は、基礎生命科学分野にインパクトを与

えるとともに、神経疾患に悩む人々の治療にも利用されてきました。「脳の世紀」といわ

れる21世紀に入り、日本神経化学会の役割は益々大きく、且つ重みを増しております。こ

のような時点で第45回大会が開催されることは、誠に意義深いものがあります。

今回の第45回大会は、「国際化の促進」、「若手研究者の奨励」をキャッチフレーズにい

くつかの新企画を織り込まれております。とくに「国際化」に関しては、 1)国際神経化

学会(InternationalSociety for Neurochemistry， ISN)の協力、支援を得て、“Molecular

Basis of Neuronal Signaling"と題しISNシンポジウムを併催すること、 2)アジア環太平洋

神経化学会 (AsianPacifi.c Society for Neurochemis仕y，APSN)の若手会員に今大会への参

加・発表を呼びかけるとともに、旅費などをサポートするYoungInvestigator Award制を

設けたこと、さらに3)プログラム集、抄録集、展示ポスター内容にも英語を併記し、海

外からの大会参加者に便宜をはかったことなどがあげられます。

今回の第45回大会には、上記ISNシンポジウムに加え、特別講演4題(米国と豪州よりの

研究者2名、及び日本人研究者2名による)、招待講演4題、市民公開シンポジウム「心と行

動を分子で読む」に6題、シンポジウム (11テーマ、 56題)、さらに若手研究者によるミニ

シンポジウム、一般演題(ポスター発表)など盛り沢山の企画が準備されております。

7月中旬の札幌はベストシーズンです。初夏のさわやかな青空の下、サイエンスととも

に北の大地の自然や、北の幸を満喫して頂き、有意義な大会となりますよう祈念いたしま

す。多数の皆様のご来札をお待ち申しております。

今大会にご協力下さいました諸先生、ご芳志、を賜り助成下さいました諸団体に厚くお礼

申し上げます。

2002年6月

野村靖幸(第45回日本神経化学会大会長)

39 
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会場へのアクセス

北大付属植物園

.新千歳空港 札幌

・連絡パス

新千歳空港 札幌約90分 (820円)

・鉄 道

新千歳空港一札幌 JR快速工アボート 約40分 (1，040円)

各方面から航空機での新千歳空港までの所要時間

東京(約90分)

大阪(約105分)

名古屋(約95分)

仙台(約75分)

広島(約110分)

福岡(約130分)

沖縄(約180分)

.かでる2.7(A・E・F会場)
JR札幌駅から徒歩約7分

.ホテル札幌ガーデンパレス (8・C・D会場)
JR札幌駅から徒歩約8分

地下鉄大通駅から徒歩約5分
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学会場案内

-かでる2.7 1階【A会場，展示会場，総合受付，大会本部】

.ホテル札幌ガーデンパレス 2階 (8会場， C会場， D会場】

直亙面白 匡亙亙 直亙事記

スライド受付

ホワイ工

.掴慶帽

にニエ二二工二コ
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-かでる2.7 4階 (E会場】

社会福祉関係団体事務室

• • • • • • • 

E会場ポスター配置園

自

68 

67 51 50 35 34 19 18 2 

66 52 49 36 33 20 17 3 

65 53 48 37 32 21 16 4 

64 54 47 38 31 22 15 5 

63 55 46 39 30 23 14 6 

62 56 45 40 29 24 13 7 

8 12 25 28 41 44 57 61 

9 1 1 26 27 42 43 58 60 

10 59 
l図[
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-かでる2.7 8階【F会場】

• • 圃

特別会議室

• • 
F会場ポスター配置園

ポスター受付

34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 

24 

23 

2 35 36 37 38 39 40 41 22 

3 48 47 46 45 44 43 42 21 

4 20 

5 19 

6 7 8 9 10 11 12 13 14 1516171~ 
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学会への参加受付

1.参加者の皆様ヘ

・参加登録をお済ませの方へ

学会当日は大会事務局からお送り致しました参加登録証(名札)を必ずご持参ください。ま

た会期中は名札を胸にお付けくださいますようお願い申し上げます。万一お忘れになられた場

合には総合受付までお申し出ください。公開シンポジウムを除き、名札のない方の入場はお断

り致します。

-当日参加登録される方へ

受付はかでる2.7の1階受付において午前8時30分より開始します。お渡しした名札を胸にお付

けのうえご入場ください。参加費は以下の通りです。学生の方はその旨お申し出ください。お

渡しする名札には学生であることを明記させていただきます。

当日受付参加費

会 員

非会員

学生会員

学生非会員

懇親会

-非会員の方へ

11，000円

12，000円

4，000円

4，000円

8，∞o円

本学会の筆頭発表者は本学会会員に限らせていただいております。非会員の筆頭発表者(代

表発表者)は速やかに正会員としての入会手続きをお取りください。詳細は下記日本学会事務

センターにお問い合わせください。「神経化学j誌のプログラム号(本誌)、抄録集は正会員の

方のみ送付されます。ただし参加登録を既にお済ませの非会員の方へも、プログラム号だけは

札幌大会事務局から直接送らせていただきます。抄録集は学会当日、総合受付でも販売いたし

ますので、ご希望の方はお買い求めください (6，000円)。

〒113-8622

東京都文京区本駒込5-16-9

(財)日本学会事務センタ一

日本神経化学会事務局

TEL:03-5814-5810 FAX:03-5814-5825 

ホームページ http://wwwsoc.nii.ac.jp/jsn/ 

-取得単位について

本学会への参加は、日本神経学会、日本小児神経学会、および日本良導絡自律神経学会の認

定医研修単位の対象となります。詳細はそれぞれの学会に直接ご照会ください。
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2.お知らせ

.会場の入場について

会場は午前8時30分にならないと入場できません。ご注意くださL、
-クローク
会期中は、かでる2.7内にクロークを設ける予定ですが、スペースに限りがございます。出来

るだけホテル等のクロークをご利用いただくようお厚郎、致します。

.呼び出し、伝言

放送での参加者のお呼び出し、お電話等の取り次ぎは一切いたしません。かでる2.7 1階ロビ

ーに伝言板を設置しておりますのでご利用ください。

.宿泊・交通・観光案内

かでる2.7の1階ロビーに近畿日本ツーリストの案内デスクを設置します。また会期前のお問い

合わせは下記までお願いします。

近畿日本ツーリスト株式会社札幌駅前支庖

「第45回日本神経化学会札幌大会」デスク

干060-0807

札幌市北区北7条西4丁目新北海道ビルヂング11階

電話:011-716-5522 FAX: 011-716-5503 

担当:山下恵二

-学会本部

会期中は、かでる2.7の1階の大ホールの楽屋を本部に致します。連絡先等の詳細は第45回日本

神経化学会(札幌)ホームページにてお知らせいたします。ホームページにてご確認ください。

URL: http://www.hokudai.ac.jp/phaロna/yakuri/45JSN.h加1

45 
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講演発表要領

1.会場

A、B、C、D各会場において同時進行で行われます。

2.発表・討論、進行
1)各演者の発表・討論の時聞はプログラムに記載されていますので、時間厳守でお願いいたし

ます。

2)進行は座長の責任において行ってください。シンポジウム終了時間を厳守願います。

3)演者は講演開始10分前までに、次演者席にお着きくださLミ。

4)座長はご担当のシンポジウムの開始15分前までに、各シンポジウム会場の受付までお越しく

ださい。

5)討論者は、あらかじめ会場内の討論用マイクの前でお待ちください。

6)討論においては、簡潔にご発言ください。

7) ミニシンポジウムの講演時聞は発表13分、討論5分です。時間の厳守をお願い致します。

3.発表機材
1)シンポジウムでは、 4.および5.に記載の発表機材をご使用いただけます。ご使用にあたっては、

4.および5.の各項にある使用上の注意をよくお読みください。ミニシンポジウムに関しては

時間の関係トスライド発表でのみ行ってください。

2)スクリーンは1面です。スライド並写や複数の機材による並写はできません。

4.スライド映写機

1)スライドは35mm判とします。

2)紙マウントのスライドは避け、できる限りプラスチックマウントのスライドをご用意ください。

3)スライド枚数に制限はありません(ただし、予定の発表時間はお守りくださLミ)。

4)同じスライドを重複して使用される場合は、必要枚数分をご用意ください。

5) スライド映写機の操作は演者の口頭の指示により係員が行います。

5.液品プロジェクター (PC)
1)パソコンは演者が持参してください。

2) ミニDサブ'15pinの出力端子が、本体またはアダプターにあることが必要です。

3)ソフトウエアは fPowerPointJの使用を強く推奨いたします。 fPowerPointJ以外のソフトウ

エアをご使用の方は、予め準備事務局 (E-mail:45jsn@pharm.hokudai.ac必，cw@c-work.co.jp， 

tel. 011-706-3247， fax. 011-706-4987)にご相談ください。

4)パソコン持参ではなく、 MO，CD-Rなどでご持参予定の方は予め準備事務局にご相談くださ

Lミ。

5)パソコンからの映写ができることを、実際にお使いになる会場で、事前にご確認くださるよ

うお願いいたします。午前の講演予定の方は講演前あるいは前日等、午後のシンポジウムの

方は当日のポスター発表討論時間等、いずれもスタップを配置していますので、会場にお越

しいただき試写をお願いいたします。

6)プロジェクタ一、パソコンなどの不具合により映写不能となる事態も予想されますので、講演

の主旨を聴衆に伝えることができる程度に、パックアップのスライド多必ずご用意くださLミn

7)パソコンの操作は演者が演台で行うことになります。
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6.スライド等の受付および返却
1)スライド等は講演開始30分前までに各会場の受付にご提出ください。スライド等引換証をお

渡しします。

2) スライドをご使用の場合は、ご自分で所定のスライドホルダーにスライドを入れ、試写によ

り確認の上、ご提出ください。

3)講演終了後は速やかに、各会場受付にてスライド等をお受け取りくださ p。引換証と交換に

返却いたします。

7.司会者、座長の方ヘ
1)担当される各セッション開始20分前までには各会場入りし、次座長席にお着きください。

2)時間厳守に留意していただき運営してください。

3) シンポジウムおよびミニシンポジウムでは最後に必ずまとめの時間をとって、フロアーを交

えて討論を行ってください。
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ポスター発表(一般演題)要領

1.会場

ポスター発表は、 E会場(かでる2.7，4F大会議室)およびF会場(かでる2.7，8F 820研修室)

にて行われます。

2.発表要領
1)右図のように、縦20cmX横100cmのサイズ

に演題、著者名、所属を和英文にて記入した

ものをご用意ください。

2)発表内容は右図発表スペース(縦160cmX横

120cm)に収まるようにしてください。

3)パネル番号は大会事務局にて用意します。

4)展示内容については英語により行うことを推

奨します。

5)演題番号で示される会場、発表日、パネル番

号に従って、下記の掲示時間の問、ポスター

を掲示してください。

6) プッシュピンはポスター受付でお受け取りく

ださい。のり、セロハンテープ等は使用しな

いでください。

7)掲示時聞が終了しましたら、ポスターは各自

で撤去してください。撤去されなかった掲示

物は大会本部にて処分しますのでご了承くだ

さLミ。

3.掲示時間

7月17日(水) 9: 00-17 : 00 

7月18日(木) 9: 00-17 : 00 

120cm-----

180cm 

発表スペース

m
 

仇

I
l
l
1
1
1
1
f

ζ
り

4.討論
1)発表者の方には、ポスター受付でリボンをお渡しいたしますので、討論の際には胸につけて、

各ポスターパネルの前で参加者の質疑に応じてください。

2)討論は、演題番号の奇数・偶数で2つのグループに分け、 2安替制で行いますn 下記の討論時

聞には発表者はポスターの前で待機してくださいの

7月17日(水) 演題番号奇数 11 : 30-12 : 10 

演題番号偶数 13: 10-13: 50 

7月18日(木) 演題番号奇数 11 : 30-12 : 10 

演題番号偶数 13: 10-13: 50 
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シンポジウム S3
「神経機能分子の構造的

理解」

シンポジウム S2
rPET. MRIを用いたヒ卜
脳機能イメージング:現

状と展望」
座長:定藤規弘

シンポジウム S1
「中枢神経系再生のストラ

テジ-J

14:00 
14・30

座長:御子柴克彦

P. R. Dunkley 
座長:芳賀達也座長:岡野栄之

市民公開シンポジウムOSI:::1
「心と行動を分子で読むJ1: 

17:00 

座長:武田雅俊

西川徹

中hに。

20:00 
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「脳の器官培養系の技術と
応用を探る」
座長:田中正彦
坂口卓也

ホテル札幌ガーデンパレス 2F

C会場

ミニシンポジウム MS5
「神経伝達物質」
座長:熊倉鴻之助
野村正彦

?蚕議?

ミニシンポジウム MS4
「神経変性疾患」

座長:柳津勝彦
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シンポジウム S8
「グリア細胞の機能と病態
:神経疾患の治療に向けて」

シンポジウム S7
「チ口シンリン酸化による
シナプス機能の制御」

シンポジウム S6
「脳神経系細胞系譜決定と
その可塑的変化の分子メカ

ニズムJ
座長:池中一裕

14:00 

14:30 

15:00 

16:00 

ポスター撤去

座長:下潰俊，北村佳久司
馬場広子

座長:武井延之
高橋正身

L>. 
zコr車見懇

シンポジウム S5
「協調的分子配置による
シナプスの機能発現」
座長:阿部輝雄
白尾智明

17:00 

19:00 

20:30 

18:30 



|第3日目 7月19日(金) 日程表 | 
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学会からのお知らせ

1.総会
日時 :7月18日(木 11: 45 -13 : 00 

会場 :A会場(かでる2.7 大ホール)

平成14年度総会議題(案)

1.理事長報告

2.庶務報告

3.出版・広報報告

4.プログラム編成報告

5.委員会報告

6.平成14年度奨励賞選考結果報告

7.平成13年度決算の件

同 監査報告

8.会費改定の件

9.平成15年度予算の件

10.評議員選任の件

11.名誉会員推薦の件

12.理事改選の件

13.次期大会の件

14.その他

2.評議員会
日時:7月17日(水 11: 45 -13 : 00 

会場 :A会場(かでる2.7 大ホール)

評議員会議題(案)

「日本神経化学会の国際化および学会のあり方についてJ
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Plenary Lectures 

July 18σhu.} 9 : 00 -10 : 00 Room A 

Chairperson : Naomasa Miki (Osaka Univ. Grad. Sch. Med.) 

PL・1 Neuronal function and intracellular transport: gene， structure， dynamics， function and 

diseases of kinesin superfamily motor proteins， KIFs. 

Nobutaka Hirokawa 
(University ofTo防0，Graduate School of Medicine) 

July 18σhu.) 10 : 00 -11 : 00 Room A 

Chairperson : Shinichi Kohsaka (Natl. Inst. Neurosci.) 

PL・2 Molecular basis of apoptosis: Bcl-2 family proteins as a life-or-death switch 

Yoshihide Tsujimot。
(Osaka University Medical School， Dept. of Post-Genomics & Diseases， CREST of JST) 

July 18σhu.) 14: 00 -15 : 00 Room A 

Chairperson : Yasuyuki Nomura (Hokkaido Univ.， Grad. Sch. Pharm. Sci.) 

PL・3 Synaptic plasticity regu陥tedby stargazin and PSD・95

David S. Bredt 
(Department of Physiology， University of Califomia at San Francisco) 

July 18σhu.) 15 : 00 -16 : 00 Room A 

Chairperson : Eishichi Miyamoto (Kumamoto Univ. Sch. Med.) 

Pし4 Tyrosine hydroxylase phosphorylation 

Peter R. Dunkley 

(School of Biomedical Sciences， Faculty of Health，τbe University ofNewcastle) 
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Invited Lectures 

July 17 (Wed.) 9: 00 -10: 00 Room A 

Chairperson : Shoji Tsuji (Niigata Univ. Brain Res. Insc.) 

IL・1 Molecular mechanism and hierarchical structure 01 circadian clock 

Ken-ichi Honma 

(Hokkaido University Graduate School of Medicine， Department of Physiology) 

July 17 (Wed.) 10: 00 -11 : 00 Room A 

Chairperson : Akemichi Baba (Osaka Univ. Grad. Sch. Pharmaceutical Sci.) 

IL・2 Molecular and neural mechanisms 01 eyeblink conditioning studied with mutant mice 

Yutaka Kirino 

(Laboratory of Neurobiophysics， School of Pharmaceutical Sciences， The University of 

To匂0)

July 19 (Fri.) 9: 00 -10: 00 Room A 

Chairperson: Haruhiro Higashida (Kanazawa Univ. Grad. Sch. Med. Sci.) 

IL・3 Regulation 01 nucleocytoplasmic transpo同andcell proli1eration by Ran GTPase. 

Takeharu Nishimoto 

(Department of Molecular Biology， Graduate School of Medica1 science， Kyushu University) 

July 19 (Fri.) 10: 00 -11 : 00 Room A 

Chairperson : Yoshiaki Komiya (Gunma Univ. Faculty Med.) 

IL-4 Bulk protein degradation -Molecular dissection 01 autophagy -

Yoshinori Ohsumi 

(National Institute for Basic Biology) 
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July 17 (Wed.) 14 : 00 -1 7 : 00 RoomA 

2002 ISN Symposium 

Molecular Basis of Neuronal Signaling 

Chairpersons : Katsuhiko Mikoshiba (Univ. Tokyo， Japan) 
Peter R. Dunkley (Univ. Newcastle， Australia) 

ISN・1 AMPA receptor trafficking during plasticity 

Robe吋 Malinow

(Cold Spring Harbor Laboratory， USA) 

ISN・2 Molecular genetics of the synapse formation and function 

Masayoshi Mishina 

(Department of Molecular Neurobiology and Pharmacology， Graduate School of Medicine， 

University ofTokyo) 

ISN・3 Cdk5: A new player at the neuromuscular synapse 

Nancy Y.lp 

(Department of Biochemistry， Molecular Neuroscience Center， and Biotechnology 

Research Institute， Hong Kong University of Science and Technology， China) 

ISN・4 Structure， regulation and function of PKB/Akt-a pleiotropic protein kinase involved in 

multiple signaling pathways 

8rian A. Hemmings 

(Friedrich Miescher主lstitute，Switzerland) 

ISN・5 Excitatory amino acid transporters: New insights into structure， function and regulation 

Susan G. Amara 
(Vollum Institute and Howard Hughes Medical Institute， Oregon Health & Science 

University， USA) 
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July 17 (Wed.) 17 : 00 -20 : 00 RoomA 

Open Symposium 

Reading Human Brain and Behavior on Molecular Level 

Chairpersons : Masatoshi Takeda (Osaka Univ. Grad. Sch. Med.) 

Toru Nishikawa (Tokyo Med. Dent. Univ. Grad. Sch.) 

05・1 Howimpo同antmOdel animals are in research for psychiatric disorders! 

o Keiji Wada1， Yuko Santo-Yamada1， Etsuko Wada1，2， Hiroshi Maeno1， Kazuyuki 

Yamada1，3 

(1Natl. Inst. Neurosci. NCNP， 2JSPS， 3BSI，阻KEN)

05・2 Mental and behavioral activities in relation to brain signal transduction 

U'foshikazu Saito 

(Dept. Neuropsychiatry， Sapporo Med. Univ. Sch. Med.) 

05・3 PET imaging on developmental disorder and learning formation 

oYasuyoshi Watanabe 

(Dept. Physiology， Osaka City Univ. Grad. Sch. Med.) 

05・4 How do genes and environment generate human behaviors? The perspectives of 

evolutionary and developmental biology 

OShigenobu Kanba 

(Dept. Neuropsychiatry， Yamanashi Med. Univ.) 

05・5 A novel pharmacological approach to the molecular basis of schizophrenia 

OToru Nishikawa1， Yasushi Kajii1，2， Shin-ichiro Muraoka1， Asami Umino1， Yasukazu 

Kuroda1 

( ISection of Psychiatry and Behavioral Sci.， 2Tokyo Med. Dent. Univ. Grad. Sch.， 
Mitsubishi Pharma Co.) 

05・6 Antidepressants: New pharmacological strategies 

。fsukasaKoyama 
(Dept. Psychiatry， Hokkaido Univ. Grad. Sch. Med.) 

July 17 (Wed.) 9 : 00 -11 : 00 

Young Scientists Lectureship Award 

Chairperson : Kazuhiro Ikenaka (Natl. Inst. Physiol. Sci.) 

RoomD 
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Symposium 

July 17 (Wed.) 14 : 30 -17 : 00 RoomB 

S 1 Neural Regeneration 

Chairperson : Hideyuki Okano (Keio Univ.， Sch. Med.) 

51・ Newstrategies using adult neural stem cells in defined media and the absence of 

gene transfer 

。fetsuroShingo， Isao Date， Takeshi Ohmoto， Samuel Weiss 
(Dept. Neurol. Surg.， Okayama Univ. Med. Sch.， Genes Develop. Res. Group.， Univ. 

Calgary Fac. Med.) 

51-2 Recent advance in the adenovirus mediated gene transfer system for neuronal 

regeneration 

OHiroshi Kiy釘na，Kazuhiko Namikawa 

(Dept. Anatomy， Grad. Sch. Med.， Osaka City Univ.) 

51・3 AAV vectors and gene therapy for Parkinson's disease 

OKeiya Ozawa1， Shin-ichi Muramatsu2， Lijun Wang1，2， Kunihiko Ikeguchi2， Ken-ichi 

Fujimoto2， Takashi Okada1， Hiroaki MizukamP， Keiji Terao3， Imaharu Nakano2 

(1 Div. Genet.τberapeut.， Ctr. Mol. Med.， Jichi Med. Sch.， 2Dpt. Neurol.， Jichi Med. Sch. ， 

3Tsukuba Primate Ctr.， Nat. Inst. Infect. Dis.) 

51-4 Transdifferentiation of bone marrow stromal cells into neurons and 5chwann cells， 

and application to the CN5 regeneration 

OMari Dezawa 

(Dept. Anat.， Yokohama City Univ. Sch. Med.) 

51・5 5trategies toward their potential therapeutic application in to spinal cord i吋urymodel 

OHideyuki Okano 

(Dept. Physiol.， Keio Univ. Sch Med.， CREST， JST) 
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July 17 (Wed.) 14 : 30 -1 7 : 00 RoomC 

82 Functional neuroimaging studies with PET and MRI: 
present status and future perspective 

Chairperson: Norihiro Sadato (N剖1.Inst. Physiol. Sci.) 

82・1 Cross-modal plasticity in the deaf and blind: studies with non-invasive human 

neuroimaging techniques 

ON orihiro Sadato 

(Nat1. Inst. Physiol. Sci.) 

82・2 Quantification and Alteration of Dopamine Receptors in Living Human Brain 

びretsuyaSuhara 

(Nat1. Inst. Radiol. Sci.， CREST) 

82・3 Imaging of cholinergic system of the brain 

OHiroki Namba 

(Dept. Neurosurg.， Hamamatsu Univ. School of Med.) 

82・4 The application of PET imaging to clinical researches on the histaminergic neuron 

system: From neurochemical studies to drug development. 

OKazuhiko Yanai 

(Dept. Med.， Grad. Sch. Pharmacopatho1. Sci.， Tohoku Univ.) 

82・5 PET imaging of neural substrates for fatigue sensation 

oYasuyoshi Watanabe 

(Dept. Physio1.， Osaka City Univ. Grad. Sch. Med.) 
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July 17 (Wed.) 14 : 30 -17 : 00 RoomD 

83 Introduction to 8tructural Biology of the Neuron 

Chairperson : Tatsuya Haga (Gakushuin Univ.， Dept. Chem.) 

S3-1 The voltage-sensitive sodium channel has a bell-shaped structure with multiple 

cavities; Structure revealed by single particle analysis 

OChikara Sato1， Yutaka Ueno1， Toshihiko Ogura1， Masahiko Sato2， Yoshinori FujiyoshP 

(1N.I.AI.S.T.， 2ltoham Foods Inc.， 3Dept. Biophy.， Fac1. Sci.， Kyoto Univ.) 

S3・2 Conformation of a peptide bound to a G-protein coupled receptor 

OMasahiro Shirakawa 

(Grad. Sch.lnteg. Sci.， Yokohama City Univ.) 

S3・3 Molecular mechanism of signal transduction mediated by Grb2 

OFuyuhiko Inagaki 

(Grad. Sch. Pharmacent. Sci.， Hokkaido Univ.， CREST) 

S3・4 Structure and function of signaling proteins controlling cell adhesion and cytoskeleton 

。foshioHakoshima 
(Nara lnstitute of Science and Techno!ogy/CREST) 

S3・5 Mechanism of processive movement of monomeric KIF1 A motor revealed with 
biophysics， cryo EM and X ray crystallography. 

ONobutaka Hirokawa 

(Dept. Cell Biol. and Anat.， Grad. Sch. Med.， Univ. ofTokyo) 
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July 18σhu.) 9 : 00 -11 : 30 RoomD 

84 TechnologY-based advances in applications of 
organotypic cultures from the central nervous 
system 

Chairpe陪 ons:Masahiko Tanaka (Fujita Health Univ.， Inst. Comprehesive) 
Takuya Sakaguchi (Shionogi Co.， Ltd.， Discovery Res. Lab.) 

54・1 Aspects and applications of organotypic brain slice cultures 

びrakuyaS泊caguchi

(Development. Res. Lab.， Shionogi & Co.， Ltd.) 

54・2 Development of hippocampal mossy fibers in organotypic cocultures 

OYuji Ikegaya， Norio Matsuki 

(Lab. Chem. Pharmacol.， Grad. Sch. Pharmaceut. Sci.， Univ. Tokyo) 

54・3 Activity-dependent branch formation of cortical axons: A morphological and 

electrophysiological study using organotypic slice cultures 

ONobuhiko Yamamoto， Naofumi Uesaka， Satoshi Hirai， Soichiro Ohnami 

(Lab. Neurosci.， Grad. Sch. Frontier Biosci.， Osaka Univ.) 

54-4 Analysis of neuron-glia interaction involved in the dendritic morphogenesis of 

cerebellar Purkinje cells using an organotypic slice culture system 

OMasahiko Tanaka 

(Div. Cell Biol.， Inst. Comprehens. Med. Sci.， Fujita Hlth. Univ.) 

54・5 The role of Pax6 in the mammalian olfactory bulb development 

。TadashiNomura， Noriko Osumi 
(Dep. Dev. Neurobiol.， Tohoku. Univ. Grad. Sch. Med.) 
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July 18 (Thu.) 16 : 00 -18 : 30 RoomA 

85 Expression of synaptic functions by cooperative 
molecular localization 

Chairpersons : Teruo Abe (Niigata Univ. Brain Res. Inst.) 

Tomoaki Shirao (Gunma Univ. Sch. Med.) 

55-1 A Possible mechanism for attaching synaptic vesicles to microtubules 

ぴferuoAbe

(Dept. Cell. Neurobiol.， Brain Res. Inst.， Niigata Univ.) 

55-2 Diversity of Ca2+channel subtypes in presynaptic terminals 

uHiromu Yawo 

(Dept. Develop. Biol. Neurosci.， Tohoku Univ. Grad. Sch. Life Sci.. CREST， JST) 

55・3 5ynaptic targeting of P5D scaffold proteins containing leucine-zipper motifs; P5D・

Zip45 and P50-Zip70 

UKenji Sobue. Daijiro Konno. Shinichi Usui. Kei Hori. Hisato Maruoka 

(Dept. Neuroscience (D13)， Osaka Univ. Grad. Sch. Med.) 

55-4 Differential dynamic behavior of postsynaptic density proteins and its regulation by 

neuronal activity 

UShigeo Okabe 

(Dept. Cell Biol.， Grad. Sch. Med.， Tokyo Medica1 and Denta1 Univ.) 

55・5 Role of drebrin in signal transmission within the dendritc spine 

uTomoaki Shirao. Satoshi Tanaka. Hiroyuki Yamazaki. Yuko Sekino 
(Dept. Neurobiol. & Behav.， Gunma Univ. Sch. Med.) 
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July 18σhu.) 14 : 30 -17 : 00 RoomB 

96 Molecular mechanism underlying neural cell 
lineage determination and its plastic changes 

Chairperson : Kazuhiro Ikenaka (Natl. Inst. Physiol. Sci.) 

56・1 Molecular control of neural stem cell fate 

OMasato Nakafuku， Motoshi Nagao 

(Dept. Neurobiol.， Grad. Sch. Med.， Univ. To旬。)

56・2 Neurogenin 1 as a positive bHLH regulator of neuronal differentiation 

So-Yeon阻m1，Yong-Soo Yoon1， Yong-Jin Jeon1， Mi-Young Jung1， Seong-Soo Kim1， 

Jiwon阻m1，Seung・Up阻m2，Young-Don Lee1， OHaeyoung Suh・阻m1.2

(1Dept. Anat.， Ajou Univ.， Sch. Med.， 2BDRC， Ajou Univ.， Sch. Med.) 

56・3 Cell-external cues and cell-intrinsic programs regulating lineage-determination in the 

developing brain. 

。fetsuyaTaga， Takumi Takizawa， Kinichi Nakashima 
(Dept. Cell Fate Modulation， Inst. Mol. Embryol. Genet.， Kumamoto Univ.) 

56-4 Molecular mechanisms underlying oligodendrocyte development 

。fetsushiKagawa， Kazuhiro Ikenaka 
(Neuralinfo. Lab.， Natl. Inst. Physiol. Sci.) 

56・5 Genetic dissection of differentiation and outgrowth of the cranial motor and sensory 

neurons in zebrafish 

OHitoshi Okamoto 

(Lab. Dev. Gene Reg.， BSI，阻E包N，CREST，βr) 
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July 18σhu.) 14 : 30 -1 7 : 00 RoomC 

87 Regulation of synaptic functions by protein tyrosine 
phosphorylation 

Chairpersons : Nobuyuki Takei (Niigata Univ.， 8rain Res. Inst.) 
Masami Takahashi (Kitasato Univ. Sch. Med.) 

57-1 Function and regulation of the 5rc family tyrosine kinases 

OMasato Okada 

(Dept. Oncogene Res.， Res. lnst. Microbial Dis.， Osaka Univ.) 

57 -2 Regulatory roles of protein tyrosine phosphatases in Ca2+・dependentneurotransmitter 

release from neuronal cells. 

OMakoto ltakura1， Saori Yamamori1， Hiroshi OhnishF， Masami Takahashi1.3 

(1Dept. Biochem. Sch. Med.， Kitasato Univ.， 2Biosignal Research Center Inst. Molecular 

and Cellular Regulation， Gunma Univ.， 3CREST， JST) 

57-3 Modulation of the NMDA receptor by a protein tyrosine kinase and P5D・95

OMakoto lnui 

(Dept. Phannacol.， Yamaguchi Univ. Sch. Med.) 

57・4 Positive and negative regulations of synaptic function by receptor tyrosine kinases. 

ONobuyuki Takei， Hisaaki Namba， Mako Narisawa-Saito， Tadasato Nagano， Hiroyuki 

Nawa 

(Dept. Mol. Neurobiol.， Brain Res. lnst.， Niigata Univ.) 

57・5 Roles of tyrosine kinase subfamily ErbB receptor on synapses 

。MiwakoOzaki. Tsutomu Hashikawa 
(Lab. Neural Archi.， BSI， RIKEN) 
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July 18 (Thu.) 14: 30-17: 00 RoomD 

88 Glial function and neurodegeneration: Possible 
therapeutic targets of neurodegenerative disorders 

Chairpersons : Shun Shimohama (Kyoto Univ. Grad. Sch Med.) 

Yoshihisa Kitamura (Kyoto Pharmaceutical Univ.) 

Hiroko 8aba σokyo Univ. Pharmacy) 

88-1 Glia in development， function， degeneration and regeneration of the nervous system 
OShun Shimohama 

(Dept. Neurol.， Grad. Sch. Med.， Kyoto Univ.) 

88・2 Unique responses of astrocytes to Alzheimer's amyloid s protein 
OKazuho Abe， Miwa Misawa 

(Dept. Pharmacol.， Sch. Pharm.， Hoshi Univ.) 

88-3 Regulation of amyloid-s clearance in microglia 
OYoshihisa Kitamura， Jun-ichi Kakimura， Takashi Taniguchi 

(Dept. Neurobiol.， Kyoto Pharm. Univ.) 

88・4 Therapeutic application of glia-neuron interaction on neurodegeneration 

o Keiji Wada1， Takayuki Harada1， Chikako Harada1， Yu-Lai Wang1， Mami Noda2， 

Hitoshi Osaka1.3 

(1Dept. Degene. Neurol. Dis.， Natl. Inst. Neurosci. NCNP， 2Lab. Pathophysiol. Grad. 

Sch. Pharm. Sci.， Kyushu Univ.， 3PRESTO， JST) 

88-5 Reg family; new members of neuron-8chwann cell mediator during nerve regneration. 

OKazuhiko Namikawa， Munehisa Fukushima， Koichi Murakami. Hiroshi Kiyama 

(Dept. Anatomy， Osaka City Univ.， Grad. Sch. Med.) 

88・6 Changes ofaxonal protein organization under abnormal myelin conditions 

OHiroko saba 

(Dept. Mol. Neurobiol.， Tokyo Univ. Pharm. Life Sci.) 
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July 19 (Fri.) 9 : 00 -11 : 30 RoomB 

89 Disturbance of mRNA factory in neurological diseases 

Chairpersons: Kazunori Imaizumi (Nara Inst. Sci. Technology) 
Haruhiko Shiomi (Univ. Tokushima Inst. Genome Res.) 

59・1 A circadian output in Drosophila mediated by fragile X mental retardation gene 

Shunsuke Ben Inoue1， Masami Shimoda2， Izumi NishinokubP， Mikiko Chihara SiomP， 

Norio Ishida3，4，5， oHaruhiko Shiomj1 

(1Inst. Genome Res.， Univ. Tokushima， 2Nat. Inst. Agrobiol. Sci.， 3Clock Cell Biol.， Nat. 

Inst. AIST.， 4Dept. Biomole. Engineering.， To防oInst. Tech.， 5Cent. Interdis. Res.) 

59・2 The mutations in the neural sex-determinant gene fruitless in Drosophila enhances 

male-to-male courtship 

ODaisuke Yam創noto

(Sch. Human Sci.， Waseda Univ.) 

59-3 Ribosomal protein L38 is essential for early embryogenesis and neural tube formation 

of mice 

びfoshihikoShiroishi 

(Mammalian Genet. Lab.， Genet. Strains Res. Center， Natl. Inst. Genet.) 

59-4 The RNA-binding protein causes aberrant splicing of presenilin・2pre-mRNA in 

sporadic Alzheimer's disease 

。faiichiKatayama1，3， Takayuki Manabel.3， Shinsuke Matsuzakj1，3， Kazunori Imaizumj2.3， 
Masaya Tohyama1.3 

(1Dept. Anat. Neurosci.， Osaka Univ. Grad. Sch. Med.， 2Div. Structural Cell Biol.， Nara 

Inst. Sci. Tech. (NAISD， 3CREST JST) 

59・5 Aberrant mRNA splicing in neurodegenerative dぉorders

OKazunori Imaizumi 

(Div. Structural Cell Biol.， Nara Inst. Sci.&Tech. (NAISD) 
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July 19 (Fri.) 9 : 00 -11 : 30 RoomC 

S 1 0 Proteoglycans and Neural Function 

Chairpersons : Nobuaki Maedaσokyo Metropolitan Inst.， Neuroscience) 

Oohira Atsuhiko (Aichi Pref. Colony) 

810・1 Expression and possible function of versicanIBral1 complex at the nodes of Ranvier in 

the CN8 

Ofoshit品mOohashi

(Dept. Mol. Biol.&Biochem.， Grad. Sch. Med. Dent.， Okayama Univ.) 

810・2 8ignal transduction of PTP <{ and morphogenesis of Purkinje cells 

ONobuaki Maeda1， Masahiko Tanaka2 

(1Dept. Dev. Neurosci.， Tokyo. Metro. Inst. Neurosci.， 2lnst. Compre. Med. Sci.， Fujita 

Health Univ.) 

810・3 8ignal Transduction of Phosphacan via TAG-1/Lyn in Lipid Rafts 

OKohji Kasahara， Yutaka Sanai 

(Tokyo Metro.， Inst.， Med.， Sci.) 

810・4 8tructure and expression pattern of neuroglycan C， a brain-specific transmembrane 

chondroitin sulfate proteoglycan， in the developing brain 

oSachiko Aono， Yoshihito Tokita. Shinobu Yamauchi. Takuya Shuo. Atsuhiko Oohira 

(Dept. Perinatol.， Inst. Dev. Res.， Aichi Human Service Ctr.) 

810・5 8pecific heparan sulfate structures involved in retinal axon targeting 

o Atsushi Irie 

(Dep. Biochem. Cell Res.， Tokyo Metropolitan Inst. Med. Sci.) 
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July 19 (Fri.) 9 : 00 -11 : 30 RoomD 

S 1 1 Neurohumoral-Immune Crosstalk 

Chairperson : Kouichirou Kawashima (Kyoritsu College Pharmacy) 

Yasunobu Okuma (Hokkaido Univ.， Grad. Sch. Pharm. Sci.) 

511-1 8rain cytokine expression mediated by the vagus nerve and leptin 

OYasunobu Okuma， Toru Hosoi， Yasuyuki Nomura 

(Dept. Pharmaco1.， Grad. Sch. Pharm. Sci.， Hokkaido Univ.) 

511・2 Functional regulation of primary afferent neurons by interleukin-1 s 
ONorimitsu Morioka1， Atsuko Inoue2， Yoshihiro Nakata2 

(1Dept. Dental Pharmaco1.， Grad. Sch. Biomed. Sci.， Hiroshima Univ.， 2Dept. Pharmaco1.， 

Grad. Sch. Biomed. Sci.， Hiroshima Univ.) 

511・3 Mechanism by which endogenous glucocorticoid controls Iymphocyte trafficking 

ORyoichi Nagatomi 

(Dept. Med. Sci. Sports & Exerc.， Tohoku Univ. Grad. Sch. Med.) 

511・4 Presence and involvement of non-neuronal Iymphoid cholinergic system in regulation 

of immune function 

αrakeshi Fujii， Koichiro Kawashima 

(Dept. Pharmaco1.， Kyoritsu Co1. Pharmacy) 

511・5 The effects of nicotine on Th1/Th2 balance in murine model of both Th1・ andTh2・

mediated inflammatory bowel disease 

OYuhji Murata1， Jugoh Itoh2 

(1Dept. Gastroentero1.， Aomori Gen. Hosp.， 2First Dept. lnt. Med.， Hirosaki Univ.) 
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Mini Symposium 

July 17 (Wed.) 9:00・11:30 RoomB 

MS 1 From Cell Morphology and Polarity to Neural Morphogenesis 

Chairpersons: Nobuyuki Fukushima (Hokkaidou Univ. Grad. Sch. Med) 

Yoshio Goshima (Yokohama City Univ. Sch. Med.) 

Tomoko Tashiro (Aoyama-gakuin Univ.) 

MS1-1 Reelin signaling and Cdk5 in the control of neuronal positioning 

(P02・E-68)αroshioOhshima1， Masaharu Ogawa2， Katsuhiko Mikoshiba1 

(1Lab. for Developmenta1 Neurobiol.， 2Lab. for Cell Culture Development， BSI，悶KEN)
MS1・2 CRMP-2 and axon formation 

(P02・F・32)oYuko Fukata， Kozo Kaibuchi 

(Dept. Cel1 Pharmacol. Grad. Sch. Med.， Nagoya Univ.) 
MS1・3 Dynamic morphological changes of migrating neurons during the cortical development 

(P02・F・29)oHidenori Tabata1， Kazunori Nakajima1•2 

(lDept. Mol. Neurobiol.， Inst. DNA Med.， Jike Univ. Sch. Med.， 2PRESfO， JSf) 
MS1-4 Lysophospolipid signaling in the regulation of neuronal morphology and motility 

(P02・E-47)ONobuyuki Fukushima 

(Dept. Biochem. Grad. Sch. Med.， Hokkaido Univ.) 
MS1・5 A role of semaphorin in newronal network formation in cerebral cortex 

(P02・E-46)oYoshio Goshima， Yukio sa鈎 ki
(Dept. Pharmacol. Yokohama City Univ. Sch. of Med.) 

MS1-6 The roles of WAVEs in filopodia formation at NG108 growth cones 

(P02・E・45)OShigeaki Miyamoto1， Moωhiro NozumP， Hiroyuki Nakagawa1， Hiroaki Miki2， Tadaomi Takenawa2 

(1Dept. Biochem. Eng.， Kyushu Inst. Tech.， 2Dept. Biochem.， Inst. Med. Sci.， Univ. ofTokyo) 
MS1・7 Neurite outgrowth effects of withanolide A， withanoside IV and withanoside VI in A s 25・35
(P02・F・27)induced atrophy of neurites 

αromoharu Kuboyama， Chihiro Tohda， Katsuko Komatsu 

(Res.C仕.Ethnomed.， Inst. of Natural Med.， Toyama Med. & Pharm. Univ.) 
MS1・8 Expression of tau isoforms containing exon2 and 3 during synaptogenesis in vivo and in vitro 

(P02・F・28)oChikara Kitamura， Yuta Wakayama， Masaki Masuno， Miyuki Noro， Tomoko Tashiro 

(Dept. Biochemis甘y，Coll. Science and Engineering， Aoyama-gakuin Univ.) 

July 17 (Wed.) 9:00・10:15 RoomC 

MS2 Neuronal Cell Death 

Chairpersons : Akio Wanaka (Nara Med. Univ.) 

Hiroshi Kiyama (Osaka City Univ.， Sch. Med.) 

MS2・ Transcriptionfactors induced in cultured cortical neurons by beta amyloid peptide 

(P01・F・30)oYoko Uchida， Fujiya Gomi 

(Dept. Neuropathol.， TMIG) 
MS2・2 Activity-dependent expression of alivin 1 and its involvement in the survival of cerebellar granule 

(P01・F・32)neurons 

。romioOno1•2, Naoko Suzuki1， Yoshiaki Ki地awa2，Hiromichi Y onekawa2， Seiichi Kawashin】a1

(1Dept. Mol. Biol.， Tokyo Metro. Inst. Med. Sci.， 2Dept. Lab. Animal Sci.， Tokyo Me甘o.Inst. Med. Sci.) 
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MS2・3 Induction of differential responses in neurons and astrocytes by A s protein and non-A s 
(P01・F・4) component (NAC) of Alzheimer's disease amyloid through generation of reactive oxygen species 

and activation of NF-κB 

MS2・4

(P01・F・2)

OSeigo Tanaka， Masanori Takehashi， Kunihiro Ueda 

(Lab. Mol. Clin. Chem.， Instit. Chem. Res.， Kyoto Univ.) 
Niemann-Pick C1 deficiency reduces the levels of cholesterol in detergent insoluble， low-density 
membrane domains leading to activation!l'Of MAP kinase pathway and increased phosphorylation of 

包u

。Nω'yaSawamura1人Jian-ShengGong1， 1lt-Yuan Chang3， Katsuhiko Yanagisawa1， Makoto Michikawa1 
(1 Dept. Dementia Res.， NILS， 2JSPS， 3ttept. Biochemis同r.Dartmouth Med. Sch.) 

July 17 (Wed.) 10:15・11:30

MS3 Neurqtrophic Factor 

Chairpersons : Ken Takatlatsu (Toho Univ. Sch. Med.) 

Shoei Fu.....kawa (Gifu Pharm. Univ.) 

RoomC 

MS3・ Mechanismsof仙 zole-inducedbrain-de伽剖neu附 rophicfactor synthesis in the rat hippocampus 
(P02・F・14)oRitsuko Katoh-Semba， Kanefusa Kato 

(Inst. Dev. Res. Aichi Human Service C 

MS 臼 b 附 e 叫 es a rapi同dgω仰似h川lut凶』比tam鵡 re 凶hドM刊t廿山h】lrO剛o飢ugha 山 ation吋oft 
(P02-F-15) cortical neurons. 

OTadahiro Numakawaは DaisakuYokltmaku1人 KazuyukiKiyosue2， Naoki AdachP， Tomoya 

Matsumoto1人 YumikoNumakawa1•2, Takl~hisa Taguchi2， Hiroshi Hatanaka1， Masashi Yamada1 

(1Div. Protein Biosynthesis， Inst. Protei# Res.， Osaka Univ.， 2Neuronics RG. Div. Human Life Tech. 

Natl. Inst. Advanced Industria1 Sci. Tech~ (AIST)， 3aJSPS Postdoctoral Fe]]ow) 
MS3・3 Change of the expression of glial cell lire-derived neurotrophic factor (GDNF) in the rat sciatic 

(P02・F・16)nerve after its transection 

OYoshihisa Yamada1， Atsumi Ni回 2 Kat~ji Shimizul， Shoei Furukawa2 

(1Dept. ofOrthop. Surg.，Gifu Univ. Sch. Med.， 2Lab. ofMol. biol.， G泊1Pharm. Univ.) 
MS3・4 Interactions between necdin and E2F1 in terminal differentiation and survival of sensory neurons 

(P02・F・2) oRisaTak包 aki，Taichi Uetsuki， Hideo Taniura， Kazuaki Y osikawa 

(Div. Regulation ofMaα'Omolecular Functions Inst. Protein Res. Osaka Univ.) 

July 18σhu.) 9:00・11:30 RoomB 

MS4 Neurodegenerative Diseases 

Chairpersons: Katsuhiko Yanagisawa (Natl. Inst. Longevity Scし)
Masaya Tohyama (Osaka Univ. Grad. Sch. Med.) 

MS4-1 Behavioral abnormality in tail suspension test in MPTP-treated mice model of Parkinson's 

(P01-F・20)disease 

OAtsushi Mori1•2, Mas創凶NakaP，Yasuhide Mitsumoto1， Tetsuji Moriizumi2 
(ISecond Institute of New Drug Discovery， Otsuka Pharmaceutical Co.， Ltd.， 22nd Dep. of Anatomy， 

Shinshu University School of Medicine) 
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MS4・2 Role of oxidative protein in neuronal cell death of Parkinson's disease. 

(P01・F・16)oWakako Maruyama1， Masayo Shamoto-NagaP， Masashi Tanaka2， Makoto NaoP 

(1 Lab. Biochem. Metabol. Dept. Basic Gerontol. NILS， 2Gifu Intemational Biotechnol.， 3Dept. Brain 
Sci. Instit. Appl. Biochem.) 

MS4・3 Mechanism of neuroprotection by propargylamines 

(P01・F・17)oMakoto NaoP， Wakako Maruyama2， Yukihiro Aka03， Hong YP， Yoshihide Tsujimot04 

(1 Dept. Brain Sci. Instit. Appl. Biochem.， 2Lab. Biochem. Metabol. Dept. Basic Gerontol. NILS， 3G凶1

Intemational Biotechnol.， 4Lab. Mol. Genetics阻 dCREST ofJST， Osaka Univ. Grad. Sch. Med.) 

MS4・4 Activation of CREB-dependent transcription system suppresses expanded polyglutamine 

(P01・F・28)induced cytotoxicity. 

OMitsuteru Shimohata， Takayoshi Shimohata， Shuichi Igarashi， Satoshi Naruse， Shoji Tsuji 
(Dept.Neurol， Brain Res. Ins， Niigata Univ，) 

MS4・5 Functional analysis of the putative transcription factors for the human Huntington's disease gene 
(P01・F・19)OKazunori Tanaka1.2， Junko Shouguchi-Miyata2， Natsuki Miyamot01， Joh-E Ikeda1.2 

(1S0RST， Japan Science and Technology Corporation GST)， 2Dept. Mol. Neurosci.， Inst. Med. Sci.， 
Tokai Univ. Sch. Med.) 

MS4耐6 ALS2 gene accounting for amyotrophic lateral sclerosis 2 encodes multi guanine exchanging 

(P01・F-18)factor (GE町domainsacting for small GTPases 

。'Joh-E Ikeda， Asako Otomo， Ryota Kunita， Eri Y oshida， Shinji Hadano， Hitoshi Osuga 
(SORST/JST， Dept. Mol. Neurosci.， Inst. Med. Sci.， Tokai Univ. Sch. Med.) 

MS4・7 Short-term memory impairment in juvenile stroke-prone spontaneously hypertensive rats， an animal 
(P01・E・60)model of attention-deficitJhyperactivity disorder， is improved by cholinergic intervention. 

OHiroko TogashP， Ken-ichi Uen01， Machiko Matsumot01， Hideya Sait02， Mitsuhiro Yoshioka1 

(1Dept. Pharmacol.， Hokkaido Univ. Grad. Sch. Med.， 2Dept. Basic Sci. Japan Red Cross Hokkaido 
College Nursing) 

MS4・8 Activation of Fo欣h田 dtranscription factor following transient forebrain ischemia in gerbil hippocampus 

(P01・F・39)OKohji Fukunaga1， Takayuki Kawan01.2， Yukitaka Ushi02， Eishichi Miyamot01 

(1Dept. Pharmacol. Kumamoto Univ. Sch. Med， 2Dept. Neurosurgery Kumamoto Univ. Sch. Med) 

July 18 (Thu.) 9:00・10:15 RoomC 

MS5 Neurotransmitters 

Chairpersons: Kounosuke Kumakura (Sophia Univ.， Life Sci. Inst.) 
Masahiko Nomura (Saitama Med. Sch.) 

MS5・ Characterizationof D-serine-regulated genes in rat cerebral cortex 

(P01・E・33)oNaoki Yamamot01， Hideto Tsuchida1， Asami Umin01， Dai Shimazu1.2， Shinichiro Sakurap.2， Go 

Taniguchp，2， Toru Nishikawa1，2 

(1Dept. Mental Disorder Res.， Natl. Inst. Neurosci.， NCNP， 2Section of Psychiatry and Behavioral 

Sci.， Tokyo Med. Dent. Univ. Grad. Sch.) 
MS5・2 Biochemical properties and pa吋ialpurification of pChAT， a novel splice variant of choline 
(P01・E-34)acetyltransferase. 

。Jean-Pierre Bellier， Yoshinari Aimi， Masami Park， Tadashi Hisano， Petra Minnasch， Akinori 
Matsuo， OsamuYasuhara， IkuoTooyama， HiroshiKimura 

(Mol. Neurosci. Res. Center， Shiga Univ. Med. Sci.) 
MS5・3 Behavioral and neurochemical changes by repetitive transcranial magnetic stimulation: focused 

(P01・E-42)on anxiolytic properties during exposure to the elevated plus-maze test 

OManabu Kann01， Machiko Matsumot02， Hiroko Togashi2， Mitsuhiro Yoshioka2， Yukio M阻 01

(1Dept. Rehabilitation Med. Grad. Sch. Med.， Hokkaido Univ.， 2Dept. Pharmacol. Grad. Sch. Med.， 

Hokkaido Univ.) 
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MS5・4 Stimulation of phospholipase A2. activity by anandamide in PC12 cells 

(P01・E-41)oAkiyoshi Someya， S:刊 njiHorie， Toshihiko Murayama 

(Lab. Chem. Pharmacol.， Grad. Sch. Pharm. Sci.， Chiba Univ.) 

July 18 (Thu.) 10:15・11:30 RoomC 

MS6 Signal Transduction 

Chairpersons : Toshihiko Murayama (Chiba Univ.， Faculty Pharmaceutical Sci.) 
Shigeto Yamawaki (Hiroshima Univ. Faculty Med.) 

MS6・ Neurospheresisolated from hippocampus of adult mice 

(P01-E-2) びfomoya阻tayama，Masanori Yoneyama， Yukio Yoneda 

(D叩t.Mol. Pharmacol.， kanazawa Univ. Facul. Pharm. Sci.) 

MS6・2 Functional characterization of gabapentin transport and its interaction with voltage咽gatedCa2+ 

(P01・E・1) channel in human primarily cultured astrocytes 

OTakuya Fujita1， Satoru Yamanaka1， Kenji Shinomiya1， Miyuki Wada1， Miyuki FukuP， Akira 

Yamamoto1， Michiko Oka2 

(lDept. Biochem. Pharmacol.， Kyoto Pharmaceutical Univ.， 2Nippon Shinyaku Co.， Ltd.) 
MS6・3 M5 muscarinic receptors mediate the vasodilator actions of acetylcholine in cerebral arterioles 

(P01・E・4) and arteries. 

。YamadaMasahisa1， Noguchi Takanori2， Lamping G Kathryn3， Dutlaroy Alokesh4， Zhang Weilie4， 
Faraci M Frank3， Ogawa Masah訂u1，WessJugen4 

(1Lab. Cell Culture Develop.， RIKEN Brain Sci. Inst.， 2Lab. Behavioral Genetics， RIKEN Brain Sci. 

Inst.， 3Dept. Intemal Med. Pharmacol.， Cardiovascular Center， Univ. Iowa， 4Lab. Bioorganic Chem.， 

Natl. Inst. Diabetes and Digestive and悶dneyDiseases) 

MS6・4 A novel human HRD1 involved in ER-associated degradation is induced by unfolded protein 

(P02・E・26)response and protects from ER stress-induced cell death via its ubiquitin ligase activity 

OMasayuki Kaneko， Masataro Ishiguro， Y oshifumi Niinuma， Yasuyuki N omura 
(Dept. Pharmacol.， Grad. Sch. Pharm. Sci.， Hokkaido Univ.) 
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Poster 

Receptors and Transporters 

P01・E・1 Functional characterization of gabapentin transport and its interaction with voltage-

(MS6・2) gated Ca2+ channel in human primarily cultured astrocytes 

CYfakuya Fujita1， Satoru Yamanaka1， Kenji Shinomiya1， Miyuki Wada1， Miyuki Fukui1， 
Akira Yamamoto1， Michiko Oka2 

(1Dept. Biochem. Pharmacol.， Kyoto Pharmaceutical Univ.， 2Nippon Shinyaku Co.， Ltd.) 

P01・E・2 Neurospheres isolated from hippocampus of adult mice 

(MS6-1) CYfomoya Kitayama， Masanori Yoneyama， Yukio Yoneda 
(Dept. Mol. Pharmacol.， Kanazawa Univ. Facul. Pharm. Sci.) 

P01・E・3 Functional expression of GABAs receptors in cultured calvarial osteoblasts 

OSayumi Fujimori， Eiichi Hinoi， Yukio Yoneda 

(Dept. Mol. Pharmacol.， Kanazawa Univ. Pharm. Sci.) 

P01・E・4 M5 muscarinic receptors mediate the vasodilator actions of acetylcholine in cerebral 

(MS6・3) arterioles and arteries. 

oYamada Masahisa1， Noguchi TakanorF， Lamping G Kathryn3， Duttaroy Alokesh4， 

Zhang Weilie4， Faraci M Frank3， Ogawa Masaharu1， Wess Jugen4 

(1Lab. Cel1 Culture Develop.， RIKEN Brain Sci. Inst.， 2Lab. Behavioral Genet.， RIKEN 

Brain Sci. Inst.， 3Dept. Internal Med. Pharmacol.， Cardiovascular Cent.， Univ. Iowa， 

4Lab. Bioorganic Chem.， Natl. Inst. Diabetes and Digestive and Kidney Diseases) 

P01・E-5 Expression pa枕ernof oncostatin M receptor s in the murine central nervous system 
OShinobu Tamura1， Yoshihiro Morikawa1， Minoru Tanaka2， Atsushi Miyajima2， Emiko 

Senba1 

(1Dept. Anat. & Neurobiol.， Wakayama Med. Sch.， 2Lab. Cell. Biosyn.， Inst. Mol. Cel1. 

Biosci.， Tokyo Univ.) 

P01・E-6 Involvement of mitochondria in Ca2+ response to ATP in PC12 cells 

Kouji Maruyama， Toshio Ohta， OShigeo Ito 

(Lab. Pharmacol.， Grad. Sch. Vet. Med.， Hokkaido Univ.) 

P01・E・7 Comparison of the effects of PSD-95 and MALS・2on the channel activity of the 

NR1/NR2B・subtypeNMDA receptor 

OTakashi Iwamotol，2， Yasue Yamada1， Takamasa Oda1， Yoshifumi Watanabe2， Kenji 

Sobue3， Makoto Inui1 

(1Dept. Pharmacol. Sch. Med.，Yamaguchi Univ.， 2Dept. Neuropsychiat. Sch. Med.， 

Yamaguchi Univ.， 3Dept. Neurochem. & Neuropharmacol. Grad. Sch.， Med.， Osaka Univ.) 
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P01・E・8 Accumulation of [3H]L-serine iin rat brain synaptosomal fractions 

。TakeshiTakarada， V1adimir J. Balcar. Katsuhiro Baba， Akiko Takamoto， Yukio 
Yoneda 

(Dept. Mol. Pharmacol.， Kanazawa Univ. Pharm. Sci.) 

P01・E・9 Functional heteromeric NMDA recepto隠 expressedin cultured rat calvarial osteoblasts 

OYukio Yoneda， Eiichi Hinoi， Sayumi Fujimori 

(Dept. Mol. pharmacol.， Kanazawa Univ. Pharm. Sci.) 

P01・E・10Functional metabotropic glutamate recetor group m subtype expressed in primary 
culures of rat calvarial osteoblasts 

。MakiInoue， Eiichi Hinoi， Sayumi Fujimori， Akihiro Takemori， Yukio Yoneda 
(Dept. Mol. Pharmacol.， Kanazawa Univ. Pharm. Sci.) 

P01 ・E・11Regulation of dopamine D2・・receptormediated endocytosis by endophilin・3in the 

olfactory glomeruli. 

OHiroko Sugiura1， Ken Iwata2， Masato Matsuoka3， Masao Norita3， Takashi Yamauchi4， 

Masumi Ichikawa5， Tatsuya Haga2， Kanato Yamagata1 

(1Dept. Neuropharm.， Tokyo Metropol. Inst. Neurosci.， 2Inst. Biomolecul. Sci.， Facul. 

Sci.， Gakushuin Univ.， 3Neurobiol. & Anat.， Niigata Univ. Grad. Sch. Med. & Den.， 

4Dept. Biochem.， Grad. Sch. Pharm.， Tokushima Univ.， 5Dept. Develop. Morphol.， Tokyo 

Metropol. Inst. Neurosci.) 

P01・E-12Expression of dominant negative isoform of rat norepinephrine transporter 

OShigeo Kitayama1， Kei KumagaF， Katsuya Morita2， Toshihiro DohF 

( lDept. Dent. Pharmacol.， Okayama Univ. Grad. Sch. Med. Dent.， 2Dept. Dent. 

Pharmacol.， Hiroshima Univ. Grad. Sch. Biomed. Sci.) 

P01・E・13Effects of atypical antipsychotics on 5・HT1Areceptor-mediated [3sS]GTP y S binding in 

native brain membranes 

OYuji Odagaki， Toshio Yamauchi 

(Dept. Neuro-psychiat吋 SaitamaMed. Sch.) 

P01・E・14Delphilin: a novel PDZ protein that synaptically colocalizes and interacts with 

glutamate receptor o 2 

OSusumu Kawamotol， Yohei MiyagF， Tetsuji Yamashita1， Masahiro Fukaya3， Tomoko 

Sonoda1， Toshiaki Okuno4， Kazuyuki Yamada3， Masahiko Watanabe3， Kenji Okuda1， 

Masayoshi Mishina4 

( lYokohama City Univ.， 2Kanagawa Cancer Center， 3Hokkaido Univ.， 4Univ. 

Tokyo/CREST) 

P01・E・15Molecular cloning of human p40BBP and its distribution in human brain 

。rokikoHama， Yukiko Honda 
(Mitsubishi Kagaku Inst. of Life Sci.) 
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P01・E・16Expression of ASCT2 neutral amino acid transpoはerin cultured astrocytes and 

neurons 

OShigeki Furuya1， Yoko Shinoda1， Syogo Endo2，百lOmasLauney2， Kazuyuki Yoshida1，3， 

Masahiko Watanabe4， J戸myaMitoma5， Yoshio Hirabayashi1 

(1Neuronal Circuit Mech. Res. G.， RlKEN BSI， 2Lab. for Memory and Leaming， RlKEN 

BSI， 3United Grad. Sch. Agri. Sci.， Tokyo Univ. Agri. Tech.， 4Dept. Anatomy. Hokkaido 

Univ. Med. Sch.， 5Glycobiology Program，百leBumham Inst.) 

P01・E-17Expression of dopamine transpoはerin striatal astrocytes of parkinsonian rats 

OMasato Asanuma， Ikuko Miyazaki， Youichirou Higashi， Norio Ogawa 

(Dept. Brain Sci.， Grad. Sch. Med. & Dent.， Okayama Univ.) 

P01・E・18Differential regulation of aquaporin 5 and 9 expression in astrocytes by protein kinase A 

OKazuya Sobue1， Naoki Yamamoto2， Masaaki InagakP， Hiroaki ltho1， Yoshihito Fujita1， 

Hirotada Katsuya1， Kiyofumi Asai2 

(1Dept. Anesthesiol. Med. Crisis Management， Nagoya City Univ. Grad. Sch. Med. Sci.， 

2Dept. Mol. Neurobiol.， Nagoya City Univ. Grad. Sch. Med. Sci.) 

P01・E-19Dopamine-uptaking prope同Yof astrocytes via dopamine transpo同er

。IkukoMiyazaki， MasatoAsanuma， Youichirou Higashi， Norio Ogawa 
(Dept. Brain Sci.， Grad. Sch. Med. & Dent.， Okayama Univ.) 

P01・E・20Critical regions for inositol 1 ，4，5・trisphosphatereceptor gating 

o Keiko Uchida1，2，3， Hiroshi MiyauchP， Teiichi Furuichi4， Takayuki Michikawa1.5， 

Katsuhiko Mikoshiba 1.2，5 

(1Dept. Basic Med. Sci.， Div. Mol. Neurobiol.， Inst. Med. Sci.， Univ. Tokyo， 2Lab. Dev. 

Neurobiol.， BSI， RlKEN， 3Dept. Pediatrics， KEIO Univ. Sch. Med.， 4Lab. Mol. 

Neurogenesis， BSI， RlKEN， 5Ca1cium Oscillation Project， ICORP， JST) 

P01-E・21Conformational changes in inositol 1 ，4，5・trisphosphatereceptor regulated by calcium 

OKozo Hamada1， Katsuhiko Mikoshiba1，2，3 

(1Lab. Dev. Neurobiol.， BSI，阻KEN，2Div. Mol. Neurobiol.， Inst. Med. Sci.， Tokyo Univ. ， 

3ICORP， JST) 

P01・E・22Agonist-specific translocation ofμ ・opioidreceptor and protein kinase C in living cells 

OAkira Yoshida1， Makoto Inoue1， Naoaki Saito2， Hiroshi Ueda1 

(lDept. Mol. Pharmacol. Nagasaki Uni. Sch. Pharmac. Sci.， 2Lab. Mol. Pharmacol. 

Biosignal Res. Cent.， Kobe Univ.) 

P01・E・23Tissue expression and identification of coding single nucleotide polymorphisms 

(cSNP) in human T2R receptors. 

UTal王ashiUeda1， Shinya Ugawa1， Yusuke Ishida2， Yasuhiro Shibata1， Shingo MurakamF， 

Shoichi Shimada1 

(1Dept. Mol. Morphol. Grad. Sch. Med. Sci.， Nagoya City Univ.， 2Dept. Otolaryngol.， 

Nagoya City Univ.) 
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POl・E・24Developmental expression pa抗ernof TROY in mouse central nervous system 

。TomokoHisaoka1， Yoshihiro Morikawa1， Toshio Kitamura2， Emiko Senba1 
(1Dept. Anat. & Neurobiol.， Wakayama Med. Sch.， 2Div. Cell.百lera.，Advan. Clin. Res. 

Cent.， Inst. Med. Sci.， Tokyo Univ.) 

POl・E-25Identification and characterization of molecules that interact with melanin-

concentrating hormone (MCH) receptor 1 

。YumikoSaito， Yuuki Kawamura， MitsueTetsuka， Li Yue， Kei Maruyama 
(Dept. Pharmacol. Saitama Med. Sch.) 

P01-E・26Coupling with ADP-ribosyl cyclase of group 111 metabotropic glutamate receptors in 

retina 

OHaruhiro Higashida1， Xiao-Liang Chen1， ]ia-Sheng Zhang1， Mami Noda2， Naoto Hoshil， 

Minako HashiP， Shigeru Yokoyama1 

(1Depart. Biophys. Kanazawa Univ Grad. Sch. Med.， 2Depart. Pathophysiol. Kyushu 

Univ. Grad. Sch. Pharm. Sci.) 

POl・E・27Hippocampalα2A -adrenergic receptors are involved in methamphetamine-induced 

ambulatory activity in mouse 

OMasahiro Nishio， Yasunari Kanda， Katsushige Mizuno， Yasuhiro Wawanabe 

(Dept. Pharmacol.， National Defense Med. Co1.) 

POl・E・28Regulation of P2X receptor by ubiquitin C-terminal hydrolase L 1 

OMami Noda1， Yoshiko KanahorP， Aki Shimada1， Shunsuke Aokj2.4， Yu-Lai Wang2， 

Hitoshi Osaka2，3， Keiji Wada2 

(1Lab. Pathophysiol. Grad. Sch. Pharm. Sic. Kyushu Univ.， 2Dept. Degene. Neurol. Dis.， 

Natl. Inst. Neurosci.， NCNP， 3pRESTO，]ST， 4JSPS) 

POl・E・29Protein kinase C regulates aquaporin expression in astrocytes 

ONaoki Yamamoto1， Kazuya Sobue2， Yoko KawaP， Yutaka Miura1， Hirotada Katsuya2， 

Kiyofumi AsaP 

(1Dept. Mol. Neurobiol.， Nagoya City Univ. Grad. Sch. Med. Sci.， 2Anesthesiol. Med. 

Crisis Management， Nagoya City Univ. Grad. Sch. Med. Sci.， 3Nagoya City Univ. Sch. 

Nursing) 

P01-E-30 cyclic AMP-induced up-regulation of Na七dependentvitamin C transpo同erin C6 

glioma 

OSatoru Yamanal王a1，Kohei MorP， Akira Yamanaka1， Michiko Oka2， Takuya Fujita1 

(1Dept. Biochem. Pharmacol.， Kyoto Pharmaceutical Univ.， 2Nippon Shinyaku Co.， Ltd.) 

POl ・・E-31Functional characterization of MPP+ uptake mediated by norepinephrine transporter in 

PC-12 cells 

OKenji Shinomiya， Satoru Yamanaka， Akira Yamamoto， Takuya Fujita 

(Dept. Biochem. Pharmacol.， Kyoto Pharmaceut. Univ.) 
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P01・E-32Intracellular dynamics of IP3 receptor as revealed by tagging with GFP 

OYoko TateishP， Mitsuharu HattorP， Tomohiro Nakayama1.2， Takeshi Nakamura4， 

Hiroko Bannap，3， Miwako IwaP， Keiko Uchida1.5， Takayuki Michikawa1，4， Takafumi 

Inoue1.4， Katsuhiko Mikoshiba1.3，4 

(1Div. Molecular Neurosccience， Inst. Med. Sci.， Univ. Tokyo.， 2Dept. Pediatrics， To匂o

Women's Med. Univ.， 3Lab. Dev. Neurosci.， BSI， RIKEN， 4Calcium Osci11ation project， 

ICORP， JST， 5Dept. Pediatrics， Keio Univ. Sch. Med.) 

Neurotransmitters and Modulators 
(Function， Release， Uptake and Metabolism) 

P01・E・33Characterization of D-serine-regulated genes in rat cerebral cortex 

(MS5・1) oNaoki Yamamoto1， Hideto Tsuchida1， Asami Umino1， Dai Shimazu1•2, Shinichiro 

Sakurai1久 GoTaniguchp.2， Toru Nishikawa1.2 

(1Dept. Mental Disorder Res.， Nat1. Inst. Neurosci.， NCNP， 2Sec. Psychiatry Behavioral 

Sci.， Tokyo Med. Dent. Univ. Grad. Sch.) 

P01・E・34Biochemical properties and paはialpurification of pChAT， a novel splice variant of 

(MS5・2) choline acetyltransferase. 

。Jean-PierreBellier， Yoshinari Aimi， Masami Park， Tadashi Hisano， Petra Minnasch， 
Akinori Matsuo， Osamu Yasuhara， Ikuo Tooyama， Hiroshi Kimura 

(Mo1. Neurosci. Res. Cent.， Shiga Univ. Med. Sci.) 

P01・E・35Suppressive effects of trihexyphenidyl on methamphetamine-induced dopamine 

release in the nucleus accumbens: Relevance to pharmacotherapy 

OK回u北iShimosato1， Satoru Watanabe1， Shigeo阻tayama2

(1Dept. Phaロnaco1.，Kawasaki Med. Sch.， 2Dept. Dent. Pharmaco1.， Okayama Univ. Grad. 

Sch. Med. Dentist.) 

P01・E・36Serotonergic signaling inhibits hyperalgesia induced by spinal cord damage 

OHideki Horiuchi， Tadanori Ogata， Tadao Morino， Haruyasu Yamamoto 

(Dept.Orthop.Surg.， Ehime Univ) 

P01・E・37Nicotine inhibits ERE binding via MAPK cascade in the hippocampus. 

OShozo KITO， Aki1王oS.SHINGO

(Hyogo Univ. Sch. Health Sci.) 

P01・E・38Functional interaction between GABAergic and DAergic system through the 

corticostriatal pathways 

OMachiko Matsumoto1， Hiroko TogashP， Manabu Kanno2， Satoshi OhashP， Ken-ichi 

Ueno1， Mitsuhiro Yoshioka1 

(lDept. Pharmacol.， Hokkaido Univ. Grad. Sch. Med.， 2Dept. Rehabilitation Med.， 

Hokkaido Univ. Grad. Sch. Med.) 
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P01・E・39Effect of different species of aluminum on glutamate-induced overexpression of PLC-5 

1 protein level in primary cultured rat cortical neurons 

oSadaki Fujimoto1， Kentaro Nishida1， Shun Shimohama2， Kazuki Nagasawa1 

(1Dept. Environ. Biochem.， Kyoto Pharm. Univ.， 2Dept. Neurol. Grad. Sch. Med.， Kyoto 

Univ.) 

P01・E-405HT-1 and 5HT-3 serotonin receptor subtypes regulate pain sensation in the spinal 

cord level: Normal and hyperalgesic animal model 

。fadanoriOgata， Hideki Horiuchi， Tadao Morino， Haruyasu Yamamoto 
(Dept. Orthopaedic Surg.， Ehime Univ. Sch. Med.) 

P01・E・41Stimulation of phospholipase A2 activity by anandamide in PC12 cells 

(MS5・4) 0 Akiyoshi Someya， Syunji Horie， Toshihiko Murayama 

(Lab. Chem. Pharmacol.， Grad. Sch. Pharm. Sci.， Chiba Univ.) 

P01・E・42Behavioral and neurochemical changes by repetitive transcranial magnetic 

(MS5・3) stimulation: focused on anxiolytic properties during exposure to the elevated plus-

maze test 

OManabu Kanno1， Machiko Matsumoto2， Hiroko Togashi2， Mitsuhiro Yoshioka2， Yukio 

Mano1 

(1Dept. Rehabilitation Med.， Grad. Sch. Med.， Hokkaido Univ.， 2Dept. Pharmacol. Grad. 

Sch. Med.， Hokkaido Univ.) 

P01・E-43The mutation of two amino acid residues of tyrosine hydroxylase dramatically 

enhances the ability of neuroendocrine AtT・20cells to synthesize L-DOPA 

o Akira Nakashima1， Yoko S Kaneko1， Keiji MorP， Kentaro Fujiwara2， Toshimitsu 

TSUgul， Takahiro Suzuki3， Toshiharu Nagatsu3， Akira Ota1 

(1Dept. Physiology， Sch. Med.， Fujita Health Univ.， 2Dept. Internal Med.， Sch. Med.， 

Fujita Health Univ.， 3Div. Mol. Genet.， Inst. Compr. Med. Sci.， Fujita Health Univ.) 

P01・E・44The expression of GTP cyclohydrolase I mRNA in murine locus coeruleus is enhanced 

by peripheral administration of lipopolysaccharide 

OYoko S. Kaneko1， Keiji MorP， Akira Nakashima1， Ikuko Nagatsu2， Akira Ota1 

(1Dept. Physiol.， Sch. Med.， Fujita Health Univ.， 2Dept. Anat.， Sch. Med.， Fujita Health 

Univ.) 

P01・E・45The effect of ophiobolin A， a novel calmodulin antagonist， on neurotransmitter release 

from rat cerebellar granule cells and PC12 cells 

OKosuke Ando1， Yoshihisa Kudo1， Masami TakahashF.3 

(lTokyo Univ. Pharmacy and Life Sci.， 2Dept. Biochem.， Kitasato Univ. Sch. Med.， 

3CREST jJST) 
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P01・E・46Effect of peripheral lipopolysaccharide administration on dopamine content in murine 

anterior olfactory nucleus 

OKeiji MorP， Yoko S kaneko1， Akira Nakashima1， Kentaro Fujiwara2， Ikuko Nagatsu3， 

AkiraOta1 

(1Dept. Physiol.， Fujita Health Univ. Sch. Med.， 2Dept. Internal Med.， Fujita Hea1th Univ. 

Hospital， 3F吋itaHealth Univ. Sch. Med.) 

P01・E・47Changes in substance P and its processing enzyme activity in rat dorsal root ganglia 

following sciatic nerve ligation 

ORyoko Nakajima1， Ken Tsuchida1， Toshiyuki Chikuma2， Takeshi Kato1 

(1Grad. Sch. Int. Sci.， Yokohama City Univ.， 2Dept. Hygien. Chem.， Showa Pharm. Univ.) 

P01・E・48Prenatal and lactational exposure of Bisphenol A to mice effects on monoaminergic 

neurons 

uToyoko Hiroi， Kazushi Okada， Takashi Yoneda， Yoshihiko Funae 
(Dept. Chem. Biol.， Osaka City Univ. Grad. Med. Sch.) 

Animal Models 

P01・E・49Functional abnormalities of the brain serotonergic system in PACAP-deficient mice 

o Norihito ShintanP， Kazuhiro Tanaka1， Chihiro KawaguchP， Hitoshi Hashimoto1， 

Toshio Matsuda2， Akemichi Baba1，3 

( lDept. Mol. Neuropharmacol.， Grad. Sch. Pharm. Sci.， Osaka Univ.， 2Dept. Med. 

Pharmacol. Grad. Sch. Pharm. Sci.， Osaka Univ.， 3Dept. Mol. Pharmacol. Grad. Sch. 

Med.， Osaka Univ.) 

P01・E・50Selective deficit of serotoninlA receptor-mediated regulation of cortical dopamine 

release in isolated mice 

。foshioMatsuda1， Yukio Agol， Masaki Sakaue2， Yutaka Koyama1， Akemichi Baba2 
(1Lab. Med. Pharmacol.， Grad. Sch. Pharm. Sci.， Osaka Univ.， 2Lab. Mol. Neuropharmacol.， 

Grad. Sch. Pharm. Sci.， Osaka Univ.) 

Neuroendocrine System 

P01・E・51Estrogen enhances depolarization-induced glutamate release through activation of 

phosphatidylinositol 3・kinasein cultured hippocampal neurons 

ODaisaku Yokomaku 1人 TadahiroNumakawa1幻 ，Yumiko Numakawa1， Naoki AdachP， 

Tomoya Matsumoto1，2， Satoru Yamagishi1，3， Chika Nishio1， Takahisa Taguchi2， Hiroshi 

Hatanaka1 

(IDept. Protein Biosynthesis， Inst. Protein Research， Osaka Univ.， 2Neuronics RG， 

Special Div. Human Life Tech.， AIST， 3Research Fellowships of the ]apan Society for the 

Promotion of Science) 
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P01・E-52Brainstem is a possible site of leptin's action in the brain 

ひforuKawagishi， Yasunobu Okuma， Toru Hosoi， Jun Tanaka， Yasuyuki Nomura 

(Dept. Pharmacol.， Grad. Sch. Pharm. Sci.， Hokkaido Univ.) 

lon Channels and Excitable Membranes 

P01・E・53Augmentation of T -type Ca2+ -current by Neuropeptide Y in NG1 08-15 cells 

OMasayoshi Okada， Ayumi Hasegawa， Hiroshi Higuchi 

(Div. Pharmacol.， Grad. Sch. Med. Sci.， Niigata Univ.) 

P01・E-54Acid-sensing ion channels ASIC1 a and ASIC3 are leading acid sensors expressed in 

polymodal nociceptors 

OShinya Ugawa， Takashi Ueda， Shoichi Shimada 

(Dept. Anat. II， Nagoya City Univ. Med. Sch.) 

Blood-Brain Barrier 

P01-E・55Transpoはmechanismof aluminum citrate across the blood-brain barrier 

OKazuki Nagasawa1， Shingo Itol， Ikumi Tamai2， Akira Tsujj3， Sadaki Fujimoto1 

(1Dept. Environ. Biochem.， Kyoto Pharm. Univ.， 2Fac. Pharm. Sci.， Tokyo Univ. Sci.， 

3Fac. Pharm. Sci.， Kanazawa Univ.) 

Autonomic Nervous System 

P01・E-56Autocrine/paracrine regulation of voltage-dependent calcium channels in adrenal 

chromaffin cells 

。foshioOhta， Takahiko Kai， Shigeo Ito 
(Lab. Pharmacol.， Grad. Sch. Vet. Med.， Hokkaido Univ.) 

Neuroimmunology 

P01・E・57Effect of central or peripherallL-1 s on hydroxyl radical and nitric oxide productions 
in the medial prefrontal cortex in conscious rats 

OYuta Ishizuka1， Yasushi Ishida1， Hiroshi Kannan2 

(1Dept. Psychiatry， Miyazaki Med. College， 2Dept. Physiolo幻T，Miyazaki Med. College) 
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Neurotoxicity 

P01-E-58 Disturbance of thyroid hormone-dependent synapse formation in cultured rat cortical 

neurons by environmental chemicals 

o Ritsuko Hosoda1.3， Midori Kato-NegishP， Kenji Nakayama2， Kazuyo Muramotol， 

Masahiro Kawahara1•3 • Yoichiro Kuroda1•3 

(1Dept. Mol. Cell. Neurobiol.， TMIN， 2Dept. Clin. Pathol.， Hokkaido Inst. Public Health， 

3CREST， ]ST) 

Psychiatric Diseases 

P01・E・59Neuronal toxicity of apoptotic injury induced by the long term treatment of typical and 

atypical antipsychotics 

OWataru Ukai， Hiroki Ozawa， Hiroshi Choei， Shingo Yamada， Rie Sakai， Masato 

Konno， Masaru Tateno， Megumi Yamamoto， Toshikazu Saito 

(Dept. Neuropsychiatry， Sapporo Med. Univ.) 

P01-E-60 Short-term memory impairment in juvenile stroke-prone spontaneously hype同ensive

(MS4・7) rats， an animal model of attention幽deficit/hyperactivitydisorder， is improved by 

cholinergic intervention. 

OHiroko TogashP， Ken-ichi Ueno1， Machiko Matsumoto1， Hideya Saito2， Mitsuhiro 

Yoshioka1 

(1Dept. Pharmacol.， Hokkaido Univ. Grad. Sch. Med.， 2Dept. Basic Sci.， ]apan Red Cross 

Hokkaido College Nursing) 

P01・E・61Eeffect of valproate on agonist-induced intracellular calcium mobilization in human 

platelets 

UTatsuyuki Akimoto， Katsuzi Suzuki， Yuki Sasaki， Ichiro Kusumi， Tukasa Koyama 

(Dept. Psychiatry.， Grad. Sch. Med.， Hokkaido Univ) 

Epilepsy 

P01・E・62Dissociative role of GABAB and GHB receptors inγ-butyrolactone induced absence 

epilepsy of developing rat brain 

OMasayuki Tanaka1， Noboru Takizawa1， Kazuhiro Mawatari2， Satoru Kato1 

(1Dept. Mol. Neurobiol.， Grad. Sch. Med， Kanazawa Univ.， 2Dept. Lab. Sci.， Fac. Med.， 

Kanazawa Univ.) 
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Cerebral Blood Flow and Metabolism 

P01・E・63Measurement of metabolic rates for glutamate and glutamine in occipito-parietal 

lobes of human brain by non-invasive 2T 13C-magnetic resonance spectroscopy C3C-
MRS) 

。TomoyukiKanamatsu1， Taisuke OtsukF， Kazuya Okamoto3， Hidehiro Watanabe3， 
Masaaki Umeda3， Yasuzo Tsukada1 
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(1Inst. Life Sci.， Soka Univ.， 2Dept. Neurosurgery， Musashi Hospital， Natl. Center of 

Neurology & Psychiatry， 3'foshiba Med. Systems Res. & Develop. Center) 

Sleep and Biological Rhythms 

P01・E・64Sleep-promoting system triggered by prostaglandin D2 is involved in the homeostatic 

control of NREM sleep after sleep deprivation. 

。YoshihiroUrade1，2， Naomi Eguchj1人 YukoKuwahat記入 Wei-MinQu1， Zhi-U Huang1， 
Osamu Hayaishj1 

(1Dept. Mol. Behav. Biol.， Osaka Biosci. Inst.， 2CREST， ]ST) 

P01・E・65Prostaglandin E2 activates histaminergic system via EP4 receptor to induce 

wakefulness in rats 

o Zhi-U Huang1， Takatoshi MochizukP， Tetsuya Okada1，2， Wei-Min Qu1， Atsushi 

YamatodanP， Yoshihiro Urade1.4， Osamu Hayaishi1 

(1Dept. Molec. Behav. Biol.， Osaka Biosci. Inst.， 2Dept. Med. Sci. III， Sch. Health Sport， 

Osaka Univ.， 3Dept. Med. Physics， Sch. Allied Health Sci" Osaka Univ.， 4CREST， ]pn. 

Sci. Tech. Corp.) 

P01・E・66Periodic nuclear/cytoplasmic shuttling of BMAL 1 in the central and peripheral clocks 

。feruyaTamaru1， Yasushi Isojima2， Ken Takamatsu1 
(1Dept. Physiol.， Toho Univ. Sch. of Med.， 22Div. Protein Metabolism， Inst. Protein Res.) 
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Dementia and Alzheimer's Disease 

P01・F-1 Effect of MK・801，an NMDA receptor antagonist， on BACE and EP24.15 in rat brain 
OMd. Mahiuddin Ahmed1， Masaru Yamamoto1， Toshiyuki Chikuma2， Takeshi Kato1 

(1Grad. Sch. Int. Sci.， Yokohama City Univ.， 2Dept. Hygien. Chem.， Showa Pharmaceut. 

Univ.) 

P01・F・2 Niemann-Pick C1 deficiency reduces the levels of cholesterol in detergent insoluble， 

(MS2・4) low-density membrane domains leading to activation of MAP kinase pathway and 

increased phosphorylation of tau 

ONaoya Sawamura1，2， ]ian-Sheng Gong1， Ta-Yuan Chang3， Katsuhiko Yanagisawa1， 

Makoto Michikawa1 

(1Dept. Dementia Res.， NILS， 2]SPS， 3Dept. Biochemistry. Dartmouth Med. Sch.) 

P01・F-3 p25 subunit， an activator of CDK5， induces intensive phosphorylation on 

Ser202/Thr205 residues of human tau40 in vitro. 

OMitsuko HashiguchF， Taro Saito2， Shin-ichi Hisanaga2， Toshio Hashiguchi1 

(1Dept. Physiol. Sch. Med.， Tokyo Med. Univ.， 2Dept. Biol. Sci. Grad. Sch. Sci.， Tokyo 

Met. Univ.) 

P01・F・4 Induction of differential responses in neurons and astrocytes by A s protein and non-
(MS2・3) A s component (NAC) of Alzheimer's disease amyloid through generation of reactive 

oxygen species and activation of NF-K B 

OSeigo Tanaka， Masanori Takehashi， Kunihiro Ueda 

(Lab. Mol. Clin. Chem.， Instit. Chem. Res.， Kyoto Univ.) 

P01-F・5 CD36， a member of class B scavenger receptor family， serve as s -amyloid receptor 
and its expression on primary rat microglia stimulated with interleukine-4 

OKohichi Kawahara， Makoto Kajizono， Hitoshi N akayama 

(Fac. Pharma. Sci.， Kumamoto Univ.) 

P01・F-6 A novel function of monomeric amyloid s -protein serving as an antioxidant molecule 
against metal-induced oxidative damage 

OKun Zou， ]ian-Sheng Gong， Katsuhiko Yanagisawa， Makoto Michikawa 

(Dept. Dementia Res.， Natl. Inst. 1ρngevity Sci.) 

P01-F・7 Isoform-dependent lipid release from astrocytes prepared from human apolipoprotein 

E3・andE4・knock-inmice 

。']ian-ShengGong1， Mariko KobayashF， Hideki Hayashi1， Kun Zou1， Naoya Sawamura1， 
Shinobu C Fujita2， Katsuhiko Yanagisawa1， Makoto Michikawa1 

(1Dept. Dementia Res.， Natl. Inst. 1ρngevity Sci.， 2Mitsubishi Kagaku Inst. Life Sci.) 
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P01-F-8 Effect of the high expression level of Rab1 A on A s generation 
o Hirohisa ShiraishP， Yuuki Kawamura2， Ryo SuzukP， Xiaorei Sai1， Katsuhiko 

Yanagisawa1， Hiroto Komano1 

(1Dept. Dementia Res.， NILS，泊ep.Pharmacol.， Saitama Med. Sch.) 

P01・F・9 Significance of glyceraldehyde-derived advanced glycation end-product (AGE-2) in 

Alzheimer's disease 

OMasayoshi TakeuchP， Nobuyuki SasakF， Takayuki WataP， Seiji KikuchP， Sho-ichi 

Yamagishi4， Zenji Makitが， Yukihiko Kameda1 

(1Dept. Biochemistry， Hokuriku Univ.， 2Dept. Neuropsychiatry， Sapporo Med. Univ.， 

3Dept. Neurology， Hokkaido Univ. Sch. Med.， 4Dept. Medicine， Kurume Univ. Sch. Med.) 

P01-F-10 Transfected mutant presenilin-1 affects intracellular trafficking in PC12D cell 

OFuyuki Kametani1， Hideaki Kume1， Hiroshi Mori2 

(1Dept. Mol. Neurobiol.， Tokyo Inst. Psychiatry， 2Dept. Neurosci.， Osaka City Univ. 

Med. Sch.) 

P01・F・11Analysis of the mechanism underlying Herp-mediated enhancement of the level of A s 
generation 

OXiaorei Sai1， Koichi Kokame2， Hirohisa ShiraishP， Ryo SuzukP， Toshiyuki Miyata2 ， 

katsuhiko Yanagisawa1， Hiroto Komano1 

(1Dept. Dementia Res.， Natl. Inst. Forlongevity Sci.， 2Natl.Cardiovasc.Ctr.Res.Inst.) 

P01・F・12Immunohistochemical study of ubiquitin and deposition of s -amyloid protein in old 
dog brain 

UTatsuki Itoh， Takao Satou， Yoshiyuki Hayashi， Shigeo Hashimoto 

(Sec. Dep. Path.， Kinki Univ. Sch. Med.) 

P01-F・13The preventive effect of propentofylline on the s・amyloid司inducedapoptosis in rat 
hippocampal neurons 

。YoshikiKoriyama1， Matsumi Yamazaki1， Kenzo Chiba1， Satoru Kato2， Tetsuro MohrP 
(1Dept. Biodynamics， Fac. Pharm. Sci.，Hokuriku Univ， 2Dept. Mol. Neurobiol， Grad. 

Sch. Med.， Kanazawa Univ.) 

P01・F-14Therapeutic effects of Zokumei-to on spatiallearning impairment and synaptic loss in 

a mouse model of Alzheimer's disease 

。T必(a'戸lkiTamura， Chihiro Tohda， Katsuko Komatsu 
(Res. Center for Ethnomed.， Inst. Natural Med.， Toyama Med. & Pharm. Univ.) 

P01-F-15 Exogenous HSP90・inducedmicroglial activation and amyloid-s clearance 
o Jun-ichi Kakimura1， Yoshihisa Kitamura1， Kazuyuki Takata1， Shun Shimohama2， 

Takashi TaniguchP 

(1Dept. Neurobiol.， Kyoto Pharm. Univ.， 2Dept. Neurol. Grad. Sch. Med.， Kyoto Univ.) 
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Neurodegenerative Diseases 
(Parkinson's Disease and Others) 

P01-F・16Role of oxidative protein in neuronal cell death of Parkinson's disease. 

(MS4・2) oWakako Maruyama1， Masayo Shamoto-NagaP， Masashi Tanaka2， Makoto NaoP 

(lLab. Biochem. Metabol.， Dept. Basic Gerontol. NILS， 2Gifu International Biotechnol.， 

3Dept. Brain Sci. Instit. Appl. Biochem.) 

P01・F・17Mechanism of neuroprotection by propargylamines 

(MS4-3) oMakoto NaoP， Wak北oMaruyama2， Yukihiro Akao3， Hong YP， Yoshihide Tsujimoto4 

(lDept. Brain Sci. Instit. Appl. Biochem.， 2Lab. Biochem. Metabol. Dept. Basic Gerontol. 

NILS， 3Gifu International Biotechnol.， 4Lab. Molecular Genetics and CREST of JST， 

Osaka Univ. Grad. Sch. Med.) 

P01・下18ALS2 gene accounting for amyotrophic lateral sclerosis 2 encodes multi guanine 

(MS4・6) exchanging factor (GEF) domains acting for small GTPases 

。'Joh-EIkeda， Asako Otomo， Ryota Kunita， Eri Yoshida， Shinji Hadano， Hitoshi Osuga 
(SORST/JST， Dept. Mol. Neurosci.， Inst. Med. Sci.， Tokai Univ. Sch. Med.) 

P01・F・19Functional analysis of the putative transcription factors for the human Huntington's 

(MS4・5) disease gene 

OKazunori Tan北a1人 JunkoShouguchi-Miyata2， Natsuki Miyamoto1， Joh-E Ikeda1.2 

(1S0RST， Japan Sci. Tech. Corporation aST) ， 2Dept. Mol. Neurosci.， Inst. Med. Sci.， 

Tokai Univ. Sch. Med.) 

P01-F・208ehavioral abnormality in tail suspension test in MPTP-treated mice model 01 

(MS4-1) Parkinson's disease 

OAtsushi Mori1，2， Masami Nakai1， Yasuhide Mitsumoto1， Tetsuji Moriizumi2 

(1Second Inst. New Drug Discovery， Otsuka Pharmaceutical Co.， Ltd.， 22nd Dep. of 

Anat.， Shinshu Univ. Sch. Med.) 

P01・F・21Effects of isatin， an endogenous MAO inhibitor， on striatal dopamine level in rats of 

Japanese encephalitis virus-induced Parkinson model 

OMasaru MinamP， Naoya Hamaue1， Mutsuko Terado1， Toru Endo1， Masahiko Hir油lji1， 

Akihiko Ogata2， Kunio Tashir02 

(1Dept. Pharmacol. Health Sci. Univ. Hokkaido， 2Dept. Neurol.， Hokkaido Univ. Sch. 

Med.) 

P01・F-22A role of MxA protein， anti-viral GTPase， in Parkinson's disease 

o Daisuke Ishibashi， Kenichi Mishima， N aoya Aoo， Hisako Furukawa， Mitsuo 

Takahashi， Michihiro Fujiwara 

(Dept. Clin. Pharmacol.， Facult. Pharm. Sci.， Fukuoka Univ) 
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POl・・F・23Identification of genes that function in the ER stress using a randomized ribozyme 

library 

o Reiko Onukp，2， Yoshio Bando3，4，5， Eigo Suyama1，6， Hiroaki KawasakP，6， Taiichi 

Katayama3.5， Masaya Tohyama3，5， K回unariTaira1.6 

(lAIST， 2Grad. Sch. Life and Env. Sci.， Tsukuba Univ.， 3Dept. Anat. and Neurosci.， Grad. 

Sch. Med.， Osaka Univ.， 4Dept. Anat.， Asahikawa Med. college， 5CREST， JST， 6Dept. 

Chem. Biotech.， Tokyo Univ.) 

POl・F・24Immunocytochemical analyses for subcellular localization of EAOH gene aprataxin 

Hidetoshi Date， Shuichi Igarashi， Yasuteru Sano， Tetsuya Takahashi， Osamu Onodera， 

OShoji Tsuji 

(Dept.Neurol.， BRI Niigata University) 

P01-F-25 The analysis of aprataxin， the product of causative gene of early-onset ataxia with 

ocular motor apraxia and hypoalbuminemia 

OYasuteru Sano1， Shuichi IgarashP， Osamu Onodera1， Hidetoshi Date1， Mutsuo Oyake1， 

Nobuyoshi Hukuhara3， Takao MakifuchP， Mitsunori Morimatsu4， Hitoshi Takahashi2， 

Shoji Tsuji1 

(1Dept. Neuro.， Brain， Niigata Univ.， 2Dept. Patho.， Brain， Niigata Univ.， 3Dept Neuro.， 

Saigata Hp.， 4Dept. Neuro， Yamaguchi Univ.) 

POl・F・26The role of PKR in neurodegenerative diseases induced by ER-stresses 

OYoshio Bando1.3， Reiko Ohnuki4，6， Taiichi Katayama2，3， Shigetaka Yoshida1， Kazanari 

Taira4，5， Masaya Tohyama2，3 

(1Dept. Anat.， Asahikawa Med. college， 2Dept Anat. and Neurosci.， Osaka Univ. Grad. 

Sch. Med.， 3Core Res. Evolutional Sci. Tech.， 4Gene Discovery Res. Center， AIST， 

5Dept. Chem. Biotech.， Tokyo Univ. Grad. Sch. of Engineering， 6Inst. Applied Biochem.， 

Univ. Tsukuba) 

POl・F・27Molecular mechanism in neuroprotective properties of a dopamine agonist， 

cabergoline 

Michiyo Yoshioka， Ken-ichi Tanaka， oNaoko F吋ita，Ikuko Miyazaki， Masato Asanuma， 

Norio Ogawa 

(Dept. Brain Science， Okayama Univ. Grad. Sch. Med. & Dent.) 

POl・F・28Activation of CREB-dependent transcription system suppresses expanded 

(MS4・4) polyglutamine induced cytotoxicity 

OMitsuteru Shimohata， Takayoshi Shimohata， Shuichi Igarashi， Satoshi N aruse， Shoji 

Tsuji 

(Dept.Neurol， Brain Res. Ins， Niigata Univ，) 
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Apoptosis 

P01・F・29ATF3 protects neurons from JNK induced apoptosis by upregulating Hsp27 

OSaya Nakagomi1， Yasuhiro Suzuki1，2， Hiroshi Kiyama1 

( lDept. Anat. Grad. Sch. Med. Sci.， Osaka City Univ.， 2Dept Internal Med1. Med.， 

Asahikawa Medical Col1.) 

P01・F・30Transcription factors induced in cultured cortical neurons by beta amyloid peptide 

(MS2-1) oYoko Uchida， Fujiya Gomi 

(Dept. Neuropathol. TMIG) 

P01-F・31Temporary damage by trimethyltin in dentate granule neurons of mouse 

OHiroaki Okuda1， Norito Nishiyama1， Yasuhiro Yamamoto1， Yukio Yoneda2， Kiyokazu 

Ogita1 

(1Dept. Pharmacol. Setsunan Univ. Fac. Pharm. Sci.， 2Dept. Mol. Pharmacol. Kanazawa 

Univ. Fac. Pharm. Sci.) 

P01・F-32Activity-dependent expression of alivin 1 and its involvement in the survival of 

(MS2・2) cerebellar granule neurons 

。TomioOno1人 NaokoSuzuki1， Yoshiaki Kikkawa2， Hiromichi Yonekawa2， Seiichi 
Kawashima1 

(1Dept. Mol. Biol.， Tokyo Metro. Inst. Med. Sci.， 2Dept. Lab. Animal Sci.， Tokyo Metro. 

Inst. Med. Sci.) 

P01・F・33Essential role of Rho/Rho・kinasesignaling pathway in target-independent survival of 

developing motor neurons 

OKenta Kobayashi1， Masanori Takahashi2， Kazuaki Takahashi1， Hiroyuki Yaginuma3， 

Noriko Osumi2， Kozo Kaibuchi4， Kazuto KobayashP 

(1Dept. Mol Genet. Inst. Biomed. Sci.， Fukushima Medical Univ.， 2Dept. Dev Neuro. 

Grad. Sch. Med.， Tohoku Univ.， 3Dept. Anat.， Fukushima Medical Univ， 4Dept. Cell 

Pharmacol. Grad. Sch. Med.， Nagoya Univ) 

P01・F・34Dlxirト1，a necdin/MAGE homologous protein， enhances E2F1-induced neuronal 

apoptosis 

UTak拙 kiKuwajima， Hideo Taniura， K田u北iYoshikawa 

(Div. Regu.Macro 

P01・F-35Nitric oxide(NO)-induced apoptosis is mediated by tyrosine kinase activation in PC12 

cells 

UToshifumi Yamamoto1， Kohei Yuyama1， Hideko Yamamoto2 

(1Lab. Mol. Recognition. Grad. Sch. Integrated Sci.， Yokohama City Univ.， 2Dept. Mol. 

Psychiatry， Tokyo Inst. Psychia町)

P01-F・36The involvement of conversion of the p35 Cdk5 activator to p25 in neuronal cell death 

αfaro Saito， Yuichi Fujita， Akiko Asada， Shin-ichi Hisanaga 

(Dept. Biol. Sci.， Grad. Sch. Sci.， Tokyo Metropolitan Univ.) 
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P01・F・37Mechanism of the inhibition of oligodendrocyte apoptosis by NF-K B p50 subunit 

OMakoto Hamanoue， Ken Takamatsu 

(Dept. Physiol. Sch. Med.，Toho Univ.) 

P01・F-38Effect of caspase-3 on the primary cultured mice cortical neurons with HSV-1 

infection 

OJiawei Wang， Dexin Wang， Zijing Feng 

(Dept. Neurology， Beijing Friendship Hospital) 

Ischemia 

P01・F・39Activation of Forkhead transcription factor following transient forebrain ischemia in 

(MS4・8) gerbil hippocampus 

OKohji Fukunaga1， Takayuki Kawano1，2， Yukitaka Ushi02， Eishichi Miyamoto1 

(1Dept. Pharmacol.， Kumamoto Univ. Sch. Med， 2Dept. Neurosurgery， Kumamoto Univ. 

Sch. Med) 

P01・F・40Leukotriene D4 activates microglia through the CysL T1 receptor 

。fetsuyaHirabayashi1.2， Takao Shimizul 
(1Dept. Biochem. Mol. Biol.， Grad. Sch. Med.， Univ. Tokyo， 2Lab. Chem. Pharmacol.， 

Grad. Sch. Pharm. Sci.， Chiba Univ) 

P01・F-41 Inhibitory effect of 17 s -estradiol administration on some factors implicating in 
progression of neuronal apoptosis in gerbil hippocampus induce by transient 

ischemia/recirculation insult 

OKimikazu Fujita1， Toshiaki Kato1， Masamitsu Yamauchi2， Nobuko Yoshimot03， Kenzo 

Shibayama1， Yutaka Nagata1， Eiichi Miyachi1 

(1Dept. Physiol. Sch. Med.， Fujita Health， Univ.， 2Aichi Gakusen Co11.， 3Nagoya Bunri 

Col1.) 

Aging 

P01・F・42Subcellular localization of Sir2 NAD-dependent histone deacetylase homologues from 

brain 

OYoshiyuki Horio， Jun Sakamoto 

(Dept. Pharmacol.， Sapporo Med. Sch.) 

P01・F-43A novel gene containing ankyrin-repeat expressed in senescence accelerated mouse 

(SAMP8) hippocampus and cerebrum 

ONaoshi Yamamura1，2， Nobuya Koike1， Yasuyuki Nomura3， Yasunobu Okuma3， Takashi 

Uehara3， Yoshiyuki Sakaki1， Tomoko Tashir02， Chie Furihata1，2 

(1Human Genome Cent.， Insit. Med. Sci.， Univ. Tokyo， 2Sch. Sci. Eng.， Aoyama Gakuin 

Univ.， 3Dept. Pharmacol.， Grad. Sch. Pharm. Sci.， Hokkaido Univ.) 
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P01・F・44Effect of Japanese herbal medicine (Toki-Shakuyaku-San) on DNA damage in aged 

rodent brain and C6 glia cell death 

OMidori Hiramatsu 

(Tohoku Univ. Community Service and Science) 

Drug Abuse and Psychopharmacology 
(Intoxication， Addiction) 

P01・F・45Reduction of histamine-induced phosphoinositide hydrolysis in mouse frontal cortical 

slices after repeated methamphetamine treatment 

。'JunichiKitanaka， Nobue Kitanaka， Motohiko Takemura 
(Dept. Pharmacol.， Hyogo Col. Med.) 

P01・F-46BDNF inhibits apoptosis induced by methamphetamine in primary cortical neurons 

through activation of Akt kinase 

OHideo MatsuzakP， Kazuhiko Namikawa2， Hiroshi Kiyama2， Norio Mori3， Kohji Sato1 

(1Dept. Anat. and Neurosci.， Hamamatsu Univ. Sch. Med.， 2Dept. Anat.， Grad. Sch. Med.， 

Osaka City Univ.， 3Dept. Psychiatr. and Neurol.， Hamamatsu Univ. Sch. Med.) 

P01・F-47Paraquat induces long-Iasting dopaminergic neurotoxicity through the excitotoxic 

pathway 

OKazuo Matsubara1， Keiko Shimizu2， Ko-ichi Ohtaki1， Osamu Saito2， Hiroshi Shiono2 

(1Dept. Hospital Pharmacy & Pharmacol.， 2Dept. Legal Med. Asahikawa Med. College) 
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Neuron and Glia 

P02・E・1 Compensatory neuroprotective events in kainic acid-induced neuronal cell death 

OKazuyuki Takata. Yoshihisa Kitamura. Mitsuhiro Okazaki. Jun-ichi Kakimura. Takashi 

Taniguchi 

(Dept. Neurobiol.， Kyoto Pharm. Univ.) 

P02幽E・2 Association of protein kinase C alpha and of p38 mitogen-activated protein kinase 

with the induction of tumor necrosis factor alpha in lipopolysaccharide-stimulated 

microglia 

OKazuyuki Nakajima1人 YokoTohyama1. Shinichi Kohsaka2. Tadashi Kurihara1 

(1Neurochem Div. Inst. Life Sci.， Soka Univ.. 2Dept. Neurochem. Natl Inst. Neurosci.) 

P02・E-3 Reciprocal localizations and functional aspects of CD9 and CD81 in the nervous 

system 

UTomoko Ishibashi1， Kazuhiro Ikenaka2， Eisuke Mekada3， Hiroko Baba1 

(1Dept. Mol. Neurology， Tokyo Univ. Pharm. Life Sci.， 2National Inst.， Physiologica1 Sci.， 

3Res. Inst. Microbia1 Disease， Osaka Univ.) 

P02・E・4 ATP selectively suppresses the synthesis of the inflammatory protein， MRF-1， through 

Ca2+-influx via P2X7 receptors in cultured microglia 

OShuuitsu Tanaka， Naoki Kaya， Tatsuro Koike 

(Div. Biol. Sci.， Grad. Sch. Sci.， Hokkaido Univ.) 

P02・E・5 Down-regulation of cholesterol metabolism by serotonin (5Hηin rat astrocytes 

oSachiko Ueno1.2， Jinichi Ito2， Yuko Nagayasu2， Schinji Yokoyama2 

(1Dept. Psychiatry and Cognitive-Behavioral Sci.， Nagoya City Univ. Grad. Sch. Med. Sci.， 

2Dept. Biochem.， Cell Biol. and Metabolism， Nagoya City Univ. Grad. Sch. Med. Sci.) 

P02-E-6 Formation of floating cell aggregates from bipotential glial cells in the presence of 

primary microglia 

ORyuuj Hisamura1.2， Kenji F Tanaka1.3， Makiko Kawakami1， Haruo Kashima3， Makoto 

Sawada1，4 

( lJRDTAID， ICMS， Fujita Health Univ.， 2Grad. Sch. Agri.， Nagoya Univ.， 3Dept. 

Neuropsychia. Grad. Sch. Med.， Keio Univ.， 4PRESTO， JST) 

P02・E-7 Origin of oligodendrocyte in mouse forebrain 

OEiko Nakahira1， Tetsushi Kagawa1， Martyn M Gulding2， Kazuhiro Ikenaka1 

(1Natl. Inst. Physiol. Sci.， 2Salk Inst.) 

P02・E・8 Expression of P2Y12 recepto隠 inthe brain 

o Yo Sasaki2， Shizuyo Honda1， Chihiro Akazawa1， Kuninobu Johkohji1， Yasuko 

Nakamura1， Kazuhide Inoue3， Shinichi Kohsaka1 

( lDept. Neurochem.， Natl. Inst. Neurosci.， 2Japan Sci. Tech. Corporation， 3Div. 

Pharmacol.， Natl. Inst. Health Sci.) 
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P02・E・9 The basic helix-Ioop-helix factor Olig2 is essential for development of motoneuron 

and oligodendrocyte lineages 

OHirohide TakebayashP， Yoko Nabeshima2， Shosei Yoshida2， Osamu Chisaka3， Yo-ichi 

N abeshima2， Kazuhiro Iken北a1

(1Nat1. Inst. Physio1. Sci.， 2Dept. Patho1.， Grad. Sch. Med.， Kyoto Univ.， 3Grad. Sch. 

Biostudies.， Kyoto Univ.) 

P02・E・10Influence of astrocyte・inducerson glial cell development in primary cultures of 

embryonic rat cerebral hemisphere 

。TatsumiAdachp.2， 1五romiTakanaga2.3， Manabu Kunimoto2.3， Hiroaki Asou4 
(1Dept. Basic Med. Sci.， Nat1. lnst. Minamata Dis.， 2Nat1. Inst. Environmental Studies， 

3School Pharm. Sci.， Kitasato Univ.， 4Dept. Neurobiology， Tokyo Metropolitan Inst. 

Gerontology ) 

P02-E・11Analysis of astrocyte lineage developmental 

oYasuhiro Ogawa1， Matthew Rasband2， Hirohide Takebayashi1， Yasuno Iwasakil， James 

Trimer2， Kazuhiro Ikenaka1 

(1Nat1. Inst. Physiologica1 Sci.， 2SUNY Stony Brook) 

P02・E・12Control of cerebellar granule neuron precursor proliferation and differentiation 

。TakayukiOkano-Uchida， Yoshiaki Komiya， Yasuki lshizaki 
(Dept. Mo1. Cell. Neurobio1.， Gunma Univ. Sch. Med.) 

P02・E・13Microglial apoptosis induced by a low concentration of polyamine 

Katsura Takano1， oYoichi Nakamura1•2, Yukio Yoneda1 

(1Dept. Mo1. Pharmaco1.， Kanazawa Univ. Facul. Pharm. Sci.， 2Dept. Physiol. Osaka Pref. 

Univ. Grad. Sch. Veterinary. Sci.) 

P02・E・14Neuroprotection against oxidative stress by microglia and astrocyte 

OSatoru Oshiro1， Chun Zhang1， Shigetaka阻t司jima1，Chihiro Miyazawa3， Ken-ichi 

Kawamura3， Kazuyuki Nak司jima2

(1Dept.Biochem.Genet.，Med.Res.Inst.，Tokyo Med.&Dent.Univ.， 2Dept. Neurochem.， 

Life Sci. Inst.， Soka Univ.， 3Product Develp.， TK Craft， Co.Ltd) 

P02・E・15Kainic acid induces leukemia inhibitory factor mRNA expression in the rat brain with 

different time courses between the dentate gyrus and hippocampal CA1/CA3 

subfields 

OMasabumi Minami， Keiko Maekawa， Hisashi Yamakuni， Takahiro Katayama， Junji 

Nakamura， Masamichi Satoh 

(Dept. Mol. Pharmaco1.， Fac. Pharm. Sci.， Kyoto Univ.) 

P02・E・16Functional expression of the monoamine transporter in cultured rat astrocytes 

OHiroshi Takeda， Masato Inazu， Teruhiko Matsumiya 

(Dept. Pharmacol.， and Intractable Diseases Research Center， Tokyo Med. Univ.) 
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P02・E・17Generation of BRINP1 knock-out mice 

。ToshiyukiNakatanP， Hiromi Kawano1， Miwako Kobayashil， Ken-ichi Matsumoto2， 
Hiroyoshi Ariga2， Ichiro Matsuoka1 

(1Dept. Neurosci. Grad. Sch. Pharm. Sci.， Hokkaido Univ.， 2Dept. Mol. Biol. Grad. Sch. 

Pharm. Sci.， Hokkaido Univ.) 

P02-E-18 Characterization of intercellular Ca2+ wave propagation by endogenous ATP in 

cultured rat hippocan可pus

OSchuichi Koizumi1， Kayoko Fujishita1，2， Kazuhide Inoue1，2 

(1Div. Pharmacol.， Natl. Inst. Hlth. Sci.， 2Grad. Sch. Pharm. Sci.， Kyushu Univ.) 

P02・E・19Perineuronal oligodendrocytes protect against neuronal apoptosis in a genetic 

demyelinating model by upregulation of lipocalin-type prostaglandin D synthase 

ONaomi EguchP，2， Masako Taniike3， Ikuko MohrP，阻nukoSuzuki4， Yoshihiro Urade1•2 

(lDept. Mol. Behav. Biol.， Osaka Biosc. Inst.， 2CREST， JST， 3Dept. Developmental 

Medicine (Pediatrics)， Osaka Univ. Grad. Sch. Med.， 4Dept. Pathology and Labo. Med.， 

and Neurosci. Center， Sch. Med.， Univ. of North Carolina at Chapel Hill) 

P02・E・20Transcriptional regulation of the mouse 3・phosphoglyceratedehydrogenase (3-PGDH) 

gene in astrocytes 

。MotohiroShimizu1，2， Shigeki Furuya1， Yoko Shinoda1， Kazuyuki Yoshida1，3， Junya 
Mitoma4， Yasuo SuzukF， Yoshio Hirabashi1 

(1Neuronal Circuit Mechanism Res. Group， BSI， RlKEN， 2Dept. Biochem. Sch. Pharm. 

Sci.， Univ. Shizuoka， 3Unit. Grad. Sch. Agri. Sci.， Tokyo Univ. Agriculture and 

Technology， 4Burnham Inst.) 

P02-ι21 Establishment and characterization of immortalized Schwann cells from murine 

disease models 

OKazuhiko Watabe1， Tsuyoshi Sakamotol， Yoko Kawazoe1， Jin・SongShen1，2， Toya 

OhashF， Yoshikatsu Eto2， Makoto Michikawa3， Katsuhiko Yanagisawa3， Katsuichi 

Miyamoto4， Takashi Yamamura4， Norie Araki5 

(1Dept. Mol. Neuropathol.， Tokyo Metropol. Inst. Neuroscience， 2Dept. Gene百lerapy，

Inst. DNA Medicine， Jikei Univ. Sch. Med.， 3Dept. Dementia Res.， Natl Inst. Longevity 

Sci.， 4Dept. Demyelinating Disease and Aging， Natl Inst. Neuroscience， 5Dept. Tumor 

Genetics and Biol.， Kumamoto Univ. Sch. Med.) 

P02・E・22Involvement of microglia activation and p38 phosphorylation in rat neuropathic pain 

OKazuhide Inoue1，3， Makoto Tsuda1， Akito MizokoshP，3， Yukari Shigemoto-MogamP， 

Schuichi KoizumP， Shinichi Kohsaka2 

(1Div. Pharmacol.， Natl. Inst. Health Sci.， 2Dept. Neurochem.， Natl. Inst. Neurosci.， 

3Grad. Sch. Pharmaceut. Sci.， Kyusyu Univ.) 
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Signal Transudation and Modulation 

P02・E・23Binding of transcription factor AP-1 to the non-coding region in mitochondrial genome 

OYoshiaki Fujinami1， Masahiro Kitano1， Yukio Yoneda2， Kiyokazu Ogita1 

(lDept. Pharmacol.， Setsunan Univ. Fac. Pharτn. Sci.， 2Dept. Mol. Pharmacol.， Kanazawa 

Univ. Fac. Pharm. Sci.) 

P02・E・24Effect of exposure to static magnetic field on AP1 DNA binding in cultured rat 

hippocampal neurons 

。fakaoHirai， Yukio Yoneda 
(Dept. Mol. Pharmacol.， Fac. Pharm. Sci. Kanazawa Univ.) 

P02・E・25Augmentation of ethanol-induced cell damage and activation of NF K B by over-

expression of Annexin IV in C6 cells 

OHiroko Ohkawa1.2， Hitoshi Sohma1， Rie Sakai1.3， Eri Hashimoto3， Wataru UkaP， 

Toshikazu Saito3， Yoshio Kuroki1 

(1Dept. Biochem. Sapporo Med. Univ. Sch. Med.， 2Dept. Occup. Ther. Sapporo Med. 

Univ. Sch. Health Sci.， 3Dept. Neuropsychia町SapporoMed. Univ. Sch. Med.) 

P02・E-26A novel human HRD1 involved in ER-associated degradation is induced by unfolded 

(MS6・4) protein response and protects from ER stress-induced cell death via its ubiquitin 

ligase activity 

OMasayuki Kaneko， Masataro Ishiguro， Yoshifumi Niinuma， Yasuyuki N omura 

(Dept. Pharmacol.， Grad. Sch. Pharm. Sci.， Hokkaido Univ.) 

P02・E・27Induction of SEL 1 L， a human homolog of Hrd3p， by ER stress and identification of the 

region for transcriptional induction by ATF6 

OYoshifumi Niinuma， Masataro Ishiguro， Saori Yasui， Masayuki Kaneko， Yasuyuki 

Nomura 

(Dept. Pharmacol.， Grad. Sch. Pharm. Sci.， Hokkaido Univ.) 

P02・E・28Expression of XRE binding proteins in rat cerebellum 

ONoriko Sanada， Katsuhiro Baba， Nobuyuki Kuramoto， Yukio Yoneda 

(Dept. Mol. Pharmacol.， Kanazawa Univ. Pharm. Sci.) 

P02・E・29Estrogen elevates PKA activity via the putative membrane receptor in hippocampal 

neurons. 

o Akiko S. Shingo， Shozo阻to

(Hyogo Univ. Sch. of Health Sci.) 

P02・E・30A novel FERM domain including guanine nucleotide exchange factor is involved in 

Rac signaling and regulates neurite remodeling 

。fatekiKubo， Toshihide Yamashita， Masaya Tohyama 
(Dept. Anat. Neurosci.， Grad. Sch. Med.， Osaka Univ.， CREST) 
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P02・E・.31Biological activity of neurotrophins is dependent on proper recruitment of Rac1 to 

lipid rafts 

o Akiko Honda1，2，3， Toshihide Yamashita1，2， Tateki Kubo1，2， Hiroyuki Tanaka1，2， Taiichi 

Katayama1，2， Masaya Tohyama1.2 

(1Anat. Neurosci.， Grad. Sch. Med， Osaka Univ， 2CREST，JST， 3DiscoverγRes. Lab.， 

Tanabe Seiyaku Co.Ltd) 

P02・E・32Morphological changes in mouse neuroblastoma caused by disruption of 

glycosylation 

OKousuke Baba， Taiichi Katayama， Masaya Tohyama 

(Dept. Anat. Neurosci.， Grad. Sch. Med.， Osaka Univ.， CREST JST) 

P02・E・33Identification of GRP78 as a type-1 sigma receptor (sigmaR1) -associated protein. 

OHideko Yamamoto1， Fuyuki KametanP， Yoshiko NamikP， Toshifumi Yamamoto1，2， 

Junnichi Karasawa1，3， Ichiro Sora1，4， Toshihide Nukada1 

(1Tokyo Inst. Psychiatry， ZY okohama City Univ.， 3Nihon Shering Co.， 4Tohoku Univ.) 

P02・E-34Regulation of exocytotic events and granular movements by protein kinase C in single 

chromaffin cells 

ON obuyuki Sasakawa， Sanae Hosaka， Mitsunori Hayashi， Konosuke Kumakura 

(Life Sci. Inst. Sophia Univ.) 
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(1Div. Mol. Cell. Biol.， Grad. Sch. Med. Dent. Sci.， Niigata Univ.， 2Dept. Orthopedics， 

Gunma Univ. Sch. Med.， 3Dept. Mol. Cell. Neurobiol.， Gunma Univ. Sch. Med.) 

Plasticity 

P02・E-66NMDA receptor-dependent recruitment of AMPA receptor and calnexin to plasma 

membrane in cultured rat hippocampal neurons 

。JunTsujimura1， Makoto ltakura2， Mariko SekiguchP， Yoshihisa Kudo1， Masami 
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(1Dept. Urol.， Sch. Med.， Sapporo Med. Univ.， 2Dept. Anat. Grad. Sch. Med.， Osaka City 

Univ.) 

P02・F-43in vitro selection of brain-migrating cells from immature bone marrow cells 

OKenji Ono1人 KenYoshihara1，2， Kenji Tanaka1， Takemasa TakiF， Kikuo OnozakF， 

Makoto Sawada1 

(1JRDTAID， Inst. Comp. Med. Sci.， Fujita Health Univ.， 2Dept. Mol. Hea1th. Sci. Grad. 

Sch. Pharm. Sci.， Nagoya City Univ.) 

P02・F・44Challenge to raise monoclonal antibodies against galectin-1 

OKoichiro Hori1， Kayo FujimakP， Kazunori Yoshimura1， Toshihiko Kadoya2， Hidenori 

Horie3， Masahiko Nomura1 

(1Dept. Physiol.， Saitama Med Sch.， 2R&D Center， Prod. Dept.， Pharmaceut. Div.， Kirin 

Brewery Co. Ltd.， 3Adav. Res. Center， Biol. Sci.， Waseda Univ.) 

P02・F・45Differentiation of transplanted neural stem cells into oligodendrocyte in a mouse 

model of demyelinating disease 

o Michio Matsumoto1， Tetsushi Kagawa1， Francois Lachapelle2， Anne Baron-Van 

Evercooren2， Kazuhiro Ikenaka1 

(lNatl. Inst. Physiol. Sci.， 21NSERM U546， France) 

Myelin 

P02・F・46Two novel sulfated oligosaccharides derived from PO of bovine peripheral nerve 

町、yelin

OJianhong Yan， Kunio Kitamura， Masahiko Nomura 

(Dept. Physiol.， Saitama Med. Sch.) 
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P02・F-47Structural studies on the glycoprotein-derived oligosaccharides in the peripheral 

nerves increased during maturation or by nerve crush injury 

OKunio Kitamura1， Yuriko Yoshino2， Jianhong Yan1， Masahiko Nomura1 

(1Dept. Physiol.， Saitama Med. Sch.， 2Dept. Gynecol.， Saitama Med. Sch.) 

P02・F・48Mechanism of myelin sheath formation in shiverer mutant mouse 

OHiroaki Asou1， Jin Nakahara1，2， Chika Seiwa1 

(1Dept. Neurobiol.， TMIG， 2Dept. Anat.， Keio Univ.) 
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特別講演

7月18日(木)9: 00寸 0:00 A会場

座長:三木直正(大阪大院・医)

PL・1 神経機能と細胞内物質輸送:モータ一分子群KIFsの遺伝子、構造、動態、機能および疾患

贋川信隆

(東京大学大学院医学系研究科細胞生物学)

7月18日(木)10: 00 -11 : 00 A会場

座長:高坂新一(国立精神・神経セ)

PL・2 アポトーシスの分子メカニズム:Bcl-2蛋自の機能を中心に

辻本賀英

(大阪大学大学院医学系研究科・遺伝子学)

7月18日(木)14:00-15:00 A会場

PL・3 Synaptic plasticity regulated by stargazin and PSD・95

David S. Bredt 

座長:野村靖幸(北大院・薬)

(Depatiment of Physiology， University of California at San Francisco) 

7月18日(木)15:00-16:00 A会場

PL・4 Tyrosine hydroxylase phosphorylation 

Peter R. Dunkley 

座長:宮本英七(熊本大・医)

(School of Biomedical Sciences， Faculty of Health，百1eUniversity ofNewcastle) 
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招待胃潰

7月17日(水)9: 00 -10: 00 A会場
座長:辻 省次(新潟大・脳研)

IL・1 生物時計の分子機構と階層性

本間研一

(北海道大学大学院医学研究科統合生理学講座)

7月17日(水)10:00-11 :00 A会場
座長:馬場明道(大阪大院・薬)

IL-2 変異マウスを用いた瞬目反射連合学習の分子神経機構の研究

桐野豊

(東京大学大学院薬学系研究科・神経生物物理学教室)

7月19日(金)9: 00 -10: 00 A会場
座長:東田 陽博(金沢大院・医)

IL-3 Ranサイクルによる核・細胞質問物質輸送と細胞複製制御。

西本毅治
(九州大学大学院医学研究院、分子生命科学系専攻細胞工学講座)

7月19日(金)10:00-11 :00 A会場
座長:小宮義埠(群馬大・医)

IL・4 Bulk protein degradation -molecular dissection of autophagy-

大隅良典

(基礎生物学研究所)
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7月17日(水) 14 : 00 -17 : 00 A会場

国際神経化学会シンポジウム

Molecular Basis of Neuronal Signaling 

座長:御子柴克彦{東京大・医)， Peter R. Dunkley (Univ. Newcastle) 

ISN・1 AMPA receptor trafficking during plasticity 

Robert Malinow 

(Cold Spring Harbor Laboratory， USA) 

ISN・2 シナプスの形成と機能の分子遺伝学

三品昌美

(東京大学大学院医学系研究科分子神経生物学)

ISN-3 Cdk5: A new player at the neuromuscular synapse 

NancyY.lp 

(Department of Biochemistry， Molecular Neuroscience Center， and Biotechnology 

Research Institute， Hong Kong University of Science and Technology， China) 

ISN・4 Role of AktlPKB signaling pathway in brain function 

Brian A Hemmings 

(Friedrich Miescher-Institute， Switzerland) 

ISN・5 Excitatory amino acid transpo吋ers:New insights into Structure， function and regulation 
Susan G. Amara 

(Vollum Institute and Howard Hughes Medical Institute， Oregon Health & Science 

University， USA) 
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17 : 00 -20 : 00 

市民公開シンポジウム

心と行動を分子で読む

A会場

座長:武田雅俊(大阪大・医)，西川 徹(東京医歯大)

08・1 遺伝子改変動物は精神疾患研究にどのように役立つか

。和田圭司山田祐子和田恵津子1Z，前野浩巳山田一之1，3

(1国立精・神セ・神経研学振理研脳セ)

08・2 心・行動と細胞内情報伝達系

。斎藤利和

(札幌医大・医・神経精神)

08・3 脳機能イメージングにより発達障害・学習過程を解析する

。渡辺恭良

(大阪市大・院医・システム神経科学)

08・4 遺伝と環境は人の性格形成にいかに関わるか一進化・発達生物学の視点から一

。神庭重信

(山梨医科大・精神神経医学)

08-5 精神分裂病研究の新しい芽生え

。西川徹梶井靖13，村岡新一郎海野麻未黒田安計1

(1東京医歯大・院・精神行動医科学三菱ファーマ)

08-6 うつ病治療薬の新しい展開

。小山司

(北大・院医・精神医学)

7月17日(水) 9 : 00 -11 : 00 

奨励賞選考シンポジウム

座長:池中一裕(生理研)

D会場
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!I:t*5i.，，， 
7月17日(水) 14 : 30司 17: 00 B会場

81 中枢神経系再生のストラテジー

座長:岡野栄之(慶応大・医)

51・1 New strategies using adult neural stem cells in defined media and the absence of 

gene transfer 

αretsuro Shingo， Isao Date， Takeshi Ohmoto， Samuel Weiss 

(Dept. Neurol. Surg.， Okayama Univ. Med. Sch.， Genes Develop. Res. Group.， Univ. 

Calgary Fac. Med.) 

51・2 Recent advance in the adenovirus mediated gene transfer system for neuronal 

regeneration 

。木山博資，津川一彦

(大阪市大・院医・機能細胞形態)

51-3 AAVベクターを用いたパーキンソン病の遺伝子治療

。小津敬也村松慎一2 壬立軍1，2 池口邦彦2 藤本健一2 岡田尚巳水上浩明

寺尾恵治中野今治2

(1自治医大・分子病態治療研究センター遺伝子治療自治医大・神経内科 3国立感染

症研・筑波霊長類センター)

51-4 骨髄間質細胞の神経・シュワン細胞への分化誘導および中枢神経再生への応用

。出浮真理

(横浜市大・医・第一解剖)

51・5 神経幹細胞移植による脊髄損傷モデル動物の治療

。岡野栄之

(慶大・医・生理， CREST，おr)
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7月17日(水) 14 : 30 -17 : 00 C会場

52 PET・MRIを用いたヒト脳機能イメージ‘ング:現状と展望

座長:定藤規弘(生理研)

82-1 Cross-modal plasticity in the deaf and blind: studies with non-invasive human 

neuroimaging techniques 

O定藤規弘

(生理研)

82-2 生体におけるドーパミン受容体の定量とその変化

。須原哲也

(放医研、科学技術振興事業団、戦略的基礎研究)

82・3 脳内コリン系神経の画像化

。難波宏樹

(浜松医大・脳外)

82・4 PETによるヒスタミン神経系の機能研究:精神・神経疾患と創薬科学への応用

。谷内一彦

(東北大・院医・病態薬理)

82・5 PET imaging of neural substrates for fatigue sensation 

。渡辺恭良

(大市大・院医・システム神経科学)

7月17日(水) 14 : 30 -17 : 00 

53 神経機能分子の構造的理解

座長:芳賀達也(学習院大・理)

83・1 電圧感受性Naチャンネルの3次元構造とそこから想像される開問機構

。佐藤主税上野豊小椋俊彦佐藤雅彦藤吉好則3

(1産業技術総合研究所 2伊藤ハム京大・生物物理)

83・2 G蛋白質共役受容体に結合したペプチドリガンドの立体構造

。白川昌宏

(横浜市大‘院総理・理)

D会場
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83-3 Grb2を介するシグナル伝達の分子機構の解明
。稲垣冬彦

(北大・院薬)

83・4 接着分子と細胞内シグナル伝達

。箱嶋敏雄

(奈良先端科学技術大学院)

83・5 モノマー型モータ一分子KIF1Aの作動機構;分子生物物理学、クライオ電顕そしてX線

結晶解析によるアプローチ

。虞川信隆

(東大・院医・分生)

7月18日(木) 9 : 00 -11 : 30 D会場

84 脳の器宮培養系の技術と応用を探る

座長:田中正彦(藤田保健衛生大・総医研)坂口卓也(塩野義製薬・創薬研)

84・1 Aspects and applications of organotypic brain slice cultures 
。坂口卓也

(塩野義・創薬研・中枢神経薬・神経生化学)

84-2 海馬苔状線維のネットワーク形成ーexplantcoculture systemとsliceoverlay assay 
。池谷裕二，松木則夫

(東大・院薬・薬品作用学)

84・3 神経活動依存的な皮質ニューロン軸索の分枝形成:スライス培養j去を用いた形態学・生

理学的研究

。山本亘彦，上阪直史，平井聡，大波壮一郎

(阪大・生命機能・脳神経)

84・4 切片培養系を用いた小脳プルキン工細胞樹状突起の形態形成に関わる神経ーグリア相互

作用の解析

。田中正彦

(藤田保衛大・総医研・応用細胞学)

84-5 晴乳類座長期培養系を用いた嘆球発生におけるPax6遺伝子の機能解析
。野村真，大隅典子

(東北大・院医・器官構築)

113 
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7月18日(木) 16: 00-18: 30 A会場

85 協調的分子配置によるシナプスの機能発現

座長:阿部輝雄(新潟大・脳研)，白尾智明(群馬大・医)

55・1 シナプス小胞の微小管への結合機構

。阿部輝雄

(新潟大・脳研・細胞神経生物)

55-2 シナプス前終末におけるCa2+チャネルの多様性

。八尾寛

(東北大・院生命科学・脳機能解析， CREST， ]ST) 

55・3 口イシンジッパーモチーフを有するP5D足場蛋白質 (P5D-Zip45とP5D-Zip70)のシナ

プスターゲティング

。祖父江憲治，今野大治郎，白井審ー，堀啓，丸岡久人

(阪大・院医・未来医療開発専攻・神経幹細胞医科学)

55-4 Differential dynamic behavior of postsynaptic density proteins and its regulation by 

neuronal activity 

O岡部繁男

(東京医歯大・院医・細胞相闘機構)

55・5 スパイン内シグナル伝達におけるドレプリンの役割

。白尾智明，田中聡ー，山崎博幸，関野祐子

(群大・医・行動分析)

7月18日沫) 14 : 30 -17 : 00 B会場

86 脳神経系細胞系譜決定とその可塑的変化の分子メカニズム

座長:池中一裕(生理研)

56・1 神経幹細胞の運命決定の分子機構

。中福雅人，長尾元史

(東大・院医・神経生物)



神経化学 Vol.41 (No.2)， 2∞2 

86・2 Neurogenin 1 as a positive bHLH regulator of neuronal differentiation 

So-Yeon阻m1，Yong-Soo Yoon1， Yong-Jin Jeon1， Mi-Young Jung1， Seong-Soo阻m1，

Jiwon Kim1， Seung・Up阻m2，Young-Don Lee1， OHaeyoung Suh・阻m1，2

(1Dept. Anat.， Ajou Univ.， Sch. Med.， 2BDRC， Ajou Univ.， Sch. Med.) 

86・3 胎生期中枢神経系の細胞系譜制御に関わる細胞外来性シグナルと細胞内在性プログラム

。田賀哲也，滝沢琢己，中島欽一

(熊本大・発生医学研究センター・転写制御)

86・4 オリゴデンドロサイト発生の分子機構

。鹿川哲史，池中一裕

(生理研・神経情報)

86・5 脳入出力神経細胞の分化と軸索伸展の遺伝解析

。岡本仁

(理研・脳センター・発生遺伝子，科技団・戦略)

7月18日(木) 14 : 30 -1 7 : 00 C会場

87 チロシンリン酸化によるシナプス機能の制御

座長:武井延之(新潟大・脳研)，高橋正身(北里大・医)

87・1 8rcファミリーチロシンキナーゼの機能と制御

。岡田雅人

(阪大・微生物病研・発癌制御)

87・2 チ口シンフォスファターゼによる神経伝達物質放出の制御

。板倉誠山森早織大西浩史高橋正身1.3

(1北里大・医群馬大・生体調節クレスト)

87-3 チロシンキナーゼによるNMDAレセプターとP8D・95の相互作用の調節

。乾誠

(山口大・医・病態薬理)

87・4 リセプター型チロシンキナーゼによるシナプス機能の正負の調節

。武井延之，難波寿明，斎藤真子，永野忠聖，那波宏之

(新潟大・脳研・分子神経生物)
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57・5 ErbBレセプター型チロシンキナーゼによるシナプス機能の制御機構

。尾崎美和子，端川勉

(理研・脳センター・神経構築)

7月18日(木) 14 : 30 -17 : 00 D会場

88 ダリア細胞の機能と病態:神経疾患の治療に向Itて

座長:下潰俊(京都大・医)，北村佳久(京都薬大)，馬場広子(東京薬大・薬)

58・1 グリア細胞の機能と病態:オーバービ‘ュー

。下潰俊

(京大・院医・神経内科)

58・2 アミ口イド日蛋自に対するアストログリア特有の応答

。阿部和穂，三津美和

(星薬大・薬理)

58・3 ミクログリアにおけるアミロイドPクリアランスの調節機構
。北村佳久，柿村順一，谷口隆之

(京都薬大・病態生理)

58-4 グリア・ニューロン相互作用を利用した神経変性疾患の治療法の開発

。和田圭司原田高幸1 原田知加子王玉来野田百美人小坂仁1，3

(1国立精・神セ・神経研・ 4部 2九大・院薬・病態生理科技団・さきがけ 21)

58・5 神経再生におけるこユーロン・グリアの相E作用
01書JlI一彦，福嶋宗久，村上公一，木山博資
(大阪市大・院医・機能形態学(解剖学第一)) 

58・6 髄鞘形成障害と軸索タンパク質のオーガナイゼーション

。馬場広子

(東薬大・薬・機能形態)
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7月19日(金) 9 : 00 -11 : 30 B会場

89 mRNA制御と神経疾患

座長:今泉和則(奈良先端大)，塩見春彦(徳島大・ゲノム研究センター)

89・1 ショウジョウパ工脆弱X遺伝子により仲介される概目リズムの発現

井上俊介霜田政美西ノ首いづみ塩見美喜子石田直理雄3AA，。塩見春彦I

(1徳島大・ゲノム機能研究センター農業生物資源研産総研・生物時計 4東工

大・生命理工東北大・学際)

89・2 雄同士の求愛行動を惹起するショウジョウパ工のfruitless変異とその分子基盤

。DaisukeYamamoto 
(早稲田大・人間科学部)

89・3 リボソームタンパク質L38変異は、マウス神経管形成異常を誘導する

。城石俊彦

(遺伝研・系統生物研究センター・晴乳動物遺伝)

89・4 The RNA-binding protein causes aberrant splicing of presenilin・2pre-mRNA in 

sporadic Alzheimer's disease 

。片山泰一13，異部孝幸13，松崎仲介1.3 今泉和則23，遠山正禰1，3

(1阪大・院医・プロセシング機能形態 2奈良先端科学技術大学院大・細胞構造科学

技術振興事業団)

89・5 スプライシング障害と神経難病ータウおよび8MNの異常スプライシング

。今泉和則

(奈良先端大・バイオ・細胞構造)
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7月19日(金) 9 : 00 -11 : 30 C会場

510 プロテオクリカンによる神経機能調節機構

座長:前田信明(都神経研)，大平敦彦(愛知コロニー研)

510・1 パーシカンV2・脳リンクプロテイン会合体の中枢神経ランピエ絞輪での発現とその機能
。大橋俊孝

(岡山大・院医菌・分子医化学)

510・2 PTP s'の情報伝達とプルキンエ細胞の形態形成
。前田信明田中正彦2

(1都神経研・分子発生生物 2藤田保健衛生大・総医研)

510・3 フォスファカンの指質ラフ卜におけるTAG-1/Lynを介するシグナル伝達
。笠原浩二，佐内豊

(東京都臨床研・生命情報)

510・4 5tructure and expression pattern of neuroglycan C， a brain-specific transmembrane 

chondroitin sulfate proteoglycan， in the developing brain 
O青野幸子，時田義人，山内忍，周尾卓也，大平敦彦

(愛知コロニー研・周生)

510・5 視神経軸索誘導に関与する特異的ヘパラン硫酸構造
。入江敦

(都臨床研・生命情報)

7月19日(金) 9 : 00 -11 : 30 D会場

511 神経・内分泌系と免疫系聞におけるクロストーク

座長 :JII島紘一郎(共立薬大)，大熊康修(北海道大・薬)

511-1 迷走神経およびレプチンを介する脳内サイトカインの発現制御

。大熊康修，細井徹，野村靖幸

(北大・院薬・薬理)
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Sll-2 IL-1 sによる一次知覚神経機能の制御
。森岡徳光井上敦子仲田義啓2

(1広島大・院医歯薬学総合・病態探究医科学(歯科薬理)， 2広島大・院医歯薬学総合・

薬効解析科学)

Sll-3 糖質コルチコイドによるリンパ球分布調節のメカニズム

。永富良一

(東北大・院医・運動)

Sll-4 リンパ球におけるコリン作動系発現と機能調節への関与

。藤井健志，川島紘一郎

(共立薬大・薬理)

Sll・5 Th1庁h2バランスからみた炎症性腸疾患マウスモデルに対するニコチンの影響

。村固有志、伊東重豪2

(1青森県立中央病院・消化器内科弘大・第一内科)

119 



120 
神経化学 Vol.41 (No.2)， 2002 

a=51:t*a;l)ll 

7月17日{水) 9:00・11:30 B会場

MSl 細胞形態および運動の制御と神経系形成

座長:福島伸之{北大院・医)

五嶋良郎{横浜市大・医)

田代朋子{青山学院大・理工)

MS1・1 神経細胞の移動を制御するリーリンシグナルとCdk5キナーゼ

(P02・E・68)0大島登志男小川正晴御子柴克彦1

(1理研・脳総研・発生神経同・細胞培養)

MS1・2 CRMP・2and axon formation 

(P02・F・32)0深田優子，貝淵弘三

(名大・院医・薬理)

MS1・3 発生期大脳皮質における移動神経細胞のダイナミックな形態変化

(P02・F・29)0田畑秀典仲嶋一範1，2

(1慈恵医大・ DNA医学研究所・分子神経生物学， 2PRESTO， ]ST) 
MS1-4 神経系の細胞形態および運動性とりゾリン脂質シグナル

(P02・E・4η0福嶋伸之

(北大・院医・分子医化学)

MS1・5 セマフォリンと皮質神経回路形成

(P02・E-46)0五嶋良郎，佐々木幸生

(横浜市大・医・薬理)

MS1-6 The roles of WAVEs in filopodia formation at NG1 08 growth cones 

(P02・E・45)OShigeaki Miyamoto1， Motohiro NozumP， Hiroyuki Nakagawa1， Hiroaki Miki2， Tadaomi Takenawa2 

(1九州工大・情報工・生化システム東京大・医科研.s'重傷分子生物)
MS1・7 As 25・35誘導性の突起形成不全に対するwithanolideA、withanosideIV、withanosideVIの神経突
(P02・F・2η 起伸展効果

。久保山友晴，東田千尋，小松かつ子

(富山医薬大・和漢薬研・薬効解析センター)

MS1-8 Expression of tau isoforms containing exon2 and 3 during synaptogenesis in vivo and in vitro 

(P02・F・28)0北村主税，若山勇太，舛野正樹，野呂美幸，田代朋子

(青山学院大学理工学部化学科)

7月17日(水) 9:00・10:15

MS2 神経細胞死

座長:和中明生{奈良県立医大)

木山博資{大阪市大院・医)

C会場

MS2・ Transcriptionfactors induced in cultured cortical neurons by beta amyloid peptide 

(P01・F・30)0内田洋子，五味不二也

(都老人研・神経病理)

MS2・2 神経細胞の生存に関連する新規遺伝子alivin1 

(P01・F・32)0小野富男1，2 鈴木直子古川欣売米川博通川島誠一1

(1都臨床研・分子制御都臨床研・実験動物)
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MS2・3 A~ 蛋白と NACによる活性酸素の産生と NF- K Bの活性化神経細胞とアストロサイトの反応性の相
(P01・F-4) 違

。田中静吾，竹橋正則，上田園寛

(京大・化研・生体反応設計3)

MS2・4 Niemann-Pick C1 deficiency reduces the levels of cholesterol in detergent insoluble， low-density 

(P01・F・2) membrane domains leading to activation of MAP kinase pathway and increased phosphorylation of 

tau 

01宰村直哉1久キョウ建生1 Ta-Yuan Chang3 ，柳j事勝彦道川誠1
( 1長寿研・痴呆疾患研究部日本学術振興会・科学技術特別研究員， 3Dept. Biochemistry， 

Dartmouth Med， Sch.) 

7月17日{水) 10:15・11:30 C会場

MS3 神経栄養因子

座長:高松 研(東邦大・医)

古川 昭栄(岐車薬大・分子生物)

MS3・1 リルゾールによるラット海馬における脳由来神経栄養因子の合成機構

(P02・F・14)0仙波りつ子，加藤兼房

(愛知県コロニー・研究所)

MS3・2 bFGFによる培養中枢ニュー口ンからのMAPK活性化依存的な興奮性神経伝達物質の放出機構。

(P02・F・15)0沼川忠広1幻，横幕大作1，2 清末和之安達直樹松本知也1，2，沼川裕美子1，2 田口隆久畠

中寛人山田雅司1

(1大阪大学蛋白質研究所生合成産業技術総合研究所関西センター日本学術振興会特別研究員)

MS3・3 Change of the expression of glial cell line-derived neurotrophic factor (GDN円inthe rat sciatic 

(P02・F・16)nerve after its transection 

。山田喜久新田淳美清水克H寺古川昭栄2

(1岐大・医・整外岐薬大・分生)

MS3・4 E2F1に誘導されるニューロンの細胞死に対するNecdinの抑制作用

(P02・F-2) 0高崎理紗，桶月太一，谷浦秀雄，古川和明

(阪大・蛋白研・機能制御)

7月18日(木) 9:00・11:30

MS4 神経変性疾患

座長:柳津勝彦(国立長寿研)

遠山正嫡{大阪大院・医)

MS4・1 尾懸垂試験を用いたMPTP誘発パーキンソン病モデルマウスの行動評価

(P01・F・20)0森厚詞1，2 中井正三人光本泰秀森泉哲次2

(1大塚製薬(株)探索第二研究所信州大・医・第二解剖)

MS4・2 Role of oxidative protein in neuronal cell death of Parkinson's disease. 

(P01・F・16)0丸山和佳子社本(永井)雅代田中雅嗣直井信3

B会場

(1長寿研老化機構生化学・代謝岐阜国際バイオ遺伝子治療応用生化研脳科学)

MS4・3 Mechanism of neuroprotection by propargylamines 

(P01・F・1η0直井信丸山和佳子赤尾幸博伊紅辻本賀英4

(1応用生化研脳科学長寿研基礎老化生化学・代謝岐阜国際バイオ遺伝子診断大阪大学

医学部未来医療開発専攻ポストゲノム疾患解析学細胞死制御分野)
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MS4・4 Activation of CREB-dependent transcription system suppresses expanded polyglutamine 
(P01・F・28)induced cytotoxicity. 

OMitsuteru Shimohata， Takayoshi Shimohata， Shuichi Igarashi， Satoshi Naruse， Shoji Tsuji 

(新大・脳研・神内)

MS4・5 Functional analysis of the putative transcription factors for the human Huntington's disease gene 
(P01・F-19)0田中一則1.2 将口(宮田)淳子人宮本なっき池田穣衛1.2

(1基礎的研究発展推進事業、科学技術振興事業団東海大学総合医学研究所分子神経科学部門)

MS4・6 ALS2 gene accounting for amyotrophic lateral sclerosis 2 encodes multi guanine exchanging 

(P01・F・18)factor (GEF) domains acting for small GTPases 

。池田穣衛，大友麻子，園田竜太，吉田英理，秦野伸二，大須賀等

(SOR訂/科技団、東海大学総合医学研究所分子神経科学部門)

MS4・7 ニコチンは注意欠陥多動性障害モデルにおける短期記憶障害を改善する

(P01・E-60)0富樫広子上野健一人松本真知子斎藤秀哉吉岡充弘1

(1北海道大学大学院医学研究科機能薬理 2日本赤十字北海道看護大・基礎科学)

MS4・8 砂ネズミ海馬における一過性前脳虚血に伴う Forkheadtranscription factorの活性化反応

(P01・F・39)0福永浩司河野隆幸1人生塩之敬宮本英七1

(1熊本大・医学部・第一薬理熊本大・医学部・脳神経外科)

7月18日(木) 9:00・10:15

MS5 神経伝達物質

座長:熊倉鴻之助{上智大・生命科学研)

野村正彦{埼玉医大)

MS5・1 ラット大脳皮質においてひセリンによって発現調節される遺伝子の解析

C会場

(P01・E-33)0山本直樹土田英人海野麻未嶋津奈1.2 桜井新一郎1.2，谷口豪1人西JII徹1.2
(1国立精・神セ・神経研・疾病3部医薗大院・医歯総合・精神行動)

MS5・2 Biochemical properties and paはialpurification of pChAT， a novel splice variant of choline 
(P01-E・34)acetyltransferase. 

。'Jean-PierreBel1ier，相見良成，朴真紗美，久野正， Petra Minnasch，松尾明典，安原治，遠山育

夫，木村宏

(滋賀医大・分子神経センター)

MS5・3 連続経頭蓋磁気刺激によるラットの抗不安作用の検討:高架式十字迷路法を用いた行動ならびに神経

(P01・E・42)化学的変化

。菅野学松本真知子富樫広子吉岡充弘虞野行生1

(1北大・院医・リハビリテーション医学北大・院医・機能薬理学)

MS5・4 Stimulation of phospholipase A2 activity by anandamide in PC12 cells 

(P01・E-41)0染谷晃好，堀江俊治，村山俊彦

(千葉大・院薬・薬効薬理)

7月18日(木) 10:15・11:30

MS6 受容体シグナリン夕、

座長:村山俊彦(千葉大・薬)

山脇成人(広島大・医)

MS6・ Neurospheresisolated from hippocampus of adult mice 

(P01・E・2) 0北山友也，米山雅紀，米田幸雄

(金沢大・薬・薬物)

C会場
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MS6・2 ヒトアストロサイトにおける gabapentinの輸送機構と膜電位依存性Ca2+channelとの相互作用

(P01・E-1) 0藤田卓也人山中理人四宮賢治和田美由紀福井美由紀山本昌岡美智子2

(1京都薬大・薬剤日本新薬)

MS6・3 M5 muscarinic receptors mediate the vasodilator actions of acetylcholine in cerebral arterioles 

(P01・E・4) and arteries. 

。YamadaMasahisa1， Noguchi Takanorj2， Lamping G Kathryn3， Du抗aroyAlokesh4， Zhang Weilie4 ， 
Faraci M Frank3， Ogawa Masaharu1， WessJugen4 

(1Lab. Cell Culture Develop.， RIKEN Brain Sci. Inst.， 2Lab. Behaviora1 Genetics， RIKEN Brain Sci. 

Inst.， 3Dept. Internal Med. Pharmacol.， Cardiovascular Center， Univ. Iowa， 4Lab. Bioorganic Chem.， 

Natl. Inst. Diabetes and Digestive and Kidney Diseases) 
MS6-4 ERAD (小胞体関連分解)関連分子Hrd1pのヒトホモログの単離・同定とその機能・誘導機構の解析

(P02・E-26)0金子雅幸，石黒正太郎，新沼芳文，野村靖幸

(北大・院薬・薬理)
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ポスター

受容体、輸送体

P01・E・1 ヒトアストロサイ卜における gabapentinの輸送機構と膜電位依存性 Ca2+channeJとの

(MS6・m 相互作用
。藤田卓也山中理人四宮賢治和田美由紀福井美由紀山本昌岡美智子2

(1京都薬大・薬剤日本新薬)

P01・E・2 Neurospheres isoJated from hippocampus of aduJt mice 

(MS6-1) 0北山友也，米山雅紀，米田幸雄

(金沢大・薬・薬物)

P01・E・3 FunctionaJ expression of GABAB receptors in cuJtured caJvariaJ osteobJasts 

。藤森さゆ美，檎井栄一，米田幸雄

(金沢大・薬・薬物)

P01・E・4 M5 muscarinic receptors mediate the vasodiJator actions of acetyJcholine in cerebraJ 

(MS6・3) arterioJes and arteries. 

oYamada Masahisa1， Noguchi Takanori2， Lamping G Kathryn3， Duttaroy Alokesh4， 

Zhang Weilie4， Faraci M Fr加 k3，Ugawa Masaharu1， Wess Jugen4 

(1Lab. Cell Culture Development， RIKEN Brain Sci. Inst.， 2Lab. Behavioral Genetics， 

RIKEN Brain Sci. Inst.， 3Dept. Intemal Med. Pharmacol.， Cardiovascular Ctr.， Univ. Iowa， 

4Lab. Bioorganic Chem.， Natl. Inst. Diabetes and Digestive and阻dneyDiseases) 

P01・E・5 Expression pa悦ernof oncostatin M receptor s in the murine centraJ nervous system 
。田村志宣森川吉博田中稔2 宮嶋篤仙波恵美子1

(1和医大・二解東大・分生研・細胞合成)

P01・E・6 PC12細胞におけるATPによる細胞内Ca2+増加反応について"ミトコンドリアの関与一

丸山浩二，太田利男，。伊藤茂男

(北大・院獣医・薬理)

P01・E・7 PSD・95及びMALS・2のNR1/NR2Bサブタイプ受容体チャンネル活性に及ぼす効果の比較

。岩本敬13，山田康枝小田隆将渡辺義文人祖父江憲治乾誠l

(1山口大・医・薬理山口大・医・神経精神阪大・院医・神経生化)

P01・E・8 AccumuJation of pH]L-serine iin rat brain synaptosomaJ fractions 

。宝田剛志， Vladimir J. Balcar ，馬場勝弘，高本晃子，米田幸雄

(金沢大・薬・薬物)
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POトE・9 Functional heteromeric NMOA receptors expressed in cultured rat calvarial osteoblasts 

。米田幸雄，槍井栄一，藤森さゆ美

(金沢大・薬・薬物)

P01・E・10Functional metabotropic glutamate recetor group m subtype expressed in primary 
culures of rat calvarial osteoblasts 

。井上真希，檎井栄一，藤森さゆ美，竹森章浩，米田幸雄

(金沢大・薬・薬物)

P01・E・11嘆球糸球体における endophilin-3によるドーパミン 02受容体エンドサイトーシスの調節

。杉浦弘子岩田健松岡勝人人車田正男山内卓4 市川真澄芳賀達也山形

要人1

(1都神経研・神経薬理学習院大・理・生命分子科学研新潟大・院医歯学総合・神

経生物解剖倍、大・薬・生化 5東京都神経研・発生形態)

P01・E-12Expression of dominant negative isoform of rat norepinephrine transporter 

O~tÚJ 滋雄熊谷圭森田克也土肥敏博2

(1岡山大・院医歯総合・歯科薬理 2広島大・院医歯薬総合・歯科薬理)

P01・E・13Effects of atypical antipsychotics on 5・HT1Areceptor-mediated r5S]GTPγS binding in 
native brain membranes 

O小田垣雄二，山内俊雄

(埼玉医大・精神)

P01-E・14デルフィリン:小脳プルキンヱ細胞シナプスでグルタミン酸受容体62と共存し結合する

新規POZタンパク質

。Ii!本進宮城洋平2 山下哲司深谷昌弘園田智子奥野利明4 山田和之渡

辺雅彦奥田研爾三品昌美4

(1横浜市大・医・細菌神奈川がんセンター北大・院医・生体構造解析東大・

院医・分子神経生物/CREST)

P01・E・15Molecular cloning of human p40BBP and its distribution in human brain 

Oi賓登希子，本多友希子
(三菱化学生命研)

P01・E・16中性アミノ酸トランスポーターASCT2の培養アス卜ロサイトと神経細胞における発現

。古屋茂樹篠田陽子遠藤昌吾2官lomasLauney2，吉田一之1人渡辺雅彦4 三苫

純也平林義雄1

(1理研・脳総研セ・神経回路メカニズム理研・脳総研セ・記憶学習機構東京農工

大・連合農学研究科北大・院医・生体構造解析， 5Glycobiology Program，百le

Bumham Institute) 

P01・E-17パーキンソン病モデル線条体グリア細胞におけるドパミントランスポーターの発現誘導

。浅沼幹人，宮崎育子，東洋一郎，小川紀雄

(岡山大・院医歯・神経情報学)

125 



126 

神経化学 Vol.41 (No.2). 2002 

P01・E・18Differential regulation of aquaporin 5 and 9 expression in astrocytes by protein kinase A 

。祖父江和哉山本直樹稲垣雅昭1 伊藤弘晃藤田義人勝屋弘忠浅井清文2

(1名市大・院医・危機管理医学名市大・院医・分子神経生物学)

P01・E-19アストロサイトにおけるドパミントランスポーターを介したドパミン取込み機構

。宮崎育子，浅沼幹人，東洋一郎，小川紀雄

(岡山大・院医歯・神経情報学)

P01・E・20イノシトール3リン酸受容体の開口機構の解析

。内田敬子133，宮内浩古市貞一4 道川貴章I，R御子柴克彦1幻
(1東大・医科研・基礎医・脳神経発生・分化理研.BSI・発生神経生物慶臆大・

医・小児科 4理研.BSI'分子神経形成科技団・カルシウム振動プロジェクト)

P01・E・21 カルシウムによるIP3受容体の構造変化

。潰田耕造御子柴克彦1，2，3

(1理研・脳セ・発生神経東大・医科研・脳神経科技団)

P01・E・22Agonist-specific translocation of μ-opioid receptor and protein kinase C in living cells 

。吉田明井上誠斉藤尚亮2 植田弘師1

(1長崎大・薬・分子薬理 2神戸大・バイオシグナル研)

P01・E・23ヒト苦味受容に関わるT2R遺伝子の組織発現と遺伝子多型の同定

。植田高史鵜川虞也1 石田雄介2 柴田泰宏村上信五島田昌一1

(1名古屋市立大・院医・分子形態 2名古屋市立大・医・耳鼻咽喉)

P01・E-24Developmental expression pattern of TROY in mouse central nervous system 

。久岡朋子森川吉博北村俊雄2 仙波恵美子1

(1和医大・二解東大・医科研・先端医療・細胞療法)

P01-E・25Identification and characterization of molecules that interact with melanin-

concentrating hormone (MCH) receptor 1 

。斎藤祐見子，川村勇樹，手塚満恵，李月，丸山敬

(埼玉医大・薬理)

P01・E・26網膜内グループPmグルタメー卜受容体のADPリボシールシクラーゼへのカップリング
。東田陽博陳小良張家生野田百美星直人橋井美奈子横山茂1

(1金大・院医・脳細胞遺伝子 2九大・院薬・病態生理)

P01・E・27Methamphetamine反復投与による移所移動活性増加と海馬α2A幽アドレナリン受容体と

の関連について

0西尾昌洋，諌田泰成，水野勝重，渡辺康裕

(防衛医大・薬理)

P01嗣E・28Regulation of P2X receptor by ubiquitin C-terminal hydrolase L 1 

。野田百美金掘佳子属国亜希青木俊介2A，王玉来小坂仁2，3 和田圭司2

(1九大・院薬・病態生理 2国立精・神・セ・神経研・ 4部科技団、さきがけ 21 . 

4学振)
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P01・E-29Protein kinase C regulates aquaporin expression in astrocytes 

。山本直樹祖父江和哉2 河合洋子三浦裕勝屋弘忠浅井清文1

(1名市大・院医・分子神経生物学 2名市大・院医・危機管理医学名市大・看護)

P01・E・30C6グリオーマ細胞における cAMPによる Na+依存性 vitaminC トランスポーターの発

現制御機構

。山中理森宏乎山本昌岡美智子藤田卓也1

(1京都薬大・薬剤日本新薬)

P01・E・31PC・12細胞にける norepinephrinetransporterを介した MPP+の輸送機構

。四宮賢治，山中理，山本昌，藤田卓也

(京都薬大・薬剤)

P01・E・32GFPを利用したIP3受容体の細胞内動態の解析

。立石陽子服部光治中山智博1人中村健4 坂内博子1，3 岩井美和子内田敬

子IJ，道川貴章1，4 井上貴文IA，御子柴克彦1，3，4

(1東大・医科研・脳神経発生分化 2東京女子医大・小児科 3理研・脳研・発生神経，

4科技団・カルシウム振動プロジェクト 5慶磨、大・医学部・小児科)

神鋼云達物質、修飾物質

P01・E咽33ラット大脳皮質においてD・セリンによって発現調節される遺伝子の解析

(MS5-1) 0山本直樹土田英人人海野麻未嶋津奈LZ，桜井新一郎12，谷口豪1，2 西川徹1，2

(1国立精・神セ・神経研・疾病3部 2医歯大院・医歯総合・精神行動)

P01・E・348iochemical properties and partial purification of pChAT， a novel splice variant of 

(MS5・2) choline acetyltransferase. 

。'Jean-PierreBellier，相見良成，朴真紗美，久野正， Petra Minnasch ，松尾明典，安原

治，遠山育夫，木村宏

(滋賀医大・分子神経センター)

P01・E-35メタンフェタミンによるドーパミン放出に対するトリヘキシフ工ニディルの抑制効果:

依存治療に向けて

0霜里和朗渡辺悟北山滋雄2

(1川崎医大・薬理岡山大院・医歯総合・歯科薬理)

P01・E・36Serotonergic signaling inhibits hyperalgesia induced by spinal cord damage 

。堀内秀樹，尾形直則，森野忠夫，山本晴康

(愛媛大・整形外科)

P01・E・37Nicotine inhibits ERE binding via MAPK cascade in the hippocampus. 

。鬼頭昭三，新郷S.明子

(兵庫大・健康科学部)
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P01・E・38皮質線条体神経経路を介したGABAならびにDA神経の機能的相互作用

。松本真知子富樫広子菅野学大橋聡上野健一人吉岡充弘1

(1北大・院医・機能薬理 2北大・院医・リパビリテーション医学)

P01・E・39E行ect01 different species 01 aluminum on glutamate-Induced overexpression 01 PLC・

O 1 protein level in primary cultured rat cortical neurons 

O藤本貞毅西田健太朗下漬俊長津一樹1

(1京都薬大・衛生化学京大・院医・神経内科)

P01・E・405HT-1 and 5HT・3serotonin receptor subtypes regulate pain sensation in the spinal 

cord level: Normal and hyperalgesic animal model 

O尾形直則，堀内秀樹，森野忠夫，山本晴康

(愛媛大・医・整形)

P01・E・41Stimulation 01 phospholipase A2 activity by anandamide in PC12 cells 

(MS5-4) 0染谷晃好，堀江俊治，村山俊彦

(千葉大・院薬・薬効薬理)

P01・E・42連続経頭蓋磁気刺激によるラットの抗不安作用の検討:高架式十字迷路法を用いた行動な

(MS5・3) らびに神経化学的変化

。菅野学松本真知子富樫広子吉岡充弘虞野行生1

(1北大・院医・リハビリテーション医学 2北大・院医・機能薬理学)

P01・E-43The mutation 01 two amino acid residues 01 tyrosine hydroxylase dramatically 

enhances the ability 01 neuroendocrine AtT・20cells to synthesize L-DOPA 

。中島昭金子葉子森啓至藤原健太郎継敏光鈴木崇弘永津俊治太田

明1

(1藤田保健衛生大・医・第 l生理 2藤田保健衛生大・医・内科藤田保健衛生大・総

医研・分子遺伝)

P01-E-44 The expression of GTP cyclohydrolase I mRNA in murine locus coeruleus is enhanced 

by peripheral administration of lipopolysaccharide 

。金子葉子森啓至中島昭永津郁子太田明1

(1藤田保健衛生大・医・生理1， 2藤田保健衛生大・医・解剖2) 

P01・E・45神経伝達物質放出へのカルモジュリン阻害剤の影響

。安藤公祐工藤佳久高橋正身2，3

(1東京薬大・生命科学研究科北里大・医クレスト)

P01・E・46E行ectof peripheral lipopolysaccharide administration on dopamine content in murine 

anterior olfactory nucleus 

。森啓至金子葉子中島昭藤原健太郎永津郁子太田明1

(1藤田保健衛生大・医・生理藤田保健衛生大学病院・内科藤田保健衛生大・医)
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P01-E・47坐骨神経結繋ラット後根神経節におけるサブスタンスPとそのプロセシング酵素レベルの

変化

。中島良子土田健知久馬敏幸加藤武1

(1横浜市大・院総合理学昭和薬大・衛生化)

P01・E・48ビスフェノールAの胎仔期・乳仔期曝露におけるモノアミン神経系への影響

。虞井豊子，岡田和嗣，米田卓史，松江良彦

(大阪市大・院医・生体機能解析)

疾患モデル

P01・E・49PACAP遺伝子欠損マウスにおける脳セ口卜ニン神経系の機能異常

。新谷紀人田中一裕川口ちひろ橋本均松田敏夫馬場明道1，3

(1阪大・院薬・神経薬理阪大・院薬・複合薬物 3阪大・院医・分子医薬)

P01・E・50マウス皮質ドーパミン遊離に関わるセ口卜ニン lA受容体機能の隔離飼育による選択的低

下

0松田敏夫吾郷由希夫人阪上匡紀小山豊馬場明道2

(1阪大・院薬・権合薬物 2阪大・院薬・神経薬理)

神経内分泌

P01-E・51Estrogen enhances depolarization-induced glutamate release through activation of 

phosphatidylinositol 3-kinase in cultured hippocampal neurons 

。横幕大作1久沼川忠広1，23，沼川裕美子安達直樹松本知也LZ，山岸覚1人西尾チ

カ田口隆久畠中寛1

(1阪大・蛋白研・生合成産業技術総合研究所・人間系・ニューロニクス日本学術

振興会)

P01・E・52脳幹部がレプチンの直接の脳内作用部位である可能性について

。川岸亨，大熊康修，細井徹，田中淳，野村靖幸

(北大・院薬・薬理)

イオンチャンネル、興奮膜

P01・E・53T型カルシウム電流のNeuropeptideYによる増強

。岡田誠剛，長谷川歩未，樋口宗史

(新潟大・院医・薬理)

P01・E・54Acid-sensing ion channels ASIC1 a and ASIC3 are leading acid sensors expressed in 

polymodal nociceptors 

。鵜川異也，植田高史，島田昌一

(名市大・医・ 2解剖)
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血液脳関門

P01・E・55Transpo同mechanismof aluminum citrate across the blood-brain barrier 

。長津一樹伊藤慎悟玉井部巳辻彰藤本貞毅1

(1京都薬大・衛生化学東京理科大・薬金沢大・薬)

自立神経系

P01・E・56副腎髄質細胞の電位依存性Caチャネル活性に対する自己/傍分泌性制御

。太田利男，甲斐隆彦，伊藤茂男

(北大・院獣医・薬理)

神経免疫

P01・ι57中枢性および末梢性インターロイキンー1s投与による前頭前野のヒドロキシルラジカル
およびー酸化窒素代謝産物の動態の変化

。石塚雄太石田康河南洋2

(1宮崎医科大・精神医学宮崎医科大・第一生理学)

申書症

P01・E・58Disturbance of thyroid hormone-dependent synapse formation in cultured rat cortical 

neurons by environmental chemicals 

。細田律子1.3 根岸ー加藤みどり中山憲司村本和世1，J 11原正博1，3，黒田洋一郎1，3

(1都神経研・分子神経生物 2道衛研・臨床病理科技団)

精神疾患

P01-E-59定型・非定型抗精神病薬慢性処置による神経細胞障害性について

。鵜飼渉，小津寛樹，長栄洋，山田真吾，酒井理恵，紺野雅人，館農勝，山本恵，斉

藤利和

(札幌医大・医・神経精神医学)

P01・E・60ニコチンは注意欠陥多動性障害モデルにおける短期記憶障害を改善する

(MS4・7) 0富樫広子上野健一松本真知子斎藤秀哉吉岡充弘1

(1北大・院医・機能薬理 2日本赤十字北海道看護大・基礎科学)

P01-E・61Eeffect of valproate on agonist-induced intracellular calcium mobilization in human 

platelets 

O秋本達之，鈴木克治，佐々木由紀，久住一郎，小山司

(北大・院医・精神)
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てんかん

P01・E-62ラットの発達脳でのγーブチロラクトン誘発欠神てんかんにおけるGABAs受容体とGHB

畳容体の分離的役割

。田中聖之滝沢昇馬渡一浩加藤聖l

(1金沢大・院医・脳情報分子金沢大・医・保健)

脳血流、代謝

P01-E・63Measurement of metabolic rates for glutamate and glutamine in occipito-parietal 

lobes of human brain by non-invasive 2T 13C-magnetic resonance spectroscopy (13C_ 

MRS) 

。金松知幸大槻泰介岡本和也渡遁英宏梅田匡朗塚田裕三1

(1創価大学・生命科学研究所国立精・神センター武蔵病院、脳神経外科東芝医用

機器・システム開発センター)

睡眠、生体リズム

P01・E・64プロスタグランジン02による睡眠誘発機構は断眠後のノンレム睡眠のホメオスタシスに

関与する

0裏出良博LZ，江口直美13，桑幡裕子1，2 Wei 

(υ1大阪パイオサイエンス研.分子行動生物科技団・ CREST・脳を知る)

P01・E・65Prostaglandin E2 activates histaminergic system via EP4 receptor to induce 

wakefulness in rats 

。黄志力望月貴年岡田哲也1人曲衛敏大和谷厚裏出良博1人早石修1

(1大阪バイオサイエンス・分子行動生物阪大・健康体育・健康医学第三阪大・

医・保健・医用物理 4科技団・ C阻 :ST)

P01・E・66中枢/末梢時計におけるBMAL1の周期的核細胞質問移行

。田丸輝也議島康史2 高松研1

(1東邦大・医・第2生理阪大・蛋白研・代謝)
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痴呆、アルツハイマー病

P01・F・1 E何ectof MK・801，an NMDA receptor antagonist， on BACE and EP24.15 in rat brain 

OMd. Mahiuddin Ahmed1，山本賢人知久馬敏幸2 加藤武1

(1横浜市大・院総合理 2昭和薬大・衛生化)

P01・F・2 Niemann-Pick C1 deficiency reduces the levels of cholesterol in detergent insoluble， 

(MS2-4) low-density membrane domains leading to activation of MAP kinase pathway and 

increased phosphorylation of tau 

。津村直哉L2，キョウ建生1 Ta-Yuan Chang3，柳津勝彦道川誠1

(1長寿研・痴呆疾患 2日本学術振興会・科学技術特別研究員， 3Dept. Biochemistry. 

DartInouth Med. Sch.) 

P01-F・3 p25 subunit， an activator of CDK5， induces intensive phospho叩lation on 

Ser202IThr205 residues of human tau40 in vitro. 

。橋口美津子斎藤太郎2 久永異市2 橋口利雄1

(1東京医大・医・第一生理都立大・院理・生物)

P01-F-4 As蛋白とNACによる活性酸素の産生とNF-K Bの活性化:神経細胞とアス卜ロサイトの

(MS2-3) 反応性の相違

。田中静吾，竹橋正則，上回国寛

(京大・化研・生体反応設計3)

P01-下5 CD36， a member of class B scavenger receptor family， serve as s -amyloid receptor 

and its expression on primary rat microglia stimulated with interleukine・4

。川原浩一，鍛治国誠，中山仁

(熊大・薬・生体機能化学)

P01・F・6 A novel function of monomeric amyloid s -protein serving as an antioxidant molecule 

against metal-lnduced oxidative damage 

。ゾウクン，キョウ建生，柳津勝彦，道川誠

(長寿研・痴呆疾患、)

P01・F・7 Isoform-dependent lipid release from astrocytes prepared from human apolipoprotein 

E3・andE4-knock-in mice 

。キョウ建生小林まり子林秀樹ゾウクン津村直哉藤田忍柳津勝彦

道川誠1

(1長寿研・痴呆疾患 2三菱生命科学研)

P01・F・8 small GTPase Rab1 Aの過剰発現によるAs産生の促進

。白石博久川村勇樹鈴木亮察暁蕊柳津勝彦駒野宏人1

(1長寿研・痴呆疾患埼医大・薬理)

P01・F・9 アルツハイマー病におけるグリセルアルデヒド由来終末糖化産物 (AGE-2)の意義

。竹内正義佐々木信幸渡井孝幸菊地誠志山岸昌_4 牧田善二4 亀田幸彦1

(1北陸大・薬・生化札医大・医・神経精神 3北大・医・神経内科久留米大・

医・内分泌代謝)
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P01・F-10PC12D細胞に導入した変異プレセリンは細胞内輸送に影響する

。亀谷富由樹久米秀明森啓2

(1都精神研・分子神経生物 2大阪市大・医・老年医学)

P01-F-11 HerpによるAs産生増加機構の解析

。察暁蕊小亀浩市白石博久鈴木亮宮田敏行柳津勝彦駒野宏人1

(1長寿研・痴呆疾患国立循環器病セ・研)

P01・F・12Immunohistochemical study 01 ubiquitin and deposition 01 s -Amyloid protein in old 

dog brain 

O伊藤龍生，佐藤隆夫，林義之，橋本重夫

(近大・医・病理二)

P01・F・13The preventive e11ect 01 propent01ylline on the s -amyloid-induced apoptosis in rat 

hippocampal neurons 

。郡山恵樹山崎慎津美人千葉賢三人加藤聖2 毛利哲郎1

(1北陸大・薬・生物活性金沢大院・医・脳情報分子学)

P01・F・14アルツハイマーモデルマウスの空間学習障害とシナプス減少に対する続命湯の治療的作

用

。田村隆幸，東田千尋，小松かつ子

(富山医薬大・和漢薬研・薬効解析センター)

P01・F・15HSP90によるミクログリアの活性化およびアミロイド日(1-42)の取込促進

。柿村順一人北村佳久高田和幸下潰ft2，谷口隆之1
(1京都薬大・病態生理京大・医・神経内科)

変性疾患

P01・F・16Role 01 oxidative protein in neuronal cell death 01 Parkinson's disease. 

(MS4・2) 0丸山和佳子社本(永井)雅代田中雅嗣直井信3

(1長寿研・老化機構・生化学・代謝 2岐阜国際バイオ遺伝子治療応用生化研・脳科

学)

P01・F・17Mechanism 01 neuroprotection by propargylamines 

(MS4-3) 0直井信丸山和佳子2 赤尾幸博伊紅辻本賀英4

(1応用生化研・脳科学長寿研・基礎老化・生化学・代謝岐阜国際バイオ遺伝子診

断阪大・医・細胞死制御)

P01・F-18ALS2 gene accounting 10r amyotrophic lateral sclerosis 2 encodes multi guanine 

(MS4-6) exchanging 1actor (GE町domainsacting 10r small GTPases 

。池田穣衛，大友麻子，園田竜太，吉田英理，秦野伸二，大須賀等

(SORST/科技団、東海大・総合医学研・分子神経科学)
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P01・F・19Functional analysis of the putative transcription factors for the human Huntington's 

(MS4・5) disease gene 

。田中一則LZ，将口(宮田)淳子宮本なっき池田穣衛1，2

(1基礎的研究発展推進事業、科技団 2東海大・総合医学研・分子神経科学)

P01・F・20尾懸垂試験を用いたMPTP誘発パーキンソン病モデルマウスの行動評価

(MS4-1) 0森厚詞13，中井正三光本泰秀森泉哲次2

(1大塚製薬(株)探索第二研究所 2信州大・医・第二解剖)

P01-F・21 パーキンソン病モデルラットの脳内ドパミン濃度変化に及ぼすイサチンの影響

。南勝浜上尚也寺戸睦子1 遠藤泰平藤雅彦1 緒方昭彦田代邦雄2

(1北海道医療大・薬・薬理北大・医・神経内科)

P01・F-22A role of MxA protein， anti-viral GTPase， in Parkinson's disease 

。石橋大輔，三島健一，青尾直也，古川ひさ子，高橋三津雄，藤原道弘

(福岡大・薬・臨薬)

P01・F・23小胞体ストレスにおける細胞死促進因子の探索

O大貫玲子1久板東良雄3，4'5，須山英悟1LM』(6，川崎広明1，6 片山泰一3ω，五遠山正禰3久多比

良和誠L

(い1産総研.ジーン筑波大・院生命環境科学阪大・院ポストゲノム 4旭川医科

大・解剖学第一， 5CREST， JST， 6東京大・院工)

P01・F-24EAOH遺伝子aprataxinの細胞局在解析

伊達英俊，五十嵐修一，佐野秦照，高橋哲哉，小野寺理 o辻省次
(新潟大・脳研・神経内科)

P01・F・25The analysis of aprataxin， the product of causative gene of early-onset ataxia with 

ocular motor apraxia and hypoalbuminemia 

。佐野泰照五十嵐修一人小野寺理人伊達英俊小宅睦郎福原信義人巻淵隆夫

森松光紀高橋均辻省次1

(1新潟大・脳研・神内新潟大・脳研・病理犀潟病院・神内山口大・神内)

P01・F・26ERストレスによって誘導される因子PKRの神経変性疾患への関与

。板東良雄13，大貫玲子4，6 片山泰一2，3 吉田茂孝1 多比良和誠4久遠山正嫡2，3

(1旭川医大・第一解剖阪大・院医・ポストゲノム疾患解析学クレスト 4ジーン

ディスカパリー研究センター・産総研 5東大・院工・生命科学メ筑波大・院農)

P01・F-27 ドパミンアゴニス卜cabergolineが示す神経保護効果の作用機序

吉岡真世，田中健一，。藤田尚子，宮崎育子，浅沼幹人，小川紀雄

(岡山大院・医歯・神経情報)

P01-F・28Activation of CREB-dependent transcription system suppresses expanded 

(MS4・4) polyglutamine induced cytotoxicity. 

OMitsuteru Shimohata， Takayoshi Shimohata， Shuichi Igarashi， Satoshi Naruse， Shoji Tsuji 

(新潟大・脳研・神内)
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プロクラム細胞死

P01・F・29ストレス応答性転写因子ATF3によるHSP27発現誘導と神経細胞死防御

。中込咲綾鈴木康博13，木山博資1

(1大阪市大・院医・機能細胞形態旭川医大・医・ l内)

P01・F・30Transcription factors induced in cultured cortical neurons by beta amyloid peptide 

(MS2-1) 0内田洋子，五昧不二也

(都老人研・神経病理)

P01・F・31 トリメチルスズによるマウス歯状回頼粒細胞の一過性障害

。奥田洋明西山徳人山本泰弘米田幸雄荻田喜代一1

(1摂南大・薬・薬理 2金沢大・薬・薬物)

P01・F・32神経細胞の生存に関連する新規遺伝子alivin1 

(MS2・2) 0小野富男13，鈴木直子吉川欣売2 米川博通川島誠一1

(1都臨床研・分子制御都臨床研・実験動物)

P01・F・33Essential role of Rho/Rho・kinasesignaling pathway in target-independent survival of 

developing motor neurons 

。小林憲太高橋将文高橋一彰八木沼洋行大隅典子貝淵弘三4 小林和人1

(1福島医大・生体機能東北大院・医・器官構築福島医大・解剖 1， 4名大・院

医・細胞情報薬理)

P01・F・34Dlxin・1，a necdin/MAGE homologous protein， enhances E2F1-induced neuronal 

apoptosis 

O桑島孝明，谷浦秀夫，古川和明

(阪大・蛋白研・機能制御)

P01・F・35PC12細胞の一酸化窒素(NO)によるアポトーシスはチロシンキナーゼの活性化を介する

。山本敏文湯山耕平山本秀子2

(1横浜市大・院総理・分子認識都精神研・分子精神医学)

P01・F・36Cdk5活性化サブユニットp35のp25への限定分解と神経細胞死に関する検討

。斎藤太郎，藤田悠一，浅田明子，久永真市

(都立大・院理・生物科学)

P01・F・37NF-K Bによるオリゴデンドロサイト細胞死阻害機構の解析

。浜之上誠，高松研

(東邦大・医・第2生理)

P01・F・38Effect of caspase-3 on the primary cultured mice cortical neurons with HSV・1

infection 

OJiawei Wang， Dexin Wang， Zijing Feng 

(Dept. Neurology， Beijing Friendship Hospital) 
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虚血

P01・F・39砂ネズミ海馬における一過性前脳虚血に伴う Forkheadtranscription factorの活性化反応

(MS4・8) 0福永浩司河野隆幸1久生塩之敬宮本英七1

(1熊本大・医・第一薬理熊本大・医・脳神経外科)

P01・下40口イコトリエン04によるCysLTl受容体を介したミクログリアの活性化

。平林哲也1人清水孝雄1

(1東大・院医・細胞情報千葉大・院薬・薬効薬理学)

P01・F-41脳虚血再濯流負荷後に投与した17s -estradiolによる海馬組織内の神経細胞死抑制メカニ
ズム

0藤田公和加藤寿章山内理充芳本信子柴山健三永田豊宮地栄一1

(1保衛大・医・生理 2愛知学泉短大名古屋文理短大)

老化

P01・F・42脳に発現するNAO依存性ヒストン脱アセチル化酵素SIR2ホモログの細胞内局在

。堀尾嘉幸，坂本淳

(札幌医大・薬理)

P01・F・43老化促進モデルマウス(SAMP8)の海馬と大脳に発現するAnkyrin-repeatを含む新規遺伝子

の解析

。山村尚志1，2 小池宣也野村靖幸大熊康修上原孝榊佳之田代朋子降

旗千恵1，2

(1東大・医科研・ヒトゲノム解析セ 2青山学院大・理工・化学北大・院薬・薬理)

P01・F・44老齢ラットおよびSAMP8の脳内ONA損傷と C6グリア細胞死に対する当帰持薬散

の効果

。平松緑

(東北公益文科大)

薬物依存、精神薬理

P01・F・45メタンフェタミン慢性投与によるマウスの行動感作形成と脳情報伝達系の変化

。北中純一，北中順悪，竹村基彦

(兵庫医大・薬理)

P01・F・46BONF inhibits apoptosis induced by methamphetamine in primary cortical neurons 

through activation of Akt kinase 

。松崎秀夫人、溝JII一彦木山博資森則夫佐藤康二1
(1浜松医大・第1解剖学 2大阪市大・院医・機能細胞形態学浜松医大・精神神経医

学)
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P01・F・47パラコートはドパミン神経に対し興奮毒性を示し長時間に及ぶドパミン放出を惹起する

。松原和夫人清水恵子大滝康一斉藤 f~2，塩野寛2

(1旭川医大・医・病院薬剤部旭川医大・法医学)
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ニューロン、ダリア

P02・E・1 カイニン酸海馬障害モデルにおける代償性保護作用の解析

。高田和幸，北村佳久，岡崎充宏，柿村順一，谷口隆之

(京都薬大・病態生理)

P02・E・2 Association of protein kinase C alpha and of p38 mitogerトactivatedprotein kinase 

with the induction of tumor necrosis factor alpha in lipopolysaccharide-stimulated 

microglia 

。中嶋一行L2，遠山陽子高坂新一人栗原正1

(1創価大・生命研・神経化学 2国立精神・神経センター・神経研・代謝)

P02・E-3 神経系における4回膜貫通蛋白質CD9およびCD81の相補的分布と機能分担

。石橋智子池中一裕目加田英輔馬場広子1

(1東京薬大・薬 2生理研阪大・微研)

P02・E・4 培養ミクログリアにおけるATPによる炎症関連遺伝子mr判の選択的発現抑制:P2X7リセ

プターからのCa2+流入の関与

。田中秀逸，賀谷直樹，小池達郎

(北大・院理・行動知能)

P02・E・5 セロトニンによるラットアス卜口サイトのコレステロール代謝制御

。上野幸子1，2，伊藤仁一長安祐子横山信治2

(1名市大・院医・精神認知行動医学 2名市大・院医・代謝細胞生化学)

P02・E・6 グリオブラスト様株化細胞053はミクログリア存在下で浮遊spheroidを形成する

。久村隆二1，2.田中謙二1，3 川上真紀子鹿島晴雄津田誠1，4

(1藤田保健衛生大・総医研・難病治療名大・院農・生物情報制御慶応大・院医・

精神さきがけ21)

P02・E・7 オリゴデンドロサイトの発生の起源

。中平英子鹿川哲史1.Martyn M Gulding2.池中一祐1

(1生理研・神経情報.%e  salk institute) 

P02・E幽8 Expression of P2Y12 receptors in the brain 

。佐々木洋本田静世赤津智宏城光寺邦信中村泰子井上和秀高坂新一1

(1国立精神・神経センター神経研・代謝科技団、科技特国立医薬品食品衛生研・

薬理部)

P02・E・9 The basic helix-Ioop-helix factor 0lig2 is essential for development of motoneuron 

and oligodendrocyte lineages 

。竹林浩秀鍋島曜子吉田松生千坂修鍋島陽一池中一裕1

(1生理研・神経情報 2京大・院医・腫療生物京大・院理)
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P02-E・10Influence of astrocyte-inducers on glial cell development in primary cultures of 

embryonic rat cerebral hemisphere 

。足立達美1，2，高永博実23，国本学2人阿相自告晃4

(1国立水俣病研セ・基礎研メ国立環境研 3北里大・薬都老人研・神経生物)

P02・E・11 アストロサイト系譜の発生の解析

。小川泰弘1 Matthew Rasband2 ，竹林浩秀岩崎靖乃1 J ames Trimer2 ，池中一裕1
(1生理研・神経情報， 2SUNY Stony Brook) 

P02・E-12小脳頼粒ニューロン前駆細胞の増殖・分化調節

。岡野(内田)孝幸，小宮義埠，石崎泰樹

(群馬大・医・分子病態)

P02・E-13低濃度ポリアミンによるミクログリアのアポ卜ーシス誘導

高野桂 o中村洋一13，米田幸雄1

(1金沢大・薬・薬物大阪府大・院農・統合生理)

P02・E・14ミクログリアおよびアストロサイトによる酸化ストレスに対する神経細胞死抑制作用

。大城聴張純北嶋繁孝宮津ちひろ川村憲一中嶋一行2

(1東医園大・難研・遺伝生化 2創価大・生命研・神経化学テーケークラフト・研究

開発)

P02・E・15Kainic acid induces leukemia inhibitory factor mRNA expression in the rat brain with 

different time courses between the dentate gyrus and hippocampal CA1/CA3 

subfields 

。南雅文，前川京子，山園尚志，片山貴博，中村純治，佐藤公道

(京都大・薬・生体機能解析)

P02・E・16培養ラットアス卜ロサイトにおけるモノアミントランスポーターの機能的発現

。武田弘志，稲津正人，松宮輝彦

(東京医大・薬理・難治研センター)

P02・E・17Generation of BRINP1 knock-out mice 

。中谷俊幸川野裕美小林三和子松本健一有賀寛芳2 松岡一郎1

(1北大・院薬・神経科学 2北大・院薬・分子生物)

P02-E・18海馬アストロサイトのCa2+wave伝播の性質

。小泉修一藤下加代子1，2 井上和秀1，2

(1国立衛研・薬理九大・院・分子制御)

P02・E・19Perineuronal oligodendrocytes protect against neuronal apoptosis in a genetic 

demyelinating model by upregulation of lipocalin-type prostaglandin 0 synthase 

。江口直美1，2 谷池雅子毛利育子鈴木衣子裏出良博1，2

(1 (財)大阪バイオサイエンス研・分子行動生物 2科技団・ CREST・脳を知る阪

大・院医・小児， 4Dept. Pathology and Labo. Med.， and Neurosci. Center， Sch. Med.， 

Univ. North Carolina at Chapel Hill) 
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P02・E-20L-Serine合成酵素3PGDH遺伝子のアストロサイトにおける遺伝子発現制御
。清水基宏1，2 古屋茂樹篠田陽子吉田一之13，三苫純也4 鈴木康夫平林義雄1

(1理研・脳総研・神経団路メカニズムG，2静岡県大・薬・生化学東京農工大・連合

農学<t百leBumham Institute) 

P02・E-21疾患モデルマウスからの培養シュワン細胞株の樹立
。渡部和彦坂本剛川添陽子1 沈勤松12，大橋十也衛藤義勝道川誠柳津

勝彦宮本勝_4 山村隆荒木令江5

(1都神経研・分子神経病理 2慈恵医大DNA医研・遺伝子治療長寿研・痴呆疾患，

4国立精神・神経センター神経研・免疫熊本大・医・腫蕩医学)

P02・E-22Involvement of microglia activation and p38 phosphorylation in rat neuropathic pain 
。井上利秀13，津田誠溝腰朗人13，重本-最上由香里小泉修一高坂新一2

(1国立医薬品食品衛生研・薬理国立精・神・センター神経研・代謝九大・院

薬・化学療法分子制御学)

情報伝達、変操、修飾

P02・E-23転写因子AP-1のミトコンドリア遺伝子非翻訳領域への結合
。藤波義明北野雅大米田幸雄2 荻田喜代一1

(1摂南大・薬・薬理金沢大・薬・薬物)

P02・E・24Effect of exposure to static magnetic field on AP1 DNA binding in cultured rat 

hippocampal neurons 
O平居貴生，米田幸雄

(金沢大・薬・薬物)

P02・E-25アネキシンIVの強制発現によるC6細胞のエタノール細胞障害の増大とNFKBの活性化
。大川浩子13，相馬仁酒井理恵L3，橋本恵理3 鵜飼渉斎藤利和黒木由夫1

(1札幌医大・医・生化学第一 2札幌医大・保健医療・作業療法札幌医大・医・神経

精神)

P02・E・26ERAD (小胞体関連分解)関連分子Hrd1pのヒトホモログの単離・同定とその機能・誘導

(MS6・4) 機構の解析
。金子雅幸，石黒正太郎，新沼芳文，野村靖幸

(北大・院薬・薬理)

P02・E・27HRD3pヒトホモログである SEL1Lの小胞体ストレスによる誘導とATF6による転写誘

導を制御する領域の同定

。新沼芳文，石黒正太郎，安井沙織，金子雅幸，野村靖幸

(北大・院薬・薬理)

P02・E・28Expression of XRE binding proteins in rat cerebellum 

。虞団法子，馬場勝弘，倉本展行，米田幸雄

(金沢大・薬・薬物)
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P02・E・29Estrogen elevates PKA activity via the putative membrane receptor in hippocampal 

neurons. 
。新郷S.明子，鬼頭昭三

(兵庫大・健康科学)

P02・E・30A novel FERM domain including guanine nucleotide exchange factor is involved in 

Rac signaling and regulates neurite remodeling 
。久保盾貴，山下俊英，遠山正調

(阪大・院医・二解，科学技術振興事業団)

P02.ε-31 Biological activity of neurotrophins is dependent on proper recruitment of Rac1 to 

Iipid rafts 
。本田章子1，2久山下俊英1，2久保盾貴13，田中啓之1，2片山泰一13，遠山正嫡1，2

(1阪大・院医・ポストゲノム疾患解析学， 2CRESf JSf， 3田辺製薬(株)倉IJ薬研究所)

P02・E・32Morphological changes in mouse neuroblastoma caused by disruption of 

glycosylation 
。馬場孝輔，片山泰一，遠山正捕

(阪大・院医・ポストゲノム疾患解析学， CRESf， JSf) 

P02・E・33Identification of GRP78 as a type-1 sigma receptor (sigmaR1) -associated protein. 
。山本秀子亀谷富由樹並木芳子山本敏文1，2 唐沢淳一13，曽良一郎1( 額田敏

秀1

(1都精神研横浜市大・院日本シェーリング 4東北大・医)

P02・E-34Regulation of exocytotic events and granular movements by protein kinase C in single 

chromaffin cells 
。笹川展幸，保坂早苗，林光紀，熊倉鴻之助

(上智大・生命研・神経化学)

P02・E-35αCAMKIImRNAの3'非翻訳領域に結合し樹状突起への局在を決定する蛋白因子の同定

。森泰丈，宮田信吾，遠山正嫡

(阪大・院医・ポストゲノム疾患解析，科学技術振興事業団)

P02・E・36細胞外Ca流入によるarcmRNAの発現誘導
。市川久調，平英一，三木直正

(阪大・院医・情報薬理)

P02・E・37培養ラット海馬神経細胞におけるCaMkinaseのリン酸化、活性化反応

。上江洲章吉，福永浩司，笠原二郎，宮本英七

(熊本大・医-薬理学ー)

P02・E・38Cdk5活性化サブユニットp39のCdk5の活性化

。関川明生，斎藤太郎，浜住由子，浅田明子，久永真市

(都立大・院理・生物)
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P02・E・39p35/Cdk5と結合する新規蛋白質の解析

。浅田明子，本間直幸，竹下亘，山川英子，榎本真理子，斉藤太郎，久永真市

(都立大・院・生物科学)

P02・E・40Neuro-2A細胞におけるプロスタグランジン12によるブラジキニン誘発シナプシン 1のサ
イ卜3リン酸化の増強について

。松尾由理，鳥畑啓太，加藤浩嗣，佐々木泰治

(北里大・薬・薬理)

P02・E・41αCaMkinase 11遺伝子の神経特異的発現
。美馬佳寿子，山内阜

(徳島大・薬)

P02・E・42Antiapoptotic action of calcineurin via dephosphorylation of Bcl-2 
。山本秀幸野村威雄三股浩光下重美紀芝崎太野村芳雄宮本英七1

(1熊本大・医・一薬理大分医大・医・泌尿器都臨床研・細胞生理)

軸索輸送、細胞運動、細胞骨格

P02・E-43Direct observation and characterization of gels formed from isolated neurofilaments in 

vitro 

O倉知正核川慎平小野れ~，2， Jean-Francois Lete汀ier'l，小宮義湾人田代朋子2，4
(1群馬大・医・分子病態青山学院大・理工・化， 3CNRS， Poitiers Univ.， 4CREST， 

JST) 

P02・E・44IP3 receptor type 1 mRNAの3'末端非翻訳領域に結合する遺伝子産物と小脳Purkinje細胞

における樹状突起へのmRNA局在化機構
。飯島崇利1，Z(木村友喜高月香菜子今井貴雄川原茂敬5 Aran Bemstein3，桐
野豊岡野栄之1，2

(1慶応大・医・生理学科技団・ CREST，3Samuel Lunenfeld Res. Inst. Mount Sinai 

Hospital， CAN， 4阪大・院医・機能形態学東大・院薬・神経生物物理学)

P02・E・45The roles of WAVEs in filopodia formation at NG108 growth cones 

(MS1-6) 0 Shigeaki Miyamoto1， Motohiro NozumP， Hiroyuki Nakagawa1， Hiroaki Miki2， 

TadaomiTa1王enawa2

(1九州工大・情報工・生化システム 2東大・医科研・腫蕩分子生物)

P02・E-46セマフォリンと皮質神経回路形成

(MS1・5) 0五嶋良郎，佐々木幸生

(横浜市大・医・薬理)

P02-E・47神経系の細胞形態および運動性とリゾリン指質シグナル

(MS1-4) 0福嶋伸之

(北大・院医・分子医化学)
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P02・E・48ミクログリア特異的Iba1結合タンパク質としてのフィンプリンの同定と相互作用の解析

。大津圭子，今井嘉紀，佐々木洋，金津裕子，高坂新一

(精神神経セ・神経研・代謝)

P02・E-49 ドレブリン結合タンパク質Drap1の同定及び機能解析

。山崎博幸高橋秀人広瀬英司森望白尾智明1

(1群馬大・医・行動分析長寿研・分子遺伝)

P02・E・50Anterograde axonal transpo同ofendopeptidase 24.15 in rat sciatic nerves 

。山本賢知久馬敏幸山下厚重2 山口光峰北候博史2 Md Mahiuddin Ahmed1， 

加藤武1

(1横浜市大・院総合理昭和薬大・衛生化)

その他

P02-E・51 Identification of a novel neural-specific protein family， BRINP 

O戸田史明，上野哲，森卓哉，中谷俊幸，松岡一郎

(北大・院薬・神経科学)

P02・E-52ショウジョウパ工でのトランスジーンによるRNAiを用いた遺伝子機能解析

。大迫俊二，高松芳樹

(都神経研・脳構造)

P02・E-53バイオ実験に用いられる水の最適精製方法の検討

。石井直恵加納一郎金沢旬宣1

(1日本ミリポア・ラボラトリーウォータ一事， 2Lab water Div.， Millipore S.A.) 

P02・E-54小胞体ストレストランステεユーサーIRE1に相互作用する因子の同定と機能解析

。大野加代子13，米国託成13，今泉和則片山泰一13，遠山正嫡1，3

(1阪大・院医・ポストゲノム疾患解析奈良先端大・バイオ・細胞構造科技団)

P02-E-55 The 5' variants of p270， an integral member of SWI・SNFcomplexes， in the rat brain. 

。山口剛荒木一明那波宏之2 樋口宗史l

(1新潟大・院・分子細胞医学・薬理 2新潟大・脳研・分子神経生物)

P02・E-56マウス神経芽細胞腫由来N2a細胞におけるプリオンタンパク質の局在

。鎌田礼子逆瀬川裕二人八谷如美1，2 金子清俊1

(1精神・神経センター神経研・疾病研究第7部 2科技団・戦略・脳を守る)

P02・E・57p38α の新規スプライス産物p38α2の細胞内局在と細胞死の誘導は、そのキナーゼ活性

とC末領域が制御する。

O日下永子石川保幸岡田雅人1

(1阪大・微研・発癌制御奈良先端科学技術大学院大)
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P02・E・58Determination of fatty acid levels in e叩throcytemembranes in patients with chronic 

fatigue syndrome. 

OZhandong Liu， Dexin Wang， Jian Zhang 

(Dept. Neurology， Binjing Friendship Hospital， Affiliated Hospital of Capital Univ. Med. 

Sci.) 

細胞接着因子

P02・E・59Activation of p38 MAPK cascade by the activity-regulated neuronal cell adhesion 

molecule arcadlin 
。安田新田中秀和人杉浦弘子鈴木香子竹宮孝子三木直正山形要人1

(1都神経研・神経薬理 2阪大・院医・情報薬理)

P02・E・60Interaction of locally modulated and de novo synthesized cadherins at the activated 

synaptic membranes 
。田中秀和安田新藤本崇宏溝口明杉浦弘子山形要人三木直正1

(1阪大・医・薬理都神経研・神経薬理三重大・医・ー解剖)

P02・E・61GPI・アンカー型神経接着分子コンタクチン及びNB・3の後シナプス肥厚部における局在
。武田泰生李順姫1，2.Vance Lemmon2.渡遁和忠3

(1都老人研・細胞認識， 2Dept. Neurosci.， Sch. Med.， CWRU. 3長岡技科大・生物)

感染症

P02・E・62バクテリアエンドトキシンによるグリア細胞での p38MAPキナーゼを介する IL・20の誘

導

。細井徹，和田吉世，大熊康修，野村靖幸

(北大・院薬・薬理)

シナプス

P02-E-63シナプス膜に局在する新規のDemprotein， ssLRP 
O鈴木龍雄田慶宝岡野照宮沢昌子臼田信光2

(1信州大・医・神経可塑性 2藤田保健衛生大・医・解剖)

P02・E・64SNAP-25(S187 A)変異マウスの作製
。片岡正和1(桑原玲子人中原陽子鈴木理可茂子木淑子福井由宇子2 横山峯

介高橋正身3，4

(1信州大・工・環境機能 2三菱化学生命研北里大・医・生化学 4科技団・ CREST)
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P02・E・65シンタキシンアイソフォームとCaMKIIの結合
野村和重133，小宮義埠 o五十嵐道弘1

(1新潟大・院医歯・分子細胞機能群馬大・整形外科群馬大・医・分子病態)

可塑性

P02・E・66NMDA receptor-dependent recruitment of AMPA receptor and calnexin to plasma 

membrane in cultured rat hippocampal neurons 
。辻村淳板倉誠2 関口真理子工藤佳久高橋正身2，4

(1東京薬大・生命科学北里大・医三菱化学生命研， 4CREST， JST) 

P02・E・67カイニン酸刺激による興奮性神経活動における海馬ニューロンでの翻訳詞節因子の変化

。稲村直子，那波宏之，武井延之

(新潟大・脳研究所・分子神経生物)

パターン形成

P02・E・68神経細胞の移動を制御するリーリンシグナルとCdk5キナーゼ

(MS1・1) 0大島登志男小川正晴御子柴克彦1

(1理研・脳総研・発生神経同・細胞培養)
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細胞分化

P02・F-1 胎児/成体マウス脳における神経幹細胞のフローサイトメーターを用いた解析
。村山綾子1幻，松崎一伊谷有未1，3.J"口綾乃宮田卓樹島崎琢也1，3，岡野栄之1.3
(1慶大・医・生理阪大・院・医・機能形態， 3CREST-]ST， 4理研・発生再生センタ

ー・神戸理研・脳センター・和光)

P02・F・2 E2F1に誘導されるこユーロンの細胞死に対するNecdinの抑制作用

(MS3・4) 0高崎理紗，植月太一，谷浦秀雄，吉川和明

(阪大・蛋白研・機能制御)

P02・F・3 ES細胞由来神経幹細胞の分化に伴うPACAPおよびその受容体の発現上昇
。贋瀬恵橋本均新谷紀人荒川尚久馬場明道1，2

(1阪大・院薬・神経薬理 2阪大・院医・分子医薬)

P02-F-4 genipinによる Neur02a細胞の NO・cGMP-PKG経路から ERKのリン酸化を介した突起

伸展

。山崎慎津美，大窪忠利，千葉賢三，毛利哲郎，吉藤茂行

(北陸大・薬・生物活性)

P02・F・5 Cystatin C induces astrocyte differentiation by inhibition of cystein proteases 
。長谷川明子13，岩崎靖乃池中一裕1

(1生理研・神経情報総合研究大学院大)

P02・F・6 Negative regulation of neural progenitor cell proliferation by necdin 

。谷浦秀夫，福永典子，植月太一，吉川和明

(阪大・蛋白研・機能制御)

P02・F・7 ラットC6グリオーマ細胞のアストロサイト様分化におけるSTAT3シグナル伝達経路への

低分子量Gタンパク質RhoAの関与
。高永博実足立達美人国本学1

(1北里大・薬水俣病研セ・基礎研究部)

P02・F・8 神経幹細胞の維持と分化におけるGablの役割
。早川佳芳13，西田圭吾平野俊夫2 島崎琢也1.3 岡野栄之1，3

(1慶大・医・生理 2阪大・院医・腫傷病理科技団・戦略)

P02・F・9 晴乳類の神経発生におけるRNA結合蛋白質Musashiの機能解析
。芝田晋介13，榊原伸一2 小島拓郎1，3，岡野栄之1，3

(1慶大・医・生理 2濁協医大・解剖科技団・戦略)

P02・F-10Wntシグナリングによるオリゴデンドロサイト分化抑制
。清水健史和田圭樹鹿川哲史高田慎治2，3，室山優子2，3，池中一裕1

(1生理研・神経情報岡崎統合バイオ， 3ERATO近藤分化)
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P02・F-11The Wntlcalcium pathway activates NF-AT and promotes ventral cell fate in Xenopus 

embryos. 
実吉岳郎粂昭苑1人o御子柴克彦1.2

(い1東大医科研.脳神経発生.分化科技団カルシウム振動プロジェクト理研脳科

学総合研究セ)

P02・F・12Expression of a glutamine-rich forkhead transcription factor in the developing central 

nervous system. 

。岩西宏樹，森川吉博，仙波恵美子

(和医大・第二解剖)

P02・F-13Kohjirin， A novel bone morphogenetic protein-4 antagonist derived from astrocytes. 
。栗山寛奈植木孝俊田中正光2 三浦直行3 椙村春彦佐藤康二I

(1浜松医大・医・解剖1，2浜松医大・医・病理1.3浜松医大・医・生化2)

栄養因子

P02-F・14リルゾールによるラット海馬における脳由来神経栄養因子の合成機構
(MS3-1) 0仙波りつ子，加藤兼房

(愛知コロニー研)

P02・F-15bFGFによる培養中枢ニューロンからのMAPK活性化依存的な興奮性神経伝達物質の放出
(MS3・2) 機構。

。沼JII忠広1幻，横幕大作1，2 清末和之安達直樹松本知也1，2 沼川裕美子1，2，田口
隆久畠中寛山田雅司1

(1阪大・蛋白研・生合成 2産総研関西センタ日本学術振興会特別研究員)

P02・F・16Change of the expression of glial cell line-derived neurotrophic factor (GDN円inthe rat 

(MS3・3) sciatic nerve after its transection 
。山田喜久新田淳美清水克時古川昭栄2

(1岐阜大・医・整外岐阜薬大・分生)

P02・F・17cAMP-dependent protein kinase phosphorylates the p75 receptor and regulates its 

localization to lipid rafts 

。樋口晴久，山下俊英，遠山正嫡

(阪大・院医・未来医療開発・ポストゲノム疾患解析，科学技術振興事業団)

P02・F・18Responsiveness of embryonic striatal neurons to bone morphogenetic protein and 

neurotrophic factors 
。菊池紗綾中村昔志森望松岡一郎1

(1北大・院薬・神経科学長寿研・分子遺伝学)
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P02・F・19Autcrine action of BMP regulates GDNF expression in Schwann cells 
。木滑恵未，松岡一郎

(北大・院薬・神経科学)

P02・F-20Levels of mRNA for brain derived neurotrophic factor are up-regulated in the urethra 

of diabetic rats 
。町野倫太郎松岡一郎2 柿崎秀宏柴田隆小柳知彦1

(1北大・院医・腎泌尿器外科 2北大・院薬・神経科学)

P02・F・21脊髄の切断損傷部位における神経成長因子 (NGF)の蓄積

。古川美子，村上豊，新田淳美，古川昭栄

(岐阜薬大・分子生物)

P02・F・22Effect of neurotrophins on the expression of bHLH transcription factors 
。伊藤久則，中嶋亜紀，古川昭栄

(岐阜薬大・分子生物)

P02・F-23脳由来神経栄養因子(BDN円細胞内シグナルにおける Shp-2の役割
。高井里美，岡田雅人

(阪大・微研・発癌制御)

P02-F-24 Autocrine action of acidicFGF to stimulate cholesterol metabolism and apoE secretion 

of rat astrocytes 
。伊藤仁一，長安祐子，横山信治

(名市大・医・生化I)

P02-F・25A brain-specific EGF-like family protein， NELL2， is a novel survival factor for neurons 
。堀江正人相原公徳谷津克行黒田俊一2

(1大塚製薬(株)探索第2研究所阪大・産研)

P02・F-26Changes of the gene expression in the injured site of the rat spinal cord 
。橋本学，堀琢弥，古川昭栄

(岐阜薬大・分子生物)

突起進展、目指網形成

P02・F・27As 25・35誘導性の突起形成不全に対するwithanolideA、withanosideIV、withanoside
(MS1-7) VIの神経突起伸展効果

。久保山友晴，東田千尋，小松かつ子

(富山医薬大・和漢薬研・薬効解析センター)

P02・F-28Expression of tau isoforms containing exon2 and 3 during synaptogenesis in vivo and 

(MS1・8) in vitro 

。北村主税，若山勇太，舛野正樹，野日美幸，田代朋子

(青山学院大・理工・化学)
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P02幽F・29発生期大脳皮質における移動神経細胞のダイナミックな形態変化
(MS1-3) 0田畑秀典1 fl中嶋一範1，2

(1慈恵医大・ DNA医学研・分子神経生物， 2PRE釘ひ，JST)

P02・F・30Lateralization of thalamofugal pathway before light exposure in developing chicken 

visual pathway 
。小柴満美子1，2 菊池建機養王国正文中村俊2

(1東京農工大・生命工 2精神セ神経研)

P02・F・31Otx1は視覚野からの皮質下投射路形成に必須か?
安藤康一人久保田力八木秀司永野隆1 相沢慎一寺島俊雄 o佐藤真1

(1福井医大・医・解剖2，2熊本大・発生医学研究センター神戸大・院医・脳科学)

P02平・32CRMP・2and axon formation 

(MS1・2) 0深田優子，員淵弘三

(名大・院医・薬理)

P02・F・33Conformational changes of Purαconcomitantly increase in ssCRE binding activity 
。郭哲輝，曽玲晦，三木直正

(阪大・院医・情報薬理)

P02・F・34Cytoplasmic p21 c刷 IWAFlregulates neurite remodeling by inhibiting Rho・kinaseactivity 

。田中啓之，山下俊英，遠山正嫡

(阪大・院医・ポストゲノム疾患解析学，科技団)

P02・F・35活動抑制による細胞死に先行して起こるシナプス廃止
。小倉明彦L2，橋本興和冨永(吉野)恵子1，2

(1阪大・院理 2阪大・院・生命機能)

P02・F・36Dopaminergic neurons derived from mouse midbrain maintain synchronous oscillation 

of intracellular calcium in primary culture 
。安本史恵根岸隆之2(石井寿幸久和茂黒田洋一郎3，4 古川泰弘2，4

(1東大・農・実験動物東大・院農・実験動物都神経研・分子神経生物，

4CRESTJST) 

P02・F・37Disparity of cell death and mossy fiber sprouting in kainic acid-treated hippocampal 
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KUBO， Tateki P02・E・30P02-E-31 MATSUMOTO， Michio P02・F-45

MIURA， Naoyuki P02-F-13 

MIURA， Yutaka POI-E-29 

MIY ACHI， Eiichi POI-F-41 

MIYAGI， Yohei POI-E-14 

MIY AJIMA， Atsushi POI-E-5 

MIY AMOTO， Eishichi 

POI-F-39(MS4-8) P02-E-37 P02-E-42 

MIYAMOTO， Katsuichi P02-E-21 

MIYAMOTO， Natsuki POI-F-19(MS4-5) 

MIY AMOTO， Shigeaki 

MIY A T A; Shingo 

MIYATA， Takaki 

MIYATA， Toshiyuki 

MIY AUCHI， Hiroshi 

MIY AZAKI， lkuko 

P02・E・45(MSI-6)

P02-E-35 

P02-F-I 

POI-F-ll 

POI-E-20 

POI-E-17 POI-E-19 POl-F-27 

MIY AZA W A， Chihiro P02-E-14 

MIY AZA W A， Shoko P02-E-63 

MIZOGUCHI， Akira P02-E-60 

MIZOKOSHI， Akito P02-E-22 

MIZUKAMI， Hiroaki SI-3 

MIZUNO， Katsushige POI-E-27 

MOCHIZUKI， Takatoshi POI-E-65 

MOHRI， Ikuko P02-E-19 

MOHRI， Tetsuro POI-F-13 P02-F-4 

MORI， Atsushi POI-F-20(MS4・1)

MORI，Hiroshi POI-F-IO 

MORI，Keiji 

POI-E-43 POl-E-44 POI-E-46 

KUBO， Toshikazu 

KUBOT A， Chikara 

P02-F-41 I MATSUMOTO， Tomoya I MORI， Kohei 
P02-F-31 I POI-E-51 P02-F-15(MS3-2) I MORI， Norio 

POI-E-30 

POI-F-46 

KUBOY AMA， Tomoharu 

P02・F・27(MSl・7)

KUDO， Yoshihisa POI-E-45 P02-E-66 

KUMAGAI， Kei POI-E-12 

KUMAKURA， Konosuke P02-E-34 

KUME， Hideaki POI-F-lO 

KUME， Shoen P02-F-II 

KUN恥lOTO，Manabu P02-E-1O P02-F-7 

KUNITA， Ryota POI-F-18(MS4-6) 

KUO， Che-Hui P02-F-33 

KURACHI， Masashi P02・E-43

KURAMOTO， Nobuyuki P02-E-28 

KURIHARA， Tadashi 問 2-E-2

KURIY AMA， Kanna P02-F-13 

KURODA， Shun'ichi P02-F-25 

KURODA， Yasukazu OS-5 

MATSUO， Akinori POI-E-34(MS5-2) 

MATSUO， Yuri P02-E-40 

MATSUOKA， Ichiro 

P02-E-17 P02-F-19 P02-F-20 

MATSUOKA，Masato POI-E-Il 

MATSUZAKI， Hideo POI-F-46 

MA TSUZAKI， Shinsuke S9-4 

MATSUZAKI-IYOKU， Yumi P02-F-l 

MAWATARI， Kazuhiro POI-E-62 

MEKADA， Eisuke 問 2-E-3

MICHIKAWA， Makoto POI-F-2(MS2-4) 

MORI， Nozomu P02-E-49 P02-F-18 

MORI， Yasutake P02-E-35 

MORIIZUMI， Tetsuji POI-F-20(MS4-1) 

MORIKA W A， Y oshihiro 

POI-E-5 POI-E-24 P02-F-12 

MORIMATSU， Mitsunori POI-F-25 

MORINO， Tadao POI-E-36 POI-E-40 

MORIOKA， Norimitsu S11-2 

MORITA， Katsuya POI-E-12 

MOTEGI， Y oshiko P02-E-64 

POI-F-6 POI-F-7 P02-E-21 I MURAKAMI， Koichi S8・5

MICHIKAWA， Takayuki I MURAKAMI， Shingo POI-E-23 

POI-E-20 POI-E-32 I MURAKAMI， Yutaka P02-F-21 

MIKI、Hiroaki P02-E-45(MSl-6) I MURAMATSU， Shin-ichi SI-3 

MIKI， Naomasa P02-E-36 P02-E-59 I MURAMOTO， Kazuyo POI-E-58 

KURODA， Yoichiro POI-E-58 P02-F-36 問2-E-6QP02-F-33 MURAOKA， Shin-ichiro OS-5 

KUROKI， Yoshio P02-E-25 MIKOSHIBA， Katsuhiko MURATA， Yuhji S11・5

KUSAKA，Eiko P02-E-57 I POI-E-20 POI-E-21 POI-E-32 I MURAYAMA，Ayako P02-F・1

KUSUMI， Ichiro 

KUW AHARA， Reiko 

KUWAHATA， Yuko 

KUW AJIMA， Takaaki 

KYUW A， Shigeru 

L 

LACHAPELLE， Francois 

POI-E-61 

P02-E-64 

POI-E-64 

POI-F-34 

P02-F-36 

P02-F-45 

P02-E-68(MSI-I)開2・F・11 MURA Y AMA， Toshihiko 

MIMA， Kazuko P02-E-41 

MIMATA， Hiromitu P02-E-42 

MINAMI， Masabumi P02-E-15 

MINAMI， Masaru POI-F-21 

MINNASCH， Petra POI-E-34(MS5-2) 

MISA W A， Miwa S8-2 

MISHIMA， Kenichi 開 I-F必

MISHINA， Masayoshi ISN・2 POI-E-14 

MUROY AMA， Yuko 

N 

NABESHIMA， Yo・ichi

NABESHI孔1A，Yoko 

NAGANO， Tadasato 

POI-E-41(MS5-4) 

P02-F-1O 

P02-E-9 

P02司E-9

S7・4
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NAGANO， Takashi 

NAGAO， Motoshi 

NAGASA W A， Kazuki 

P02-F-31 

S6-1 

PO¥-E-39 POl.E-55 

NAGATA， Yutaka POI-F-41 

NAGATOMI， Ryoichi 811-3 

NAGATSU，Ikuko POI-E-44 POI-E-46 

NAGATSU， Toshiharu POI-E-43 

NAGA YASU， Yuko P02-E-5 P02-F-24 

NAKAFUKU， Masato 86・1

NAKAGA W A， Hiroyuki 

P02-E-45(MS 1-6) 

NAKAGOMI， Saya P01-F-29 P02-F-40 

NAKAHARA， Jin P02-F-48 

NAKAHARA， Y oko P02-E-64 

NAKAHIRA， Eiko P02・E・7

NAKAI， Masami POI-F-20(MS4-1) 

NAKAJlMA， Kazunori P02-F-29(MSI-3) 

NAKAJIMA， Kazuyuki 

P02-E・2P02-E-14 

NAKAJIMA， Ryoko POl.E-47 

NAKAMURA， Junji P02-E-15 

NAKAMURA， Shun P02-F-30 

NAKAMURA， Takeshi 

POI-E-32 P02-F-18 

NAKAMURA， Yasuko P02-E-8 

NAKAMURA， Yoichi P02-E-13 

NAKANO，lmaharu SI-3 

NAKASHIMA， Akira 

P01-E-43 POI-E-44 POI-E-46 

NAKASHIMA， Kinichi S6-3 

NAKA T ANI， Toshiyuki 

P02-E-17 P02-E-51 

NAKATA， Yoshihiro SII-2 

NAKA Y AMA， Hitoshi POI-F-5 

NAKA Y AMA， Ke町1 POI-E-58 

NAKA Y AMA， Tomohiro POI-E-32 

NAKAZIMA， Aki P02-F-22 

NAMBA， Hiroki 82-3 

NAMBA， Hisaaki S7-4 

NAMIKA W A， Kazuhiko 

SI-2 88-5 POI-F-46 

NAMIKI， Yoshiko 問 2-E-33

NAOI， Makoto 

POI-F-16(MS4-2) P01-F・17(M84-3)

NARISAWA-SAITO， Mako S7-4 

NARUSE， Satoshi POI-F-28(MS4-4) 

NA W A， Hiroyuki 

S7-4 P02-E-55 P02-E-67 

NEGISHI， Takayuki P02・F-36

NIINUMA， Y oshifumi 

P02-E-26(MS6-4)開12-E・27

NISHIDA， Keigo P02-F-8 

NISHIDA， Kentaro POI-E-39 

NISHIKA W A， Toru 

08-5 POI-E-33(MS5-1) 

NISHIMOTO， Takeharu 

NISHINOKUBI，Izumi 

NISHIO， Chika 

NISHIO， Masahiro 

NISHIY AMA， Norito 

NITT A， Atsumi 

IL-3 

S9-1 

POI-E-51 

POl.E-27 

POI-F-31 
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NODA， Mami S8-4 POI-E-26 POl.E-28 

NOMURA， Kazushige P02-E-65 

NOMURA， Masahiko 

P02-F-44 P02-F-46 P02-F-47 

NOMURA， Tadashi 84-5 

NOMURA， Takeo P02-E-42 

NOMURA， Yasuyuki Sll-I POI-E-52 

POI-F-43 P02-E-26(MS6-4) 

P02-E-27 P02-E-62 

NOMURA， Yoshio P02-E-42 

NORITA， Masao POI-E-ll 

NORO， Miyuki P02-F-28(MSI-8) 

NOZUMI， Motohiro P02-E-45(MSI-6) 

NUKADA， Toshihide P02-E-33 

NUMAKA W A， Tadahiro 

POI-E-51 P02-F-15(M83・2)

NUMAKA W A， Yumiko 

POI-E-51 P02-F-15(MS3-2) 

O 

ODA， Ryo P02-F-41 

ODA， Takamasa POI-E-7 

ODAGAKI， Yuji POl.E圃13

OGATA， Akihiko POI-F-21 

OGATA， Tadanori POI-E-36 P01-E-40 

OGA W A， Masaharu 

POI-E-4(MS6-3) P02・E-68(MSI-I)

OGAWA，Norio 

POI-E-17 PO¥-E-19 POI-F-27 

OGA W A， Yasuhiro P02・E-11

OGITA， Kiyokazu POI-F-31 P02-E-23 

OGURA， Akihiko P02-F・35

OGURA， Toshihiko S3-1 

OHASHI， Satoshi POI-E-38 

OHASHI， Toya P02-E-21 

OHKA W A， Hiroko P02-E-25 

OHKUBO， Tadatoshi P02-F-4 

OHNAMI， Soichiro S4-3 

OHNISHI， Hiroshi S7-2 

OHNUKI， Reiko POI-F-26 

OHSAKO，Shu町1 P02・E-52

OHSA W A， Keiko P02-E-48 

OHSHIMA， Toshio P02-E-68(M81・1)

OHSUMI， Y oshinori IL・3

OHT A， Toshio POI-E-6 POl.E・56

OHTAKI， Ko-ichi 問トF-47

OKA， Michiko 

POI-E-l(MS6-2) 問 1・E-30

OKABE， Shigeo S5・4

OKADA， Kazushi POI・E-48

OKADA， Masato 

87-1 P02-E-57 問 2-F-23

OKADA， Masayoshi P01-E-53 

OKADA， Takashi Sト3

OKADA， Tetsuya POI-E-65 

OKAJlMA， Seiichiro P02・F-41

OKAMOTO， Hitoshi 86-5 

OKAMOTO， Kazuya POI-E-63 

OKANO， Akira P02-E-63 

OKANO， Hideyuki 81・5P02-E-44 

P02-F-I P02-F-8 P02-F-9 

OKAZAKI，Mi臼uhiro

OKI， TORU 

OKUDA， Hiroaki 

P02-E-l 

P02-F-38 

P01-F-3l 

OKUDA， Ke吋 POI-E-14

OKUMA， Yasunobu 

811-1 POI-E-52 問 1・F-43P02-E-62 

OKUNO， Toshiaki POI-E-14 

ONO， Kenji P02・F・43

ONO， Rei P02-E-43 

ONO， Tomio POl.F・32(M82・2)

ONODERA，Osamu POI-F-24 POI-F-25 

ONOZAKI， Kikuo P02-F-43 

ONUKI， Reiko P01-F.・23

OOHASHI， Toshitaka 810-1 

OOHIRA， Atsuhiko S ¥0-4 

OONO， Kayoko P02-E-54 

OSAKA， Hitoshi S8-4 POI-E-28 

OSHIRO， Satoru P02-E-14 

OSUGA， Hitoshi POI-F-18(MS4-6) 

OSUMI， Noriko S4-5 POI-F-33 

OTA， Akira POI-E-43開 I-E-44POI-E-46 

OTOMO， Asako 開 I-F-18(MS4-6)

OTSUKI， Taisuke POI-E-63 

OY AKE， Mutsuo POI-F-25 

OZAKI. Miwako 87-5 

OZA W A， Hiroki POl-E-59 

OZA W A， Keiya 81-3 

P 

PARK， Masami POI-E-34(MS5-2) 

Q 

QU，Wei-Min POI-E-64阿 I-E-65

R 

RASBAND， Matthew P02-E-II 

S 

SADATO， Norihiro 

SAI， Xiaorei 

SAITO， Hideya 

SAITO， Naoaki 

SAITO， Osamu 

SAITO， Taro 

SAITO， Toshikazu 

82-1 

開 I-F-8POl.F-11 

POI-E-60(MS4-7) 

POI-E-22 

POI-F-47 

POI-F-3 POl.F-36 

P02-E-38 P02-E-39 

08-2 POI-E-59 P02-E-25 

SAITO， Yumiko POl.E-25 

SAKAGUCHI， Takuya 84・1

SAKAI，Rie POI-E-59 P02-E-25 

SAKAKIBARA， Shin-ichi P02-F-9 

SAKAKI， Yoshiyuki POI-F-43 

SAKAMOTO， Jun POI-F-42 

SAKAMOTO， Tsuyoshi P02-E-21 

SAKASEGA W A， Yuji P02・E-56

SAKAUE， Masaki POI-E-50 

SAKURAJ， Shinichiro POI-E-33(MS5-1) 

SANADA， Noriko P02・E・28

P02-F-16(MS3-3) P02-F-21 I OKANO-UCHIDA， Takayuki P02・E・12 SANAI， Yutaka S¥O-3 



SANEYOSHI， Takeo P02-F-11 

SANO， Yasuteru P01-F-24 POI-F-25 

SANTO-YAMADA， Yuko OS-1 

SASAKA W A， Nobuyuki P02・E-34

SASAKI， Nobuyuki POI-F-9 

SASAKI， Yasuharu P02-E-40 

SASAKI， Yo P02・E-8P02-E-48 

SASAKI， Yuki P01-E-61 

SASAKI， Yukio P02-E-46(MS1δ) 

SA TO， Chikara 83・1

SATO，Koゆ P01-F-46 P02-F-13 

SA TO， Makoto P02・F-31

SA TO， Masahiko S3-1 

SA TOH， Masamichi P02-E-15 

SATOU， Takao POI-F-12 

SAWADA， Makoto P02-E-6 P02-F-43 

SA W AMURA， Naoya 

POI-F・2(M82・4)POI-F-7 

SA Y A， Kikuchi 

SEIW A， Chika 

SEKIGA W A， Akio 

SEKIGUCHI， Mariko 

SEKINO， Yuko 

SENBA， Emiko 

P02-F-18 

P02-F-48 

P02-E-38 

P02-E-66 

S5-5 

POI-E-5 P01-E-24 P02-F-12 

SHAMOTO-NAGAI， Masayo 

POI司F-16(MS4-2)

SHEN， Jin-Song P02-E-21 

SHIBASAKI， Futoshi P02-E-42 
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SHIROISHI， Toshihiko 89・3

SHITASHIGE， Miki P02-E-42 

SHOUGUCHI-MIYA TA， Junko 

POI-F-19(MS4-5) 

SHUO， Takuya SIO-4 

SIOMI， Haruhiko 89-1 

SIOMI， Mikiko Chihara S9・l

SOBUE， Kazuya POI-E-18 POI-E-29 

SOBUE， Ke町1

SOHMA， Hitoshi 

85-3 P01-E-7 

P02-E-25 

SOMEYA， Akiyoshi POI-E-41(M85-4) 

SONODA， Tomoko P01-E-14 

SORA， Ichiro P02-E-33 

SUGJMURA， Haruhiko 開2-F-13

SUGJTANI， Kayo P02・F・39

SUGJURA， Hiroko 

POI-E-ll P02-E-59 P02-E-60 

SUHARA， Tetsuya 82-2 

SUH-KIM， Haeyoung 86-2 

SUY AMA， Eigo POI-F-23 

SUZUKI， Katsuzi POl-E-61 

SUZUKI， Kinuko P02-E-19 

SUZUKI， Kyoko P02-E-59 

SUZUKI， Naoko POI-F-32(MS2-2) 

SUZUKI， Rika P02-E-64 

SUZUKI， Ryo POI-F-8 POI-F-II 

SUZUKI， Takahiro POI-E-43 

SUZUKI， Tatsuo P02-E-63 

SUZUKI， Yasuhiro POI-F-29 P02-F・40

TAKEDA， Yasuo P02-E-61 

TAKEHASHI， Masanori 

POI-F-4(MS2-3) 

TAKEI， Nobuyuki 87・4P02-E-67 

TAKEMIYA， Takako P02-E-59 

TAKEMORI， Akihiro P01-E-1O 

TAKEMURA， Motohiko POI-F-45 

TAKENAWA， Tadaomi 

P02-E-45(MSト6)

TAKESHITA， Sen P02-E-39 

TAKEUCHI， Masayoshi POI-F-9 

T AKII， Takemasa P02-F-43 

T AKIZA W A， Noboru P01-E-62 

TAKIZA W A， Takumi S6-3 

TAKUY A， Mori P02-E-51 

T AMAI， Ikumi P01-E-55 

TAMARU， Teruya POI-E-66 

T AMURA， Shinobu POI-E-5 

TAMURA， Takayuki POI-F-14 

TANAKA， Fumiko P02-F-38 

TANAKA， Hidekazu 

P02-E-59 P02・E・60

TANAKA， Hiroyuki P02-E-31 P02・F・34

TANAKA， Jun POI-E-52 

TANAKA， Kazuhiro P01-E-49 

TANAKA， Kazunori POI-F・19(M84・5)

TANAKA， Ken-ichi POI-F-27 

TANAKA， Kenji P02-E-6 P02-F-43 

TANAKA， Masahiko 84-4 SIO-2 

SUZUKI， Yasuo P02-E-20 I TANAKA， Masamitsu P02-F-13 SHIBA T A， Shinsuke 

SHIBATA， Takashi P02・F-20 I ーーー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 I TANAKA， Masashi P01-F-16(MS4-2) 
SHIBATA， Yasuhiro P01-E-23 

SHIBAYAMA， Kenzo P01-F-41 

SHIGEMOTO-MOGAMI， Yukari 

P02-E-22 

SHIMADA， Aki P01-E-28 

SHIMADA， Shoichi P01-E-23 P01-E-54 

SHIMAZAKI， Takuya P02-F-l P02-F-8 

SHIMAZU， Dai POI-E-33(MS5-1) 

SHIMIZU， Hiroki P02-F-38 

SHIMIZU， Kats吋i P02-F-16(MS3-3) 

SHIMIZU， Keiko POI-F-47 

T 

TABATA， Hidenori P02-F-29(島181-3)

TAGA， Tetsuya 86-3 

T AGUCHI， Takahisa 

POI-E-51 P02-F-15(MS3-2) 

TAIRA， Eiichi P02-E-36 

T AIRA， Kazunari 問 l-F-23 P01-F-26 

TAKADA，Shi町P02-F-1O

TAKAHASHI， Hideto P02-E-49 

TAKAHASHI， Hitoshi POI-F-25 

TANAKA， Masayuki POI-E-62 

TANAKA， Minoru POI-E-5 

TANAKA， Satoshi S5-5 

TANAKA， Seigo POl・F・4(MS2・3)

TANAKA， Shuuitsu P02・E・4

TANIGUCHI， Go POI-E-33(MS5-1) 

TANIGUCHI， Takashi 

S8-3 P01-F-15 P02-E-1 

TANIIKE， Masako P02-E-19 

TANIURA， Hideo 

POl-F-34 P02-F-2(MS3-4) P02・F・6

SHIMIZU， Motohiro P02-E-20 T AKAHASHI， Kazuaki P01-F-33 TANIZAWA， Katsuyuki P02-F-25 

SHIMIZU， Takao POI-F-40 

SHIMIZU， Takeshi P02-F司10

SHIMODA， Masami S9・1

SHIMOHAMA， Shun 

S8・1P01-E-39 POI-F-15 

SHIMOHATA， Mitsuteru 

POI-F・28(MS4・4)

SHIMOHATA， Takayoshi 

POI-F-28(MS4-4) 

SHIMOSATO， Kazuaki POI-E-35 

SHINGO， Akiko S. POI-E-37 P02-E-29 

SHINGOU， Tetsurou SI・1

SHINODA， Yoko POI-E-16 P02-E-20 

SHINOMIY A， Kenji 

POI-E-I(MS6-2) POI-E-31 

SHINTANI， Norihito POI-E-49 P02-F-3 

SHIONO， Hiroshi POl・F・47

SHlRAISHI， Hirohisa POl・F・8P01-F-1I 

T AKAHASHI， Masami 

S7-2 P01-E-45 P02-E-64 P02-E-66 

TAKAHASHI， Masanori P01-F-33 

TAKAHASHI， Mitsuo P01-F-22 

TAKAHASHI， Tetsuya P01-F-24 

TAKAI， Satomi P02-F-23 

TAKAMATSU， Ken P01-E-66 POl-F-37 

TAKAMATSU， Yoshiki P02-E-52 

TAKAMOTO， Akiko P01-E-8 

TAKANAGA， Hiromi 

P02-E-1O P02・F-7

TAKANO， Katsura P02-E-13 

TAKANORI， Noguchi P01-E-4(MS6-3) 

TAKARADA， Takeshi POI-E-8 

TAKATA， Kazuyuki POI-F-15 P02・E・1

TAKATUKI， Kanako P02-E-44 

TAKAZAKI， Risa P02・F・2正M83・4)

TAKEBA Y ASHI， Hirohide 

SHIRAKA W A， Mas油iro 83・2 I P02-E・9P02・E-II

SHIRAO， Tomoaki S5・5P02-E-49 I TAKEDA， Hiroshi P02・E・16

TASHIRO， Kunio POI-F-21 

TASHIRO， Tomoko P01-F-43 

P02-E-43 P02-F-28(MSI-8) 

TATEISHI， Yoko POI-E-32 

TATENO， Masaru P01-E-59 

TERADO， Mutsuko POI-F-21 

TERAO， Keiji SI-3 

TERASHIMA， Toshio P02-F-31 

TERZIS， Julia P02-F-41 

TETSUKA. Mitsue POI-E-25 

TIAN， Qing Bao P02-E-63 

TODA， Fumiaki P02・E・51

TOGASHI， Hiroko P01-E-38 

P01-E-42(MS5-3) POI-E-60(M84-7) 

TOHDA， Chihiro 

P01-F-14 P02-F-27(MSI-7) 

TOHYAMA， Masaya S9-4 P01-F-23 

P01-F-26 P02-E-30 P02-E-31 

P02-E-32 P02-E-35 P02-E-54 

P02-F-17 P02-F-34 
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TOHYAMA， Yoko P02-E-2 

TOKITA， Yoshihito SIO-4 

TOMINAGA-YOSHINO， Keiko 

P02-F-35 

TOOYAMA， Ikuo P01-E-34(MS5-2) 

TORIHATA， Keita 開2-E-40

TORIMITSU， Keiichi P02-F-37 

TRIMER， James P02-E-11 

TSUCHIDA， Hideto P01-E-33(MS5-1) 

TSUCHIDA， Ken P01-E-47 

TSUDA， Makoto P02-E-22 
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